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　　【プロローグ】







　あの日のことを生しよう涯がい忘れることはないだろう。




　──十一年前。俺おれ、アレク・ヴォルフガングが六歳だった頃。この日ほど希望に満ちた日はなかった。

　麗うららかなその日、《剣けん都とシグルド》は朝からすこぶる賑にぎやかだった。

　街の至るところから楽器が奏でる軽快な音楽が流れ陽気な歌声が響ひびき、そこら中で大人たちが麦ばく酒しゆや葡萄ぶどう酒しゆを片手に飛び跳ねるようなダンスを笑いながら踊おどっている。

　見ている俺の心も躍おどり出してくる。

　それは皇帝陛下勅ちよく命れいの《帝てい国こく正せい規き探たん索さく隊たい》が《ソードラビリンス》に派遣されることを祝っての祭りだった。

　俺と母さんはダンジョンに旅立つ父さんを見送るため《剣都シグルド》の中心街を訪おとずれていた。《帝国正規探索隊》の選抜メンバーの親族ということで、貴き賓ひん席せきと呼ばれる赤あか絨じゆう毯たんの敷き詰められた豪ごう奢しやなテラス席に俺と母さんは通される。

　周りは艶あでやかなドレスを纏まとった女性たちばかりで、落ち着かなくてそわそわしてしまう。

　普段、金かな槌づちを振り下ろす音が鳴り響き、煙突からモクモクと白煙が立ち上る職人街で暮らす俺にとって、色に満ち甘い香りが立ち込める絢けん爛らん豪華な空間はまったくの別世界だ。

　ところが、不思議と心細くはなかった。それどころか心強くさえあった。

　なぜなら、隣となりに座る母さんが誰よりも美しかったからだ。

　ドレス姿の母さんを見るのは初めてだ。派手なドレスではない。むしろ、周囲の女性たちと比べたら地味と言っていい。だが、俺の母さんの放つ月のような凜りんとした魅力が霞かすむことはなかった。

　俺は自分が母さんの子供であることが心から誇らしかった。

　やがてパレードが始まる。

　眼下にある石いし畳だたみの大通りは溢あふれんばかりの群衆でごった返している。

　その歓喜の川を《帝国正規探索隊》の精鋭たちを乗せた黄金の馬車が草舟のようにゆっくりと《聖剣グラム》に向かって進んでゆく。

　馬車には俺の父さん──ギルベルト・ヴォルフガングの姿もある。

《帝国正規探索隊》の精鋭の中にあっても群を抜いて大きな体たい軀くの人物が俺の父さんだ。

　鍛か冶じ師しの父さんは、銀の獅し子しがあしらわれた自作の兜かぶとに銀製のプレートメイルを纏い、同じく自作の銀のバトルアックスをその広い背中に背負っている。

　銀色に煌きらめく大きな父さんが俺には誰よりも屈強に見えた。

「ねえ！　見て見てあそこ！　ヴィンセント・アイスラーがいるわよ！」

「やっぱり素敵ね！　彼っていい人とかいるのかしら？」

「お前ら、まさか狙ねらってるのか？　寝言は寝て言えって！　あいつは十八歳っていう若さで《帝国騎士インペリアルナイト》の隊長に任命されたってエリート中のエリート様だぜ？　釣つり合うわけないだろ」

「そうそう、お前さんたち一介の街娘じゃ相手になるもんかよ！」

「いつも酒場に入り浸びたってるようなあんたらなんかに言われたくないわよ。それに夢見るくらいいいじゃない。ねぇー？」

「ねー！」

「おいおい穏やかじゃねーな。それにしても最年少騎士隊長様に帝国一の鍛か冶じ師し、そして筆頭宮廷魔ま術じゆつ師しのお嬢様か！　なんとも豪華な面子メンツだねえこりゃ！」

「他にも名うての傭よう兵へい団だんの団長に高名な司祭様と、どいつもこいつもすごい奴やつらばかりよ！」

「こりゃ、否が応でも初の最下層到達を期待しちまうってもんだよなあ！」

「ああ！　最下層にいるって噂うわさの凶悪なダンジョンマスターを討とう伐ばつして、迷宮のお宝をたんまり地上に持ち帰ってほしいよな」

　街の誰もが《帝国正規探たん索さく隊たい》に期待していた。皇帝に選ばれし精鋭たちならば、難攻不落と言われる《ソードラビリンス》を必ず攻略し、素晴らしい恵みを地上にもたらしてくれると。

　俺はそんな精鋭の中に自分の父さんがいることが本当に誇ほこらしくて、母さんが「危ない真ま似ねはやめなさい！」と心配するのも聞かず、テラスから上半身を乗り出して父さんに向かって懸けん命めいに手を振っていた。

「父さーん、こっち見てー！　父さ─────ん！」

　俺の声が伝わったのか父さんは馬車の上からこちらのテラスを見上げ、俺と母さんに向かって力強く腕を上げて見せてくれた。

　父さんが気づいてくれたことが嬉うれしくて「父さんがこっちに気づいてくれたよ！」と喜び勇んで俺は後ろにいる母さんへ振り返る。

　ところが、母さんは遠ざかる父さんの背中をじっと見つめ、唇を小さく震ふるわせていた。

「か、母さん……どうしたの？　嬉しくないの？」

「……アレクも父さんの無事を祈いのって。《月の女神フレイヤ》にお願いするのよ」

　そう母さんは俺に真剣に語りかけた。その尋じん常じようではない表情に先ほどまでの喜びとは違い、不安な気持ちに駆かられる。

「母さん……きっと大丈夫だよね、父さん、絶対に帰ってくるよね？」

「ええ。大丈夫よ。父さんは誰よりも強いもの……だから、私たちは祈りましょう」

「うん」

　俺は手を静かに組み目を閉じると、母なる化身《月の女神フレイヤ》に祈る。父さんのダンジョンでの活躍を、そしてその無事を。

　母さんの言動に少しだけ動どう揺ようはしたが、俺は父さんの言葉を信じていた。

　今朝、家を出る直前に父さんは俺と母さんに約束してくれたんだ。

「必ず帰ってくる」──と。

　だから、絶対に帰ってくるはず。

　今まで父さんが約束を破ったことは一度だってなかった。

　父さんがこれから旅立つ《ソードラビリンス》が魔ま物ものの住まう危険なダンジョンだとは知っていたけど、俺の父さんは大きくて誰よりも強きよう靭じんで逞たくましい。どんな魔物だって父さんには敵かなうはずがない。そう思っていた。

　だから、こんな結末は想像すらしていなかったんだ。

　これが父さんの姿を見る最後の日になるだなんて──。




　──それから一年後、《帝国正規探たん索さく隊たい》が帰還する。

　その帰還は多くの人々の予想に反して、『凱がい旋せん』ではなく無残なまでの『敗走』だった。

　数十名の精鋭陣で固められた探索隊は僅わずか三名にまで減り、その残った三名も各々が大おお怪け我がを負っており、なんとか生きているという無残な体ていだった。

　生き残ったメンバーの中には片腕を失くした痛々しいまでの若者の姿があった。

　俺が父さんの安否を尋たずねると、その隻せき腕わんの青年ヴィンセント・アイスラーは奥歯をきつく嚙かみ締しめて、掠かすれた声で告げた。




「……お前の親父は──ギルは死んだ……守れなかった……すまない」




　そう、あの日のことを生しよう涯がい忘れることはないだろう。













　　【１章】鈍にび色いろの銀







　大地から草木が芽め吹ぶくがごとく。

　瞬しゆん間かん、蒼あおく輝く俺おれの小さな右の掌てのひらから剣の切っ先が突とつ如じよとして迫せり出してくる。

　最初に切っ先、続き刀身、やがて柄つか、それらが順番に姿を現し、遂には一振りの銀製のバゼラードが掌の上に完成する。

　俺は父さんを見上げ息を吞のむ。すると、父さんは俺の目を見て静かに頷うなずく。

「……アレク、よくやった」

　そう強面こわもてを僅わずかに綻ほころばせるのだ。俺の顔は笑顔の花で満開になった。

　初めて《銀の鍛冶師シルバースミス》のスキルを成功させることができた。

「……初めてにしてはいい出来だ。アレクは父さんよりも才能があるのかもしれないな」

　なにより、尊敬する父さんが褒ほめてくれた。こんなに嬉うれしいことはない。

「せっかくだアレク、母さんにも完成品を見せてあげなさい」

　俺は笑顔で頷くと、弾だん丸がんのように工房を飛び出し、台所で夕飯の支度をする母さんの下もとへとひた走る。母さんの驚く顔を想像するだけで擽くすぐったいくらいに頰ほおが緩ゆるんだ。

　ところが、逸はやる気持ちに身体からだが追いつかなかった。俺は廊下で前のめりに転んでしまう。

　直後、放り出されたバゼラードが宙空でクルッと一回転してから床に突き立った。

　すると、床に這はい蹲つくばる俺の視線の先に女性らしき人物の足元が映る。女性は細腕を伸ばし突き立ったバゼラードを床から引き抜く。

　──母さんに違いない。そう思い俺は笑顔を持ち上げる。

　ところが、視線の先に立っていたのは見知らぬ女性だった。

　わけがわからない。なぜ家の廊下に見知らぬ女性がいるのだろうか……。

　その女性は蔑さげすむ眼まな差ざしで俺のことを見下ろしている。そして、俺に向かって女性はひどく冷たい口調でこう言うのだ。

「──裏切り者の息子よ。死んで償つぐないなさい」

　直後、女性がバゼラードを振り下ろしてくる。

　俺は慌あわてふためきながらも、咄とつ嗟さに転がって短剣の銀刃をどうにか躱かわす。

　転がった先で背中になにかが当たる。

　振り向くと、男性用の革かわ靴ぐつがあって、見上げると、その男性は女性と同じく蔑む眼差しで俺を見下ろしていて、おかしなことにその手には俺が作ったバゼラードが握られていた。

　……いや、ひとりだけではない。

　いつの間にか大勢の大人たちに囲まれていて、場所は家の廊下ではなく《剣けん都とシグルド》の中心街にある大広間に変わっていて、その場の全員が蔑さげすみの眼まな差ざしを俺に向け、その手に同様の銀製のバゼラードを握っていた。

　混乱する俺を尻しり目めにバゼラードを構えた大人の輪が徐々に縮められてゆく。

　なにか言わなくてはと思うのだが、俺からは声がまったく出なかった。

　やがて逃げ場のない俺に数百の鋭い切っ先が一いつ斉せいに振り下ろされた──







　──瞬しゆん間かん、甲高い音が鼓こ膜まくを劈つんざく。

「ハッ、ハッ、ハッ、ハッ、ハッ……」

　薄明かりの中、激しい息遣いが響ひびく。

　目頭を擦こする。此こ処こが自室で自分がベッドに横たわっていることを認識する。伸びすぎた前まえ髪がみがぐっちょりと濡ぬれ、肌に張りついていた。

　それと、床で〝銀製のバゼラード〟が揺りかごのようにゆらゆらと撓たわんでいるのが見えた。

　右手に残る感触。どうやら俺が枕まくら元もとにあったバゼラードを払い落としたようだ。

　ぼさぼさ髪を搔かき毟むしりながら俺はベッドからのそりと降り立つ。

　床の銀製のバゼラードを無造作に拾い上げると、瞬間、右手を大きく振りかぶって壁かべに向かって──

「…………くッ……」

　──叩たたきつけることはできなかった。ベッドにそっとバゼラードを置く。

　気け怠だるい身体を椅い子すに乱暴に投げ出すと、テーブルの水差しから銀のコップに溢あふれるほど水を注ぐ。口端から水が漏もれるのも構わず喉のどをグビグビと鳴らしながら一気に飲み干す。

「ハア、ハア、ハア……」

　喉が渇かわいている。だが、それは必ずしも水で満たされるものではなかった。

　椅子から腕を伸ばして背後の木窓を開ける。俺の心境に似たどんよりとした空模様だ。

　ひと雨きそうだ。こんな日に出掛けたくはない。むしろ、此処から一歩も動きたくない。腹は減ったが食事を取るのも億おつ劫くうだ。

　だが、今日だけはそうも言っていられないか……。

　夢を見たのは偶然じゃない。

　今日が〝あの日〟から十年目ということと無関係ではないはずだ。

　俺は重い腰を上げると、フード付きの真っ黒な外がい套とうを羽は織おり、閑散とした部屋から出る。

　廊下に出てすぐ、突き当たりにある部屋の扉をしばらく無言で眺めてから俺は階段を下りる。

　埃ほこりっぽい工房を通り抜け、湿った空気の漂ただよう街に出る。

　直後、真っ先に視界に飛び込んでくるのは、灰色の空に尖せん塔とうのごとく長く大きく聳そびえ立つ超大な存在──《聖剣グラム》だ。

　息が詰まり胸が苦しくなった。俺はその〝憂ゆう鬱うつ〟からさっと視線を逸そらすと、できるだけ視界に収めないよう街の中心街に向かって小走りに駆け出す。

　向かうのは《剣都シグルド》の中心街にある〝帝てい国こく霊れい園えん〟だった。







　参列者たちと鉢はち合あわせしないよう遅めに家を出たつもりだったのだが、帝国霊園にはまだ黒い人ひと集だかりが幾つも残っていた。

　咄とつ嗟さにフードを目深に被かぶって顔を隠すが、目め敏ざとい参列者に存在を知られざわめきが起こる。

「おい、見ろよ。ヴォルフガングの倅せがれだ」

「あの〝裏切り者ギルベルト〟の息子か」

「まったくどの面つら下げて来たのかね……」

「私だったら恥はずかしくてとてもこの場所に顔なんて出せないわ」

　そんな辛しん辣らつな囁ささやきがあちらこちらから聞こえてくる。俺はさらにフードを深く被ってそれらを無言でやりすごし、霊園の中心から遠く離れた寂さびれた一角に向かう。

　膝ひざまである草を踏み締め進むと、目的の墓ぼ碑ひ前に辿たどり着く。

　墓石は風雨にさらされこの十年間ですっかり変色してしまった。

「……よう、久しぶりだな──」

　溢あふれんばかりの献花に彩られた他よ所そと違って、視線の先の墓碑には一本の花さえも飾かざられてはいない。あるのは伸び放題の雑草だけ。荒らされてないのは剣都の人々の良心か。

　この墓碑は隔かく絶ぜつされた存在だ。決して誰も近づきはしない。忌いみ嫌われているのだ。

「──元気か……親父」

　墓碑の表面には『ギルベルト・ヴォルフガング』と刻まれていた。

　──今日は十一年前に《ソードラビリンス》に旅立ち帰らぬ人となった《帝国正規探たん索さく隊たい》の十回目の追つい悼とう式しきだった。

　もっとも、式典は午前中に終わっている。もしも俺が式の最中に姿を見せたら、この程度の騒ぎでは済まなかっただろう。

　花束を墓前にそっと捧げる。なにかひと言添えようと口を開いたのだが、親父に語るべき言葉が見つけられなかった。ただ墓碑を眺めるだけの無為な時間がすぎてゆく。

　その時だ。

　霊園の出入り口付近からどよめきが起こる。何事かと振り返る。

　すると、長身で黒ずくめの男が無愛想な顔で此こ方こに近づいて来るのが見えた。

　二十代後半のこの男は、彫りの深い端整な顔立ちで、年頃の女性が見たら見み惚とれてしまうような美丈夫である。ただ残念なことに、近づく相手をその視線で串くし刺ざしにしかねないほどに目つきが鋭かった。

　そんな剣けん吞のんな男を参列者の誰かがこう呼ぶ。

「あ、あれは……『隻せき腕わんのヴィンセント』ッ！」

　剣都に隻腕のヴィンセントの名前を知らない人間はいない。なぜなら、男は《帝国正規探たん索さく隊たい》の生き残りのひとりだからだ。

　もっとも、当初こそ持て囃はやされていたが、今では誰もヴィンセントと知って関わる街の人間はいない。

　街の人々はヴィンセント・アイスラーについて眉まゆを顰ひそめて噂うわさする。

『最年少で《帝国騎士インペリアルナイト》の隊長に任命され将来を嘱望された青年は《ソードラビリンス》から戻ってからすっかり人が変わってしまった』

『騎士団を除隊してからというもの、毎日、酒場で吞んだくれている』

『片腕と一緒に意欲や感情までダンジョンで失ってしまったらしい』

　そんな悪名高きヴィンセント・アイスラーは俺の隣に無言で立つと、親父の墓ぼ碑ひを見下ろしながら、酒さけ瓶びんをグビリと傾ける。

「……〝三ヶ月ぶり〟だなアレク」

「……まだ〝たったの三ヶ月〟か、ヴィンセント」

　顔も見合わせもしないで無言で佇たたずむ俺たちのことを、遠巻きの参列者たちは不審な眼まな差ざしで眺めてくる。

　ただ幸いなことにヴィンセントの醸かもし出す近寄り難がたい雰ふん囲い気きのお陰かげか、俺たちにちょっかいを掛けてくる者はいなかった。

　周りの反応は当然と言えば当然だ。

　なぜなら、誰がどう見ても〝裏切り者の息子〟と〝生き残りの男〟が一緒にいる状況は異質だった。

　これは《帝国正規探索隊》生き残りメンバーたちの公こう聴ちよう会かいでの証言だ──




『《銀の鍛冶師シルバースミス》ギルベルト・ヴォルフガングの裏切りが、探索隊を壊かい滅めつに追いやった』




　──天国から地じ獄ごくとはまさにあの瞬しゆん間かんのことだった。

　賞賛は罵ば倒とうに、羨せん望ぼうは蔑べつ視しに、俺を取り巻くすべての幸福があの一瞬を境にして不幸に黒く塗りつぶされてしまった。

　人生とは呆あつ気けない。世の無常を俺は七歳にして思い知ったものだ。

　やがて興味が削そがれたのか。身み動じろぎしない俺たちを残して参列者たちは徐々に霊園から去ってゆく。

　そうして二人きりになるのを待っていたらしくヴィンセントがようやく口を開く。

「……瘦やせたなアレク。それと髪がずいぶんと伸びた」

「……ヴィンセントは相変わらず酒くさいな」

　──瞬しゆん間かんだ。

　ピチャッと酒さけ瓶びんの口から飴あめ色いろの液体が跳ねる。ヴィンセントが俺の顔面に酒瓶を手にしたまま鋭い裏うら拳けんを繰り出していた。

　拳圧が俺の前髪をブワッと大きく捲まくり上げる。咄とつ嗟さ、俺は身体を反らして裏拳を鼻先の寸前で躱かわす。だが、体勢を崩してそのまま背中から地面に倒れ込んでしまう。

「い、いきなり、なにしやがんだッ！」

　そう叫び立ち上がろうとするが、胸元にドンッとヴィンセントのブーツの靴底が置かれ、俺はひっくり返った亀かめのように身動きが取れなくなった。

「……ざまあない。これが稽けい古こを三ヶ月間さぼった人間の末路か」

　そう冷めた眼まな差ざしで俺を見下ろしながらヴィンセントは酒瓶に口を付ける。

　最高にムカつく態度だが、無様な俺に返せる言葉があるはずもなかった。

　──これは街の誰もが知らないことだが、実は俺は元《帝国騎士インペリアルナイト》のヴィンセントに子供の頃から戦せん闘とうの手解きを受けていた。

　十年前、ダンジョンから生還してしばらく後に、ヴィンセントが「稽古をつけてやる」と提案してきたのだ。当然、俺がギルベルト・ヴォルフガングの息子だと知った上でだ。

　当時、七歳だった俺からすれば、氷のように冷たい眼差しをした隻せき腕わんの男の存在は震えるほど恐ろしかった。親父に対する恨みを息子の俺で晴らすつもりなのかと怯おびえたものだ。

　ところが、意外なことに母さんが「稽古つけてもらいなさい」とあっさり了承したのだ。結果的に母さんの判断は正しかった。

　この美び丈じよう夫ふは無愛想だが公平な男で、親父の件を持ち出すことはただの一度もなかった。

　まあ、ただ子供相手だからといって、手加減できるほど器用な男でもなかったが。

　つまり、ヴィンセントと並び立つことは俺にとっては自然なことだった。

　そして、俺は年上のヴィンセント・アイスラーという男を、口にこそ出さないが兄貴のように信頼していた……。

「いい加減！　退どかせよ足を！」

　いつまで待っても動かない無遠慮な足を俺は両手で払い除のけ立ち上がる。

「……どうやら怒る気力はあるらしいなアレク」

「信じられねえ。それを確かめるためにいきなり殴なぐり掛かかってきたのかよ？」

「受け取れ」

　無視である。ヴィンセントは、外がい套とうの背中から布に巻かれた板状の大きな荷物を取り出して俺に突き出してくる。

　両手を差し出して受け取る。不思議なことに大きさの割に重みを感じない。

　布を捲めくり中身を確かめる。現れたのは両刃の大剣──

「──クレイモアか……」

「ダンジョンで俺が愛用していた得物だ」

　しかも、〝銀製のクレイモア〟だった。

　魔まを祓はらうという特性はもちろんだが、鉄製の武具よりも軽量で扱いやすいことも銀の特筆すべき点だった。

　ヴィンセントの趣味だろうか。眼前のクレイモアは、一般的なそれよりも幅広で厚みがあるえらく無骨なデザインだ。

　俺は全体像が見たくて残りの布を急いで剝はぎ取る。瞬しゆん間かん、息を吞のむ。

　大剣の刃先が大きく欠損していたのだ。

　……それはダンジョンでの死し闘とうを物語っている。必然、十年前の青年ヴィンセント・アイスラーの無残な姿が思い出され、俺は堪たまらず切っ先から目を背けてしまう。

　代わりに柄つか頭がしらが目に飛び込んでくる。柄頭に〝銀の獅し子し〟が装飾されているのに気づくのと同時に、クレイモアを持つ俺の手が震えた。

「こ、これってッ……!?」

「ああ、ギルが俺のために作ってくれた銀製のクレイモアだ」

　銀の獅子は《銀の鍛冶師シルバースミス》の名門ヴォルフガングの紋もん章しようで、創作物のどこかに銀の獅子を残すのが俺たちの慣ならわしなのだ。

　銀の獅子に無骨なデザイン──間違いなく親父の作品だった。

「つまり、俺にクレイモアを修理しろってことか……？」

「フッ、笑えない冗じよう談だんはやめろ。半人前のお前に俺の満足する大剣が作れるとでも？」

　ヴィンセントはそう口端を歪ゆがめる。

　見くびられ不機嫌になるなと言うのは無理な話だ。だが、言い返せるはずもない。

　嘗かつて《剣都シグルド》で一番の鍛か冶じ師しと謳うたわれた人物と比べられてしまっては……。

「……だったら、なんなんだよ？」

　すると、なにを考えているのか、突然、ヴィンセントが羽は織おっている自らの外がい套とうを右手で勢い良く脱ぎ捨てた。

　現れた肉体は毎日朝から吞のんだくれている人間とは思えないほど引き締まっている。だが、それ以上に俺の目を引いたのは左腕だ。

　ヴィンセントの剝むき出しになった左腕は──二の腕から先がなかった。

「喜べ。お前に俺の〝義手〟を作らせてやる」

「え、俺が……？」

　驚いた。実は数年前、ヴィンセントに〝銀製の義手〟を勧すすめたことがある。いつも稽けい古こをつけてもらっているせめてもの恩返しのつもりだった。

　だが、今と同様に『半人前の義手なぞお断りだ』と敢あえなく拒否された。

「アレクにはまだ早かったか？」

　ヴィンセントが双そう眸ぼうを眇すがめる。明らかな挑ちよう発はつだ。

「──ふざけんな。見てろ俺が最高の義手を作ってやる！」

　だから、律儀に挑発に乗ってやる。自信はある。

　俺は諦あきらめてはいなかったのだ。

　ヴィンセントに銀製の義手を作るため、数年前からずっと構想を練ねってきた。いつ依頼を受けてもいいように、思い描いた義手を図面に起こして、頭に完かん璧ぺきに叩たたき込んでいた。

　俺は腕うで捲まくりをすると、左手にクレイモアを構える。

　瞼まぶたを閉じて、設計した義手を頭の中でしっかりと具現化する。

　あとは《銀の鍛冶師シルバースミス》の〝鍛か冶じスキル〟で一気に作り上げる──




　クラフトスキル──【銀の刹那ライトニング・クラフト】




　瞬しゆん間かん、左手が火熱を帯び紅あかく輝く。

　硬質なクレイモアが見る間に銀色の液体へと形を変化させ、乾いた大地に水が吸い込まれるように一瞬にして掌てのひらの中に流れ込む。

　銀は高熱の血ち潮しおとなり《銀の鍛冶師シルバースミス》の全身を駆かけ巡めぐる。

　指先から爪つま先さきまで、脳天から心の臓まで、隅すみ々ずみまで走り抜ける。その脈動は、さながら荒ぶるマグマのようで、気を抜けば立っていられなくなるほどに足腰を揺さぶる。

　やがて銀の血潮は右手の掌に収束する。

　瞬間、右手が急速に熱を失い蒼あおく輝く。

　同時、チクリとした痛みと共に、右の掌から〝形成された銀〟が切っ先を覗のぞかせる。

　これぞ《銀の鍛冶師シルバースミス》の真しん骨こつ頂ちよう──【銀の刹那ライトニング・クラフト】である。

　自らの肉体を媒ばい介かいとして銀の塊かたまりから銀製品を一瞬にして生み出してみせる。

　銀は加工しやすい金属だ。それでも、道具なしに、瞬時に形成することは、俺たち《銀の鍛冶師シルバースミス》以外には絶対に不可能だ。

　つまり、銀さえあれば場所を選ばず銀製武具を作ることが可能だということだ。

　また銀には他の金属にはない〝魔まを祓はらう〟という特性がある。

　そうした《銀の鍛冶師シルバースミス》の汎はん用よう性せいが、魔物との戦いに駆り出される大きな要因で、親父が《帝国正規探たん索さく隊たい》に選出されたのもそれが最大の要因だろう。

　一際、大きく息を吐き出す。

「──完成だ」

　俺の右手には、ずっと思い描いてきた〝銀製の義手〟が具現化されている。控えめにだが、獅し子しの刻印を刻み込むのも忘れてはいない。

　成功はしたが、墓地の中を駆けずり回ったかのように汗だくで身体中が鉛なまりのように重い。

　どうしても精せい巧こうな銀製品の形成には大きな負担を伴ともなう。

　一流の《銀の鍛冶師シルバースミス》ともなれば、豆粒のような銀からその数十倍の大きさの武具を作ってみせるそうだが、俺はまだその領域には達していない。

　それでも、与えられた銀の量以上の精巧な義手を作ったつもりだ。ベストを尽つくしたと言える。

　さて、依い頼らい主ぬしの評価はいかに……。

「……受け取れよヴィンセント」

　俺は口調同様の険けわしい表情で義手をヴィンセントに突き出す。

　平生から険しい表情のヴィンセントは義手を右手に取ると、目線の高さにさっと持ち上げて品定めを開始する。

　喉のどがごくりと鳴る。固かた唾ずを吞のんで見守るとはまさにこのことだった。

　ヴィンセントは「……ふん」と鼻を鳴らすと左腕に義手をしっかりと固定する。そして、銀色の腕を上げ下げし、銀色の指先を開いたり閉じたりを繰り返す。

　すると、なにを思ったのか、唐とう突とつにヴィンセントが義手で俺の胸ぐらを摑つかんでくる。軽々と俺のことを持ち上げると、
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「……なッ!?　待ッ──」

　事もあろうかヴィンセントは投石よろしく俺を放った。

　凄すさまじい速度で一直線に飛ばされ、為なす術すべもなく霊園の壁へき面めんに背中から激げき突とつした。

　激突した拍子に脆もろくなっていた土つち壁かべがバラバラと瓦が解かいし、身動きの取れない俺の頭上に「うわッ！」土の欠片かけらが雨あられと降り注いだ。

「ゲホッ、ペッ、いってえ……」

　幾いくら俺が大おお柄がらではないとはいえ十七歳の男を、慣れない義手で、こんな離れた場所まで……化け物かよ……。

　何事もなかったかのようにヴィンセントは外がい套とうを羽は織おりながら呟つぶやく。

「……悪くない」

「ふ、ふざけんなッ！　悪いわッ！」

　即そく座ざに俺は瓦が礫れきの山から飛び出して、全力疾しつ走そうでヴィンセントに詰め寄る。

　ところが、続くヴィンセントからの意表を衝つく言葉に文句を飲み込んでしまう。

「──アレク。俺は十年前、『お前の親父は死んだ』と告げたな？」

　ヴィンセントの視線は親父の墓に向けられている。

「え……」

　目を見開くに決まっている。この流れでヴィンセントが口にする言葉はひとつしかないとさすがに気づいてしまったからだ──

「──お前の親父は生きている」

　ヴィンセントはさらりと告げた。

　直後、それが合図だったかのように、曇どん天てんの空からポツリポツリと雨粒が落ちてくる。

　濡ぬれるのに構う余裕などあるはずもない。俺は言葉どころか、息をすることすら忘れていたのだから……。

「──死んだんじゃなかったのかよ」

　……十年間の光景が激流となって脳裏に押し寄せてくる。それは、すぐにさまざまな感情がごちゃ混ぜになった濁だく流りゆうとなり、やがては俺自身を理性ごと飲み込んでゆく──

「────なんで、なんで今頃言うんだよッ！」

　気づくと俺は喉のどが張り裂けんばかりに叫んでいた。

「戦せん闘とうで死んだって！　裏切った親父を探たん索さく隊たいの人間が返り討うちにしたって！　そう言ったのはお前だろ、ヴィンセント！」

　……忘れるものか。それは十年前、《剣けん都とシグルド》の中心街の広場で行われた公こう聴ちよう会かいで、多くの聴衆の見守る中での証言だ。七歳の俺もその場にいたのだ。

「……あれは真実ではない。ギルが死ぬ瞬しゆん間かんを誰も目撃していない」

「だから、親父は生きてるかもしれないってか……」

　瞬しゆん間かん、俺は手を振り払い雨のヴェールを切り裂いた。

「それがどうしたッ！　もう遅すぎるんだよッ！　ヴィンセントッ！」

　痛切な叫びは激しい雨音に次から次へと飲み込まれてゆく。

　──俺を取り巻く今の状況によく似ている。どれだけ叫んでも声は届かない。ただひたすらに耐たえるだけの日々だ。

　俺は墓前の花束を拾い上げると、直後、親父の墓石に激しく叩たたきつける。

　飛び散った花びらが視界を埋め尽つくしハラハラと宙に舞う。




「もう……母さんは……いねえんだよッ！」




　唇を嚙かみ締しめると血の味が口内に広がった。

　──母さんが亡くなったのは三ヶ月前のことだ。

　最さい期ごまで母さんは親父が裏切るような人ではないと真っ直ぐに信じていた。

「なんで、もっと早く……教えてくれなかったんだよッ！」

　……せめて病床の母さんにこの話を聞かせてやれたら……少しは安心して旅立たせてあげることができたかもしれない……。

「答えろよッ！　ヴィンセントッ！」

　銀腕の美び丈じよう夫ふは無言で立ち尽くしている。雨に濡ぬれたその表情は、泣きながら苦痛に耐たえているかのようだった。

「──許してくれとは言わん……」

　表情こそ変わらないが、ヴィンセントが奥歯をキツく嚙み締めるのはわかった。

　瞬間、俺はヴィンセントから視線を逸そらしてその場に膝ひざから崩れ落ちる。

「…………くそッ……」

　拳こぶしの腹で泥濘ぬかるんだ地面を強く叩くと、泥水が顔に跳ねた。

　……なにが噓うそでなにが真実なのか。地上にいた俺にはわからない。だが、眼前の無愛想な男とすごしたこの十年あまりの月日は確かな真実だ。

　ヴィンセントがなにも語らないのは〝語れない事情〟があるということだ。それがヴィンセントの望んだ結論ではないことも表情を見ればわかる。

　黙だまっていたことを許すつもりはないが、これ以上、問い詰められるはずもなかった。

　濡れて少しだけ重くなった前まえ髪がみを大きく搔かき上げる。すると、視界が見違えるほどに開けた。お陰で灰色の世界にあっても《剣都シグルド》の存在が鮮明に捉とらえられた。

　やがて俺は静かに尋たずねる。

「……教えてくれ、なにがあったんだよ……十年前にダンジョンで……」

　ヴィンセントは目を眇すがめると、街の中心部に視線を飛ばす。

　視線の先にあるのは、言うまでもなく《聖剣グラム》で、意識はその内部──《ソードラビリンス》に向けられているのだろう。

「──十年前……俺たちのダンジョン探たん索さくは順調だった。下層までひとりの脱落者もなく辿たどり着いた。俺たちは結束していた。家族のような深い間あいだ柄がらだった。なにより俺たちは強かった。この仲間たちとなら、最下層に辿り着くのも不可能ではないと誰もが思っていた……」

「……でも、下層の探索を始めてすぐに親父の裏切りに遭あったんだよな？」

　突とつ如じよ、人が変わってしまったかのように親父が仲間たちに襲おそい掛かかったという……。

　その混乱の最中に運の悪いことに魔物の群れに襲われ探索隊は壊かい滅めつに陥おちいったという……。

　その場に居合わせて生き残った探索隊の全員がそう証言しているのだから、俺や母さんの反論など誰も聞き耳を持ってはくれなかった。

「ああ、俺たち探索隊のメンバーは『銀ぎん獅じ子しの兜かぶとを被かぶった銀のプレートメイルの大男』に、突如、襲われた」

「……ん？」

　ヴィンセントの微び妙みような物言いが引っ掛かった。

　なぜ装備の詳細を……？

　なぜ親父に襲われたと直接的な表現をしない……？

「俺はあの日からずっと『あれは本当にギルだったのか？』そう疑問を抱き続けている」

「や、やっぱり親父は裏切ってないってことじゃないのか……？」

「……悪いなアレク。今の俺に言えるのはこれだけだ」

　ヴィンセントはそう掠かすれた声で呟つぶやくとゆっくりと踵きびすを返す。

「何ど処こに行くんだよ……？」

　ヴィンセントは振り返ることなく告げる。

「俺は真実を確かめるために〝あの場所〟に戻る──」

「────ッ!?」

　それは激しい雨音にも搔かき消されることのない、はっきりとした口調だった。

「義手を作れなんてどういう風の吹き回しかと思ったら、そういうことかよ……」

「達者でな、アレク」

「ま、待ってくれ！　ヴィンセント！　俺は、俺はどうしたら……」

　ヴィンセントは振り返ることなく静かに首を振る。

「アレク。この先をどう生きるかはお前自身が決めることだ」

　言われて途と方ほうに暮れる。心の支えを失い抜ぬけ殻がらのようにすごした三ヶ月間で、俺は嫌いやというほど気づかされていた。

　俺には〝自分の生き方がない〟ということに──

　おそらくヴィンセントは俺が空っぽの存在であることに気づいている。その上で、今こそ『どう生きるか考える時だ』と言っているのだろう。

　だが、情なさけないことに今の俺には、この先のことなどなにも見えてなかった。

「──ひとつだけ助言をやろう……」

　落らく胆たんする俺の耳には、ヴィンセントの抑よく揚ようのない声がいつになく優しかった。

「……いつだったかギルがダンジョン探たん索さくの合間に俺に語ってくれた。ヴォルフガングの工房の地下には〝女王〟が住んでいると……」

「じょ、女王……？　なんだよ、それ……？」

「詳しくは知らないが、なんでもその女王様は博識で、若い頃のギルはいろいろなことを地下で学んだそうだ。今のアレクにとってもなにか得るものがあるかもしれない」

　そう残して、銀腕の大きな背中は仄ほの暗ぐらい景色に、すぐに紛まぎれて消えた。

　俺の空っぽの頭の中には、絶え間ない雨音と、心臓の音だけがうるさいくらいに響ひびいていた。













　　【２章】闇を切り裂く一閃







　帰宅してすぐ、濡ぬれた身体からだのまま、工房の地下倉庫に駆かけ込んだのは必然と言えた。今の俺おれにそうすること以外の選せん択たく肢しなどなかった。

　木製の階段を駆け下りて、一歩、地下に足を踏み入れる。

　すると、ブーツの底から綿毛のように埃ほこりが派手に舞い上がった。

「……ゲホッ、ゲホッ」

　ひどい環境だ。思えば、地下に下りるのは、子供の頃に迷い込んで以来だった。

『もう、アレク！　埃で服が汚れるから地下には入らないで！』

　母さんから叱しかられてから今日までまったく近寄らなかった。

　それは〝地下の女王様〟とやらの存在を子供の俺に隠かくすためだったのかもしれない。

「それにしても……」

　……地下の女王とは一体、何者なんだろうか。

　女王様と言うくらいなのだから性別は女性で、おそらくは女王様らしい格好をした人物なのだろう。それと最大の疑問は、十七年間、この家で暮らしてきて地下に人の気配を感じたことなんてまったくなかったことだ。

　不意に、ブーツの底からコツンッと他の床とは違う音が鳴る。

　腰を落として指先で床の埃を拭ぬぐう。

「銀だ……」

　その床は銀板だった。見るからに年代物だ。

　さらに気づく。銀板の表面に、なにやら文字と絵らしきものが彫り込まれていることに。

　慌あわてて残りの埃を払って内容に目を通す。

　すぐにそれが《銀の鍛冶師シルバースミス》の戦せん闘とうスキルに関する記述だと理解する。初めて目にするスキルだ。

「【銀パのニ処シ罰ユ】か」

　銀の特性を利用した〝凶暴な魔物を拘こう束そくし使役する〟ためのスキルだ。

　簡単に言えば【銀パのニ処シ罰ユ】は〝銀の鎖くさり〟である。銀の鎖で対象の自由を奪うばい使役する。対象が逆らえば鎖を通じて痛みを与える。

　銀を加工する【銀の刹那ライトニング・クラフト】の応用で、このスキルなら俺にでもすぐに使えそうだった。

　ふと思い立ち、俺は床を拳こぶしの甲で叩たたく。

「……やっぱりか」

　銀板の下に空くう洞どうが広がっている。おそらく階段かなにかが隠されているに違いない。

　早さつ速そく、【銀の刹那ライトニング・クラフト】で銀板を左手で溶かして銀の延のべ棒ぼうへと形成し直す。

　ところがだ。まさかの事態発生である。

「え……」

　俺の足元の床が突とつ如じよとして消失したのだ。

　眼下に広がる一面の暗くら闇やみ、俺はその奈落へと真っ逆さまに落ちてゆく。

「……おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお────ッ！」

　埃ほこりで見誤ってしまった。銀板は想像より遙はるかに広範囲を覆おおっていた。範囲には俺の足元の床も含まれていたというわけだ。

　瞬しゆん間かん、死神が鎌かまを擡もたげた。ただ鎌が振り下ろされることはなかった。

　幸いにして此こ処この奈落は命を危険に曝さらすほどには深くはなかったのだ。

　ドスンッと俺は背中から冷たい石いし畳だたみの上に着地する。本日二度目の背中への衝しよう撃げき。

「あー、くっそッ、いってえ……」

　ヴィンセントじゃないが『ざまあない』。この痛みは三ヶ月間、稽けい古こをサボったツケだ。

　十分に悶もだえ苦しんでから俺は、銀の延べ棒を外がい套とうのポケットに仕舞いながら上体を起こす。

　眼前に広がるのは──薄暗い地下室だった。

　どうやら俺は工房の〝地下の地下〟に落下したということらしい。

　ただ地下にしては奥行きも天井の高さもずいぶんとある。石いし壁かべの年季からして、おそらく百年以上前のご先祖様の時代に造られたものだろう。

　長い時間、密閉されていたからだろうか。此処は埃っぽさとは無む縁えんだ。代わりに冷えた空気が肌に纏まとわりついてくる。

　ふと、ダンジョンとはこんな雰ふん囲い気きなのだろうかと考える。

　その時だ。〝白色の物体〟が高速で目の前を横切ってゆく。

「────ッ！」

　俺は咄とつ嗟さに腰を浮かせ、素早く外套の裾すそを捲まくり上げる。

「…………あッ」

　俺の得物──〝銀銃〟が腰にない。工房に置き忘れてきてしまった。

　当然だ。墓参りに武装してゆくわけがないのだから。

　もっとも、すぐに警戒心は解ける。

「……ハアー、んだよ、鼠ねずみかよ」

　よく見れば、白色の物体は鼠で、突然の来訪者である俺に驚いて逃げ出したらしい。

　安あん堵どして腰を下ろす。ガンっと、後頭部になにやら硬い物体が当たった。

「────ッ！」

　息を吞のむ。鼓動が急激に速まる。

　視線の先で──俺の背丈の三倍はある〝漆しつ黒こくの巨人〟が此方こちらを見下ろしていたのだ。

　即そく座ざ、俺は飛び退すさり、漆黒の巨人と間合いを取る。そして、再び腰に手をやり、再び銀銃シルバーガンを忘れてきたことを後悔するのだ。

　……なんなんだよ此奴こいつは──

　ツウッと嫌いやな汗が額から流れてくる。

　ところがである。漆黒の巨人はピクリとも動かない。動き出す気配がない。

　薄うす暗くら闇やみに目を凝こらす。

「違う──〝鎧よろい〟だ……」

　巨人ではない。鎧である。漆黒色の禍まが々まがしい大おお鎧よろいである。

　いわゆる兜かぶとや甲かつ冑ちゆうが一体化したフルアーマータイプの大鎧で、俺はその巨大な人型のシルエットを咄とつ嗟さに漆黒の巨人と見間違えたのだ。

　……まあ、だが、鎧とわかっても、巨大な人型のシルエットが醸かもし出す独特の禍々しさはゾッとしなかった。

「ん？　剣が刺さってる……」

　よく見ると、大鎧の喉のど元もとに〝銀製の大剣〟が突き刺さっている。

　どうやら、大鎧は自立しているのではなく銀製の大剣で壁かべに縫ぬい付けられているようだ。

　突き立てられた大剣は、デザインやサイズからして両手持ちの『バスターソード』だ。ひと目で〝業わざ物もの〟だと断言できる見事な光沢である。

「ご先祖様の作品か……」

　柄つか頭がしらに〝獅し子しの装飾〟が見られるのだ。さすが歴代の作品が《剣けん都とシグルド》の博物館に展示されているだけのことはある。

　ただ大鎧の由来がわからない。ヴォルフガングの作品ではない。素材が銀でないのもそうだが、このような禍々しいデザインはヴォルフガングの流儀ではない。

　こんな縁えん起ぎの悪そうな装備品を好すき好このんで装備する人間がいるのか……。

「鉄か……いや、違うか……でも、金属は金属だよな……」

　こんな時でも鍛か冶じ魂だましいは騒ぐらしい。気づくと俺は大鎧をマジマジと観察していた。

　試しに大鎧の表面を拳の甲でコンコンッとノックする。

　その瞬しゆん間かんだった──




「──誰ぞおるのか……」




　突然、くぐもった声が鎧から流れてくる。思わず俺は固まった。

「やはり誰ぞおるようじゃの──」

「よ、よ、鎧が、しゃ、喋しやべったあああああッ──!?」

「愚か者めッ！　鎧よろいが喋しやべったりするものか。耳をかっぽじってよう聞けえ」

　……確かに鎧じゃない。声がするのは〝鎧の中から〟だった。

　人間の声だ。おそらく女性。ただ声が幾いく重えにも反はん響きようしていて年齢は判別できない。

「……ふむ、この地下室に足を踏み入れることができたということは……どうやらお主ぬしは《銀の鍛冶師シルバースミス》のようじゃの」

　老成した話し方だ。女性であることからも、すぐに〝地下の女王〟の言葉を思い出す。

　もしかしてこの声の主がそうなのか……？

　ただ鎧のサイズからすると相当に大おお柄がらな人物ということになるが……親父よりもデカいんじゃないのか……。

「お主はヴォルフガングの人間じゃな」

「……ああ、俺はヴォルフガングの人間だ」

　しばし逡しゆん巡じゆんしてから鎧を見上げて答える。

「ほう、聞き覚えのない声じゃ。〝ギルベルト〟はどうした？」

「お、親父を知ってるのか！」

「──親父とな……お主、息子か。ふふん、あの朴ぼく念ねん仁じんのギルベルトがのう……人の親とは、笑わせよるわ」

　実際に鎧の中の人物は喉のどを鳴らして笑っている。口ぶりからは親父と〝旧知の仲〟と言った雰ふん囲い気きだが……。

「……ひょっとして、お前が〝女王〟なのか？」

　俺の目には、優美な女王のイメージとはおよそかけ離れた禍まが々まがしい漆しつ黒こくの大おお鎧よろいしか映っていないが、状況からしてそうとしか考えられない。

「確かに我われは女王じゃ」

　即そく答とうだった。

　つまり、女王は〝大鎧の中にいる〟ということらしい。

「それで？　女王がどうして鎧の中になんて入ってんだよ？」

　当然、そうした疑問が湧わき上がる。どう考えてもまともじゃない。

　すると、女王様は不機嫌そうに答える。

「この我が、好きで入っているように見えるか？」

「見えるもなにも……馬ば鹿かでかい鎧にしか見えねえよ……」

「のう、息子よ、我のことを知りたいか？」

「まあ、そりゃ……」

　興味がないと言ったら噓うそになる。なにより親父と旧知の仲だ。俺の知らない親父のことをなにか聞けるかもしれない。

　直後、女王が居い丈たけ高だかに告げる。

「剣を抜けッ！　さすればすべてが明らかとなろうッ！」

　朗ろう々ろうたる声音が空間に反響するのに、無言で俺は髪かみをかき混ぜる。

「冗じよう談だん言うなって……」

　どう見ても、軽々しく抜いていい剣ではない。俗に言うこれは〝封ふう印いんされている〟という状態ではないのか……。

　ただ解せないのは、魔女だとか悪魔だとかは耳にしたことがあるが、女王様を封印したなんて話は聞いたことがない。

「……もう一度、尋たずねるぜ。どうして鎧よろいになんて入ってるんだよ？」

「知らん」

　またも即そく答とうだった。

「むしろ、我が聞きたいくらいじゃ」

「答えになってねえよ」

「記憶がないのじゃ。気づいた時には鎧の中に閉じ込められておった。おそらくは鎧に囚とらわれた弾はずみに記憶を失ったのじゃろうて」

「うわー、うさんくせえ……」

「ぶ、無礼者め！　この我が噓うそなぞ吐つくはずがなかろうがッ！」

　見くびるなとばかりに女王は声を張り上げる。

　反応を見る限り事実を口にしているようにも思えるが……さすがに情報が足らない。もう少し質問を続けることにする。

「ところで、親父とはいつ出会ったんだ？　その時、どんな話を？」

「これ息子よ。今度は我の番じゃろうが」

　どうやら自分にも質問をさせろということらしい。

「……なにが知りたいんだよ？」

「ふむ──《ソードラビリンス》のことじゃ」

「え……」

　目を見張らずにはいられない。まさか女王の口から《ソードラビリンス》という言葉が出るなどと考えもしなかったのだ。

「誰ぞ最下層に辿たどり着いた者はおるか？」

「あ、いや、まだ誰も……」

　俺が知る限り、《帝国正規探たん索さく隊たい》より深い階層に到達した者は未いまだにいない。

「ふん、そうか。それを聞いて安心したわ」

　なぜか女王は機嫌がよさそうだ。

　もしかして女王は《ソードラビリンス》と縁ゆかりがある人物なんだろうか……。

「ところで、ギルベルトはどうした？」

「おい、今度は俺が質問する順番じゃ──」

「──ひょっとして死んだか？」

「ま、まだ死んでねえよッ！」

「〝まだ〟とはどういう意味じゃ？」

「それは……」

「事情がありそうじゃの。話してみよ。幸い時間だけは飽あきるほどあるでのう」

　条件反射的に答えてしまったが、鎧よろいの中の女王に何ど処こまで話すべきか……。

「心配せんでも他人に吹ふい聴ちようしたりはせぬ。なにせ我は鎧の中から出られぬでの」

　そのひと言が背中を押す。面と向かっていなかったこともよかったのかもしれない。

「親父は……十年前から《ソードラビリンス》で消息不明だ──」

　俺は十年間の出来事を搔かい摘つまんで話す。

　親父が《帝国正規探たん索さく隊たい》に選出されたこと。ダンジョンで仲間を裏切ったこと。残された俺たち家族の針のむしろのような日々。そして、母さんが三ヶ月前に亡くなったこと。

　教会で懺ざん悔げしている気持ちに近かった。

「……裏切りじゃと？　あのギルベルトがか？」

　よほど意外だったのか。終始、無言で耳を傾けていた女王がこの言葉だけには反応した。

　自分でも驚いたが、語り出したら堰せきを切ったように止まらなかった。もしかしたら、心の何処かでずっと誰かにこの十年のことを吐き出したいと思っていたのかもしれない……。

　やがて俺の話を聞き終えた女王が迷わず告げる。

「剣を抜けッ！　さすればすべてが明らかとなろうッ！」と。

「いや、どうしてそうなる……」

「愚ぐ問もんじゃ。真実を確かめるためじゃ」

「なんでお前の都合で俺がその剣を抜かなきゃなんねえんだよ」

「阿あ呆ほう、我ではない。お主の都合じゃろうが」

「……俺？」

「知りたくはないのか？」

「なにを？」

「十年前に《ソードラビリンス》でなにがあったのかじゃ」

「そういうことか……」

　ようやく理解する。女王は俺に《ソードラビリンス》に挑いどめ、と言っているのだ。

　後頭部をガツンッと殴なぐられたような感覚に襲おそわれた。考えもしなかった。

「答えよ小こ僧ぞう！　このままでよいのか？　真実を知らぬまま、己おのれの与あずかり知らぬことに翻ほん弄ろうされる日々をこの先も甘んじて受け入れる気か？」

「そ、それは……」

　返す言葉がない。確かに俺はずっと『裏切り者の息子』と呼ばれることを仕方がないことだと受け入れてきた。

　なぜなら、親父の無実を証明する術すべが俺にはなかったからだ。子供の俺ではとても《ソードラビリンス》に挑めるはずがなかったからだ。

「我ならばお主ぬしをギルベルトのもとに案内することができるぞ？　なにせ我にとって《ソードラビリンス》は庭のようなものじゃからの」

　……未いまだ全容の半分も解明されていない《ソードラビリンス》を〝庭〟と豪語するとは大した自信である。剣を抜かせるための誇こ張ちようである可能性も否めない。

　だが、もしも事実だとしたら……これはなにかの運命か……。

「真実を知りたくば剣を抜けッ！　今が旅立ちの時ぞッ！」

　裏切り者の息子との汚名に耐たえながらこの先も生き続けるか……汚名を返上すべく命を懸かけて《ソードラビリンス》に挑むか……。

　複雑だが、選ぶことは難しくなかった。

「──わかった。剣を抜いてやるよ」

　今なら少しだけわかる気がする。悪夢のような思いを味わい片腕まで失った《ソードラビリンス》に再びその身を投じる決意をしたヴィンセントの気持ちが……。

　この先もずっと心を押し殺して生きていくのなら、たとえ早々に命を散らすことになろうとも、俺はダンジョンに残りの人生を賭かけたいと考えた。

「ふん、賢命な判断じゃ」

　女王は満足気である。

「で？　この……バスタソードを鎧よろいから引き抜けばいいんだな？」

「刺すよりも容た易やすいじゃろ？」

「よし、行くぞ……」

　瞬しゆん間かん、俺は長い柄つかを両手で握りぐっと力を込めると、

「《ソードラビリンス》を案内するって約束忘れるなよッ！」

　叫びながら薪まきを割るかのごとく一気にバスターソードを引き抜く。

　直後である。

　大鎧が薄うす暗やみ闇いろの空間に赤い光を放つ。まるで血管のように漆しつ黒こくの至る所に赤光の筋が駆かけ巡めぐり、やがて、ガラス球が爆はぜるような甲高い音が響ひびき──大鎧が粉々に砕け散る。

「……え、なにこれ」

　驚きの光景に呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　俺は剣を抜いただけだ。それなのに、鉄てつ塊かいが爆ばく散さんしたかのごとく漆黒の欠片かけらが空間の四方八方へと飛び散って行った。

　だが、驚いている場合ではない。

　俺はすぐに気を取り直して〝鎧よろいの中身〟を探して視線を走らせる。

　その存在を視界に捉とらえた途と端たん、俺は呼吸を忘れた──

　──それは幼い頃、絵本を読んで想像していた〝天使〟が目の前に舞い降りたかのような幻想的な光景だったのだ。

　薄うす暗やみ闇いろの中に、輝くようなプラチナブロンドの髪かみと、発光しているかのような透明感のある白い肌が浮かび上がっている。

　卵から孵かえって間もない雛ひな鳥どりのように床で丸くなっているのは、少女と呼ぶのが相応ふさわしい小こ柄がらで華きや奢しやな身体つきの〝人間〟だ。少なくとも、背中に白い翼はない。

　すると、クククッと嚙かみ殺すような笑い声が石いし畳だたみの少女から流れてくる。

「自由じゃ……百年ぶりの自由じゃ……」

　見た目には似つかわしくない大おお仰ぎような口調で漏もらすと、すくっと立ち上がる。

「──我は自由じゃああああああああああッ！」

　少女は両手を翼のように広げて地下室全体に響き渡るほどに高らかに叫ぶ。

　その小柄だが堂々たる立ち姿を目まの当たりにして俺は、

「お、お前、な、なんて〝格好〟してんだよ！」

　咄とつ嗟さに顔を伏せずにはいられない。

「どうした小僧？　顔を赤らめて？　高貴なる我の風ふう姿しに圧倒されてしもうたか？」
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　信じられないことに少女は余裕たっぷりに喉のどを鳴らしている。

　ひょっとして〝自分の姿〟に気づいていないのか……。

　俺がゴクリと喉を鳴らすと、少女の肢し体たいを見ないように告げる。

「お、お前、その……〝裸はだか〟だぞッ！」

「誰が裸じゃと────なッ！　ほ、本当じゃ！　裸じゃ！」

　鎧よろいから解放された嬉うれしさのあまり裸であることに気づかなかったらしい。

「小僧なぜじゃ！」

「し、知るかよ！」

　妙みように肌が目立つと思ったが、まさか一糸まとわぬ姿だったとは……少女の裸を真正面からまともに見てしまった……。

　すぐさま俺は外がい套とうを脱ぐ。そして、顔を伏せたまま「……これ着ろよ」と少女に外套を突き出す。ところが、少女はそれどころではないらしい。

「は、裸どころの騒ぎではないぞ小僧ッ！」

　驚きよう愕がくに声を震わせ絶ぜつ叫きようする。

「……百年以上、鎧に閉じ込められている間に……縮んでしまったということなのか……」

　直後、素足の少女は石いし畳だたみにペタペタと足音を響かせながら無防備に俺へと近づいてくる。そして、肢体の前面を隠すことなく俺へと摑つかみ掛かかってくる。

「小僧！　どういうことじゃ！　この〝貧相な胸〟はなんじゃッ！」

　見ろとばかりに俺の身体をぐんぐんっと両手で揺ゆさぶってくる。

「だ、だから、知らねえよ！」

「我は女王ぞ？　女王がこのように貧相であるはずがなかろうが！」

「いや、まずは身体を隠せよ！」

　このままでは目のやり場に困って仕方がない。俺は無理やり少女の頭に外套を覆おおい被かぶせる。

　しかし、その手を少女がピシャリと払い除のける。

「無礼者め！　我がこのようなボロっちい衣服なぞ纏まとうはずがなかろう！」

「いいから、着ろよ！」

「女王の自尊心にかけてこのような安物の衣服なぞ纏わぬ！」

「いやいや、今は羞しゆう恥ち心しんのほうが大事だろ！」

　そうやって俺と少女が大人げなく外套を押し付け合っている時だった。突然、少女がピタリと動きを止める。

「……耳みみ障ざわりな音がするのう」

　言われて気づく。微かすかにだが、背後から尖とがった刃物の先で石をガリガリと引っ搔かいているような不協和音が流れてくる。

　俺は眉まゆを顰ひそめて振り返る。同時、背筋に悪寒が走る──

　四散した漆しつ黒こくの欠片かけらが、石いし畳だたみをひとりでに這はいずっているのだ。バラバラになった鎧よろいの各部位が一箇か所しよに集まり始めているのだ。

「……なん、だよ、これは──ッ!?」

　戸惑っている間にも、破片が徐々に繫つながり〝漆黒の巨人〟を形成してゆく。

　その禍まが々まがしさ……どう考えても悪い予感しかしない。今さらながらに俺は、どうして銀板の表面に〝凶暴な魔物を拘こう束そくし使役するためのスキル〟が記されていたのか意識する。

「……くっそッ、そういうことかよッ！」

　それなのに、信じられないことに、

「ふん、軽い運動くらいにはなるかのう」

　少女は眼前の不気味な光景を眺めながら、薄うす紅べに色いろの唇に笑みを浮かべている。

「のう、小僧、その手の剣を我に寄よ越こせ」

「馬ば鹿か言ってんじゃねえよ！　女はさがってろ！」

　咄とつ嗟さに俺は少女を背中に追いやると、バスターソードを漆黒の巨人に向けて構える。

「……お主、ひょっとして、我を守ろうとしておるのか？」

「当たり前だろ！　男として丸腰の女を危険にさらすなんて真ま似ねができるわけがねえだろ！」

　まあ、丸腰と言うか丸まる裸はだかなのだが。

　すると、漆黒の巨人が、錆さび付いた蝶ちよう番つがいのようなぎこちない動きで俺に向かってくる。兜かぶとの目出し部分に光るふたつの蒼あおい点が無機質に俺を捉とらえる。

　──瞬しゆん間かんである。

　なんの躊躇ためらいもなく漆黒の巨人がその拳こぶしを俺目掛けて振るってきた。咄とつ嗟さ、横に飛び退すさる。直前までいた場所で、漆黒の拳と灰色の石畳が黄色い火花を散らした。

　三ヶ月ぶりの実戦だが、どうにか身体が反応してくれた。

「せりゃッ！」

　俺は低い姿勢で素早く踏み込み、がら空きの胴体へバスターソードを強したたかに薙なぎ払う。銀製のバスターソードと鎧がぶつかり合い盛大な金属音を響かせる。

　手応え有り。銀は魔を祓はらう。しかも、名門と謳うたわれたご先祖様の逸いつ品ぴんだ。さすがのデカブツも一ひと溜たまりもないはずだ。ところがである。

「……くッ！」

　指先が痺しびれる。なんという硬さだ。漆黒の胴体には傷ひとつない……。

　即そく座ざ、至近距離から放たれる漆黒の拳。凶悪な黒こつ塊かいをどうにかバスターソードの腹で受け止める。が、勢いは止まらない。

　凄すさまじい腕力に俺は身体ごと背後の壁かべに向かってふっ飛ばされる。

「────がはッ!?」

　これで今日何度目か。背中が石壁に激げき突とつする。ただ今日、一番の衝しよう撃げきだった。

　肺はいから空気が捻ひねり出される。全身の骨が悲鳴を上げる。

　枝から落下して地面でへしゃげた果実の気分だ。

　漆しつ黒こくの巨人が鎧よろいをギシギシと軋きしませながら大おお股またで近づいてくる。俺は壁かべを支えにしてどうにか立ち上がると、再びバスターソードを振るう。

　しかし、先ほどよりも、圧倒的に威力が弱い。

　鎧の表面に刃がキンッと大きく弾はじかれ「くッ！」俺は後方に蹌よ踉ろめく。

　直後、ふらつく俺の脇わき腹ばらに漆黒の巨人からの横よこ殴なぐりの一撃。鉄球のような黒い塊かたまりをまともに喰くらって、飛び石のごとく俺は石いし畳だたみを跳ねるように転がった。

　堪たまらずバスターソードを取り落とす。

「……あッ、がッ──」

　声も出せないほどの激痛が全身を襲おそう。今度はすぐには立ち上がれそうにない。

　……まずい。こいつ……強い。しかも、硬い。倒せる未来がまったく見えない。少なくとも、付け焼き刃の俺の剣術で倒せる相手とは思えない。

　だが、逃げるわけにはいかない。万が一、漆黒の巨人が地下を飛び出し街に出たらどうなることか……それに丸腰の少女だって無事では済まないだろう……。

「……ハッ、ハッ、ハッ……」

　俺は歯を食いしばり、痛む身体を無理やりに立ち上がらせると、床に転がるバスターソードへ重い足取りで向かう。その時だ。

「──弱いのう」

　バスターソードを拾おうと手を伸ばす俺の足元から、溜ため息いき交じりの声がする。

　……いつの間に移動したのだろうか。

　柔やわ肌はだも露あらわな少女が頰ほお杖づえをつきながらしゃがんでいた。

「お主、威勢がいいのは口だけじゃな」

　上うわ目め遣づかいの少女は薄うす紅べに色いろの唇を小さく尖とがらせる。呆あきれ顔である。

　何ど処こからそんな余裕が出てくるのかはわからないが、此方こちらはそれどころではない。

「うるせえ……いいから今のうちに逃げろ！　街の人に助けを求めてこい！」

　こうしている間にも漆黒の巨人は大股で距離を詰めてくる。生まれたままの姿の小こ柄がらな少女が、巨人の拳こぶしをまともに受けたらどうなるかなんて想像もしたくない。

「は、早くしろッ！」

「阿あ呆ほう、早はようするのはお主のほうじゃ」

　直後、少女はプラチナブロンドの髪かみを波打たせ、兎うさぎのようにぴょんとひとつ飛び跳ねると、バスターソードをさらってゆく。

「お、おい、返せ！　お前には扱うのは無理だ！」

　銀製武具は鉄製武具より遙はるかに軽量だ。女性が護身用に銀の短剣などを持つことは珍めずらしくない。だが、バスターソードは全長が長い大剣だ。小こ柄がらな少女と同等のサイズなのだ。

　百歩譲って扱あつかえたとしても、男の俺でも鎧よろいに傷ひとつ付けられなかったのに少女の細腕でどうこうできるはずがない。

　ところが、そのプラチナブロンドの兎うさぎはバスターソードを頭上に高々と掲かかげると、悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんでみせる。

「誰が〝剣を扱う〟と言った？」

「……え────!?」

　瞬しゆん間かん、俺は絶句する。

　なぜなら、少女は恍こう惚こつとした表情を浮かべ「あーん」と小さな口を大きく開くと、自らの背丈ほどあるバスターソードを────食べてしまったのだ。

　まさに兎が人にん参じんでも食べるようにスルリと身体の中に収めてしまったのだ。

　啞あ然ぜんとして言葉も出ない俺に少女は無邪気に喉のどを鳴らす。

「ふん、弱っちいなりに我のことを守ろうとした気き概がいは認めてやろう。褒ほう美びに〝最強の片へん鱗りん〟というものを見せてやる──」




【女王たる証ソードリベリオン】




　──直後だ。光が弾はじける。

　少女の全身が爆発的な勢いで発光した。瞬またたく間に、少女の放つ煌きらびやかな光が、薄暗い室内を白く染め上げる。それは目を開けていられないほどだ。

「……こ、これは──」

　そして、どうにか目を開けた俺を出迎えるのは〝光り輝く剣〟だった。

　この時、俺は少女が女王と名乗る理由を知ったような気がした……。

　少女の白く細い手には、振り上げれば天井を貫つらぬかんばかりの光り輝く剣が握られていて、寸前まで剝むき出しだったその身には、艶あでやかな純白のドレスを纏まとっていた。

　それは女王と呼ぶに相応ふさわしい気高さと美しさだった。

　ただ無機質な鎧の化け物に女王のなんたるかを理解できるはずもなく、眼前に聳そびえ立つ漆黒の巨人はなんの躊躇ためらいもなく少女の頭上へと黒こつ塊かいを振り下ろした。

　しかし、気高く美しい少女の横顔に慌あわてる素振りはない。迫せまり来る巨大な拳こぶしに不敵に目を眇すがめると、

「────去いネ」

　少女は光り輝く剣を腕だけで無造作に振り下ろす。まるで衣服の埃ほこりでも払うかのように──。

　濃のう紺こんの空間に音もなくひと筋の閃せん光こうが疾しつ走そうする。

　直後、兜かぶとの天てつ辺ぺんから股また下したに一直線の光の線が伸び、漆しつ黒こくの巨人は〝真っ二つ〟になって左右へと転がった──。
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　一刀両断である。あれほど強固な鎧よろいがまるで紙切れのようだった。

「……ふん、百年ぶりの獲物がこのような弱っちい相手とは、げんなりじゃ」

　少女は道みち端ばたの石ころでも眺めるように残ざん骸がいと化した鎧を見下ろしていた。

「ふむ、これは《呪いの鎧カースド・メイル》じゃろうか……」

　そう少女が面おも白しろくなさそうに漏もらして、光剣の切っ先で鎧の残骸を突く。

　瞬間、目の前で、風にさらされた砂の城のごとく鎧の残骸はサーッと形を消してしまう。

「ほう、やはり《呪いの鎧カースド・メイル》だったか」

　──俺は夢を見ているのだろうか。

　光り輝く剣も、突とつ如じよとして纏まとった煌きらびやかなドレスも、常識を逸いつ脱だつした少女の強さも、幻のように消え失せた漆しつ黒こくの大鎧も、そう、なにもかもが現実のものとは思えなかった。

「お、お前……」

　頭は疑問で一杯だ。しかし、この時、俺が口にできたのはこの言葉以外になかった。

「一体、何者なんだ……？」

　すると、少女は控えめな胸を突き出し意い気き揚よう々ようと答えてみせるのだ。

「我が名はセレスティア。我は《剣つるぎの女王》ぞ──」













　　【３章】美しき光剣の少女







　少女は『セレスティア』と名乗った。そして、自分は《剣の女王》だと言う。

　つまり、地下の女王の正体は〝《剣の女王》セレスティア〟ということらしかった。

「つ、剣の女王だって……なんだ、それ……？」

　意味がわからない。初耳だ。

「クククッ、まさか本当に剣を抜くとはのう……ギルベルトよ。お主ぬしと違って息子はずいぶん浅せん慮りよじゃ」

　突拍子もなくて理解が追いつかない。

「さて、どうしてくれようかのう」

　見た目は少女。人間にすれば十五歳くらい。艶つややかなプラチナブロンドの髪かみ、透き通るように白い肌、丸くて大きな青い瞳は王おう侯こう貴族のごとき麗うるわしさである。

　すっーと音もなく光剣の切っ先が俺おれの鼻先に向けられる。ゴクリと喉のどが鳴る。

「この我われが、お主のような小こ僧ぞうとの約束を本気で守るとでも思ったか？」

　瞬しゆん間かん、少女は目にも留まらぬ速さで光剣を振ふるう。

　すると、ハラリと俺の前髪の一部が眼前を舞った。

「我は《剣の女王》ぞ？　誰にも縛しばられはせぬッ！」

　だが、見た目に騙だまされてはいけない。俺は、今、はっきりと理解する。

『とんでもない化け物の封印を解いてしまった』と。

「小僧、どうやらお主はえらくお人ひと好よしのようじゃの。しかも浅慮ときた。それでは長生きできんぞ？　特にダンジョンではのう──」

　──どうする。俺になにができる。この見た目に騙されるな。中身はヤバイ奴やつだ。俺がまともに戦って勝てる相手じゃないぞ……。

　不意に気づく。外がい套とうのポケットがこんもりと膨ふくらんでいることに。

　……そうか。今、使わずしていつ使うんだ──

　俺は少女に気づかれないように、そっと左手を外套のポケットに差し込む。




　クラフトスキル──【銀パのニ処シ罰ユ】




「どうした小僧、我が恐ろしくて声も出ぬ……むッ──!?」

　瞬間、蒼あおい右手を少女に向けて俺は全力で突き出す。

　さながら銀色の蛇へびだった。

　右の掌てのひらから、獲物に襲い掛かる蛇のごとき鋭さで〝銀の鎖くさり〟が放出される。銀の鎖はシュルリと見る間に少女の純白のドレスに絡み付く。

「なんじゃ、これはッ……!?　ぐぬ、み、身動きが、と、取れぬッ……!?」

　銀の鎖に搦からめ捕とられた少女は為なす術すべもなく棒状に床へと転がる。

　光り輝く剣はその際に幻まぼろしのように消え失せ、服装も純白のドレスから再び一糸まとわぬ姿へと戻ってしまう。

「これは！　《銀の鍛冶師シルバースミス》の技かッ！」

　自称《剣の女王》は銀の鎖から逃れようとか細い手足で必死で藻も搔がく。しかし、ひっくり返った亀かめのようにジタバタするのがやっとのようであった。

「よしッ！」

　初めて使用するスキルをぶっつけ本番で成功させ、見事、窮きゆう地ちを脱したことに、俺は両手の拳こぶしを握り締め全力で歓喜するのである。

　ほっとひと息。一度、温かい飲み物でも飲んで落ち着こう。俺は踵きびすを返す。

「な、な、なにが『よーしッ！』じゃッ！　我は《剣の女王》ぞ！　この無礼者めがッ！」

「黙れ！　信じたのに騙だましやがって！」

「だ、だ、黙れじゃと！　それが命の恩人に対する態度かッ！」

「どの口が言うよ！　その後、脅おどしてきたくせに！　そこでしばらく反省してろ！」

　俺は容よう赦しやなく宣告すると無慈悲に去る。幸いにして地上に伸びる金属製の梯はし子ごが目の前にはあった。

　背後から罵ば詈り雑ぞう言ごんが響いてくるが、もちろん、無視である。

　俺は梯子を登り切ると、足元に視線を落とす。自然と溜ため息いきが漏もれる。

「でも、凄すごかったな……あの一いつ閃せん……」

　闇やみ夜よを走る箒ほうき星ぼしのような少女の一閃が、目に焼き付いて離れない。

　親父やヴィンセントより強い存在はいないと思っていたが、上には上がいるらしい。

「それにしても、少女って……調子、狂うぜ……」

　なまじっか見た目が愛らしくて困ってしまう。

　──思えば、とんでもない一日だった。

　突とつ如じよとして降り掛かってきた難題の数々に、俺の脳みそは爆発寸前だった。

　だが、後戻りはできない。俺は剣を抜いてしまったのだから。

　もう決めたのだ。この先になにが待っていようとも俺は立ち止まらないと──







　地下から戻った俺が真っ先に向かったのは、二階の突き当たりにある母さんの私室だった。

　最も頼りにする相談相手が、三ヶ月前から不在なのは承知しているが、存在を感じるだけでも幾らか気休めくらいにはなると思ったのだ。

　久しぶりに訪おとずれた母さんの部屋はなにも変わっていなかった。

　──いや、ひとつ違いがあった。

　記憶にない封筒が母さんの枕まくら元もとに二つ置いてあった。

　封筒は親父と俺に宛あてた手紙だった。

　俺宛あての封筒を開ける。

　紙面には、快活な性格からは想像もできない繊せん細さいな文字で、俺に対する感謝の言葉が綴つづってあった。

『アレクが手紙を読んでいるということは《ソードラビリンス》に向かう日がきたのね』

　そんなことも書いてあった。

「母さん……あの時からずっと……」

「アレクの考えなんて母さんにはお見通しよ」

　得意げな笑い声が今にも部屋の何ど処こかから聞こえてきそうだった。

　実は九歳の時、俺は一度、母さんやヴィンセントに内緒で《ソードラビリンス》に挑もうとしたことがあった。

　無む謀ぼうとしか言いようがなかったが、親父の汚名をどうにか晴らしたかった。

　なによりも、街の人たちから『裏切り者の妻』との誹そしりを受け、辛つらい思いを味わっていた母さんのことを、どうにか楽にしてあげたかった。

　もっとも、九歳の子ガ供キにダンジョン探たん索さくの許可がおりるはずもなく、ダンジョン手前で帝国衛兵に門前払いされた挙あげ句く、母さんに連絡されてしまった。

　てっきり怒られるとばかり思って俺はビクついていた。母さんは身体は弱かったが性格は強気で怒らせるとそりゃもう怖いのだ。

　ところが、迎えに来た母さんは俺の顔を見るなり真ま綿わたの笑顔を浮かべてくる。

「誰に似たのかしら……アレク、お家に帰って一緒にご飯食べよう」と。

　母さんの掌てのひらを通して伝わる温かさに胸がチクチクと痛んだ。

　母さんをひとり残して行くだなんてとんでもないことだ。

　俺が母さんを守らなければと決意した。

　その頃からだ。俺が父さんのことを親父と呼ぶようになったのは……。

　こんなにも母さんを苦しめる親父のことを俺は許せなくなったのだ。

　さらに手紙を読み進める。すると『母さんからの餞せん別べつです』とあった。

　指定されたタンスの引き出しを開ける。いつの間に用意したのだろうか……旅の資金と背中に『銀の獅し子し』の刺し繡しゆうが施ほどこされた革製の外がい套とうが出てきた。

　おそらく刺繡は母さんがしたのだろう。銀の獅子はヴォルフガングの家か紋もんで『勇敢な心』という意味が込められている。

　それと見覚えのある〝銀製の指輪〟。これは確かに親父が母さんと結婚する際に自作して送った指輪だったはずだ。

　俺はさっそく、真新しい外がい套とうに袖そでを通す。サイズはピッタリだ。外套を着たまま母さんのベッドに倒れ込む。さすがに少し埃ほこりっぽい。でも、懐かしい匂においがした。

　ぽすっと枕まくらに俺は顔面を埋める。しばらく動けそうにはない。懐かしい匂いが懐かしい記憶を呼び覚ましたのだ。幸せだったあの頃の思い出に少しだけ浸ひたりたい。

　やがて俺はベッドからゆっくり立ち上がる。

「──俺、行くよ」

　今の俺はこの三ヶ月間の空っぽの俺じゃない。目標がある。先に進む理由がある。

「ありがたく使わせてもらうよ」

　断りを入れて、銀製の指輪を材料にして【銀の刹那ライトニング・クラフト】で小ぶりな〝銀のティアラ〟を製作する。

「……うん、いい出来だ」

　自画自賛しているわけじゃない。材料が最高だと言いたいのだ。

　母さんの思い出の品を即そく座ざに溶かしたのは〝人間離れした相手にも決して抗えない〟最高の銀を求めた結果だった。

　親父が結婚指輪に使った銀はおそらく当時の最高級品だ。そして、《銀の鍛冶師シルバースミス》の妻である母さんは指輪の価値を知っていて、有用に使えと俺に託したのだ。

　準備は整った。気持ちの整理もついた。

　俺は作りたての銀のティアラを手に地下室へ向かう。

　俺の顔を見るなり少女は、薄うす紅べに色いろの唇を歪ゆがめて憎々しげに言うのである。

「……ようも平気な顔をして戻ってこれたな小僧よ。我をこのような屈くつ辱じよく的な姿で放置したこと、万死に値するぞ」

　足元に転がる相手から、上から物を言われるというのは不思議な気分だった。

「鎧よろいの中に百年以上も閉じ込められてたくせによく言うぜ……」

「……ふん。無口なギルベルトと違ってお主の舌はよう回るの」

　改めてこうして見ると、どう考えても十五歳くらいの少女にしか見えないのである。

　そんな少女を鎖でぐるぐる巻きにして自宅の地下に監禁している状況を捉とらえれば、俺は鬼畜にしか見えないのである。

　だが、見た目に騙だまされてはいけない。

　実際の少女は光り輝く剣を軽々と操り、恐ろしい魔物を易やす々やすと葬り去ってみせたのだ。

　そして、少女の言葉が噓うそでなければ〝百年以上生きている〟ことになるのだ。

「な、なにをする気じゃ……ぶ、無礼者！　わ、我に、き、気安く触るでないッ！」

　警戒心を露あらわにする少女を無視して俺は〝銀のティアラ〟をその丸い頭にちょこんっと取り付ける。

　幾いくら人間離れしていると言っても、さすがに凶暴な魔物相手に〝枷かせ〟を付けるのは憚はばかられた。だから〝女王〟というフレーズから〝銀製のティアラ〟という形にした。

「これはなんぞ……？　髪かみ飾かざり……いや、ティアラか……」

「俺に約束したよな。剣を抜いたら親父のところに案内するって」

「さあ、覚えておらんのう。この邪じや魔まな鎖くさりを解いたら思い出すやもしれぬぞ？」

「その手には乗るかよッ」

「ほう、我のお陰かげでちいとは賢かしこうなれたようじゃの。感謝せえ」

「感謝するのはお前のほうだろ。誰が自由にしてやったと思ってんだよ」

「クククッ、浅せん慮りよなお主のお陰じゃのー」

「そうだよ！　俺の浅はかさが招いた事態だよ！　だから、お前のことは俺が責任を負う」

「──ほう、どうやってじゃ？　責任を持って我を〝殺す〟か？」

　言葉に詰まる。仮に少女が凶暴な魔物の姿をしていたら、その決断は現実的なものとなっていたかもしれないのだ。

「お人ひと好よしのお主に我を殺せるのか？」

「誰がそんな無む駄だなことをするかよ。危険を承知で剣を抜いたんだ。お前には親父を探すため《ソードラビリンス》でしっかり働いてもらうぜ」

　幾ら中身が人間離れした存在だとしても、少女の見た目をした相手に手を掛けるなど俺にできるはずもなかった。

「愚か者め。我は《剣の女王》ぞ！　お主のような小僧に我を御ぎよせるはずがなかろうがッ！」

「……だったらどうして〝女王様〟ともあろうお方が、俺の足元で転がってんだよ？」

「そ、それは、久しぶりの自由で身体が鈍にぶっておったせいじゃろうて……」

　剣の女王はふてくされた表情を浮かべる。こういう素振りは完全に幼い少女のそれである。

「本調子の我であれば、お主のような〝チビ〟に出し抜かれるなぞ有り得ぬことじゃ」

「ふざけんな！　誰が〝チビ〟だよ！」

　さすがにカチンときた。俺は決して小さくはない。

「クククッ、事実を言ってなにが悪いのじゃ。少なくとも、十年以上前に此こ処こで会おうたお主の父親はお主の三倍は大きな形なりをしとったぞ？」

「親父は規格外だっての！　あれを人間の基準にすんなよな！」

　親父がデカすぎるのだ。だから、相対的に息子の俺が小さく見られてしまう。

「大体、俺は母さん似だし、それにまだ十七だし、成長の余地はまだ残ってるし……」

「涙ぐましいのう。トカゲがどう足あ搔がいてもドラゴンにはなれぬと思うがのう」

　少女はにやにやと心から嬉うれしそうに笑ってる。

「と言うか、お前のほうがチビだからな！　チビにチビとか言われたくねえよ！」

「そうじゃ！　それじゃ！　言うとくが、本来の我はもっとこう手足がすらっと長くて、身体の起伏もこうあってじゃな──」

「あー、確かに今の見た目だと〝女王〟って言うより〝姫〟って感じだな」

「く、屈くつ辱じよくじゃッ！」

　少女は口端から小さな八や重え歯ばを覗のぞかせ力んでいる。どうやら女王に強い矜きよう持じを抱いているようだ。

「もっとも、見た目がどうこう関係なく、俺がお前とまともに戦って万が一にも勝てるとは思えないけどな」

　女王様は得意気に鼻を鳴らす。少しだけ機嫌を取り戻したらしい。

「ふむ、浅慮じゃが己おのれの分は弁わきまえておるようじゃの」

「あくまでも〝まともに戦った場合〟だけどな。俺は《銀の鍛冶師シルバースミス》だ。鍛か冶じ師しには鍛冶師の流儀ってものがある」

　少女は自らに絡み付く銀の鎖くさりに視線を落とすと「……ふん。小こ賢ざかしい流儀じゃわ」そう忌いま々いましそうに呟つぶやく。

「これから一緒に旅をすることになるんだ。幾つか俺の質問に答えてもらうぜ」

「《剣の女王》たる我がまともに答えると思うとるのか？」

「嫌いやでも答えたくなるさ。まず、最初の質問だ。あの漆しつ黒こくの巨人を斬きった光の剣は、一体なんなんだ？　あれが《剣の女王》の技なのか？」

「阿あ呆ほうめが。誰が答える──」

「あっそ。パニシュ」

「──かッ、痛い痛い痛い痛い痛いッ、あ、頭が頭があああああ、割れるうううううッ！」

　直後、少女が白い素足を交互にバタつかせる。

「こ、答える！　答える！　い、今すぐ頭を締め付けるのを、や、止めぬかあああああ！」

　これがご先祖様が残してくれた【銀パのニ処シ罰ユ】のもうひとつの効力だ。『パニシュ』との言葉をトリガーに銀のティアラを装着した相手に激しい痛みを与える。

　本来は銀の鎖で拘こう束そくした魔物を鎖で締め付けることで痛みを与える。

　だが、さすがに少女を鎖で縛しばり付けておくわけにもいかないので『銀のティアラ』にしたというわけだ。

　そして、両親から託された最高の銀は、人間離れした少女にも抗えないほどの効力を発はつ揮きしてくれた。

「わ、我をこんなもので服従させてどうするつもりじゃ……」

　肩で息をしながら少女が唇を尖とがらせ潤うるんだ瞳で睨にらみ付けてくる。

「……そうか、わかったぞ、い、いかがわしいことをしようと言うのじゃな……？　よいか小僧！　もし我に指一本でも触れてみい！　舌を嚙かみ切ってくれるぞ！」

　目め端はしを吊つり上げて赤い舌を出す。残念なことに、見た目が少女なので〝アッカンベー〟をしているようにしか見えないのである。

「……止めろって。俺だってできればこんな方法は取りたくねえよ」

　中身が人間離れしていても、可愛かわいらしい見た目をした少女から涙目で責められるのはさすがに居た堪たまれなかった。

「そのティアラは、いざという時の保険だよ」

「ほざけ。こんな激痛を伴ともなう保険があってたまるかッ」

「自業自得だ。最初に俺を騙だましたのはお前だろ。あれがなけりゃ、もっと平和的な話し合いができただろうよ」

　そう俺が睨にらみ返すと、少女は悪びれることなくふんっと鼻を鳴らす。

　少女はひとつ大きく息を吐はき出す。ぎゅっと眉まゆ根ねを寄せて黙りこくる。

　なにやら思案しているらしい。俺は少女が口を開くのをじっと待つ。

「……我を鎧よろいに閉じ込めた相手を突き止めねば気が済まぬ……身体を元に戻す方法も探さねばならぬ……生意気な小僧じゃが、退屈で窮きゆう屈くつな鎧の中よりは遙はるにマシか……」

　やがて少女は「我の寛かん大だいさに感謝せえ」そう居い丈たけ高だかに宣のたまうと、

「あの光剣は《魔剣ルミナス》じゃ」

　吹っ切ったように饒じよう舌ぜつに語り始める。

「お主も見ておったように我は剣を喰くらう。そうして、喰らった剣を《魔剣ルミナス》として召しよう喚かんすることができる。《魔剣ルミナス》は喰らった剣の数十倍の切れ味を持つ。また、その切れ味は〝剣の質〟に依存する……つまり、優れた剣を喰らえば、さらに優れた《魔剣ルミナス》を召喚することができるわけじゃ」

　流りゆう暢ちように自らのスキルを解説する少女を見て、約束を果たすつもりなのだと理解する。もっとも、自由になるために協力する振りをしているだけなのかもしれないが。

「一本の剣に対して生み出せる《魔剣ルミナス》は一本じゃ」

　ここまで開けっぴろげに手の内を明かすのは絶対的な自信の顕あらわれか。

　まあ、確かに、タネを知ったからと言ってどうこうできる相手とは思えない。

「あー、じゃあ、剣を十本喰ったら……？」

「十本の《魔剣ルミナス》は、十本分の《魔剣ルミナス》を〝一ひと振ふり〟にして生み出すことができる」

「なら、喰った武器はストックしておくことは可能なのか？」

「可能じゃな」

「なるほど。じゃあ、今のお前はストックが〝ゼロ〟の状態というわけだ」

「ん……なぜそう言い切れる。ストックがあるかどうかは我以外にはわからぬぞ。腹が減っているかどうかを他人に確かめようがないようにな」

「状況からだよ。もしストックがあったなら、わざわざ俺の持ってた剣を要求してその場で喰くらう必要なんてなかったはずだろ？」

　少女が「ほほう……」とサファイアの両目を細める。

「お主は浅せん慮りよじゃが知恵は多少なりともあるようじゃな」

「女王様、お褒ほめの言葉ありがとうございます、だぜ」

　そりゃ俺だって必死だ。まったく信頼できない少女と《ソードラビリンス》に向かおうと言うのだ。内心でビビっていたとしても簡単にそれを悟さとらせるわけにはいかない。

「ところで小僧……今の無礼は初回じゃから特別見逃してやるが、ひとつ間違えておる、我が喰らうのは剣じゃ。武器であれば何でもいいというわけではない。《剣の女王》ぞ？　剣以外は受け付けぬに決まっておろう！」

　少女は心外だと言わんばかりの態度だ。

「……いや、知らないから。なにが違うんだよ？　斧おのも槍やりも、刃先の材料は剣と一緒だと思うけどな？」

　武器としての用途はまったく違うが、腹に入ればどれも一緒じゃないのか。

「戯たわけたことを抜かすなッ！　あのような野や蛮ばんな代しろ物ものを喰らうか。腹を壊すッ！」

「……剣を喰らうのは野蛮じゃないのかよ」

「剣こそが至高！　それ以外は邪道！　よう覚えておけ！」

「……お、おう。こ、こだわりがあるってこと……か……」

　これ以上は面倒くさそうなので頷うなずいておく。

　とにかく、少女は契約を受け入れた。ならば、俺も覚悟を示すべきだろう。

　俺は無言で【銀パのニ処シ罰ユ】を発動させると、少女を束そく縛ばくする銀の鎖くさりを解き、銀の塊かたまりに戻す。この貴重な銀は銀ぎん弾だんにでも使わせてもらうことにする。

　もちろん、目のやり場に困るので外がい套とうを無理やり被かぶせるのは忘れない。

「とりあえずだからな！」

　少女は物言いたげな眼まな差ざしで俺を見ながらゆっくりと立ち上がる。それから、寝起きの猫のように身体を反らせて大きく伸びをする。

「先に言っとくが、そのティアラは俺以外には外せないからな」

　伸びのどさくさ紛まぎれに、さっそく頭上のティアラに手を伸ばそうとしていた少女がピクリと肩を震わせる。

　少女はコホンッとひとつ小さな咳せき払ばらいをする。

「で？　心変わりをしたのはなぜじゃ？　最初から《ソードラビリンス》に向かうことに乗り気だったわけではあるまい？」

「心変わりってわけじゃねえよ……」

　正直、少女に言われるまで考えもしなかったのだ。もしその考えが少しでもあったら、あの時、霊園でヴィンセントに『俺も連れてってくれ！』と懇こん願がんしていただろう。

「……なるほど。つまり。我の言葉に感かん銘めいを受けたからじゃな！」

「ち、ちげえよ……」

　……いや、ないことはない。『真実を知らぬまま、己おのれの与あずかり知らぬことに翻ほん弄ろうされる日々をこの先も甘んじて受け入れる気か？』という言葉はかなり胸に響いた。

「では、やはり……我の身体が目当てか！」

「ちげえっての！」

「だったらなんじゃ？　親父が恋しくなったか？」

「……ふざけんな」

　親父のことを思い浮かべると何な故ぜかいらついてくる。

「ろくでなしの親父に！　この十年分の文句を言ってやるためだよ！」

　なにより十年前の真実を俺は知りたい。

　十七歳になった俺は『仕方がない』と受け入れることしかできなかった無力な子ガ供キじゃない。真実を知るために戦う力があるのだ……。

「ふん、《ソードラビリンス》には凶暴な魔物がわんさかとおる。誘い方は強引だったが、最強たる我の助けを借りようという判断は賢明じゃな。褒ほめてやるぞ」

　そう得意げな顔で少女はプラチナブロンドの髪を搔かき上げる。

「は？　勘かん違ちがいすんな。お前の力なんざ端はなから借りる気はないぜ」

「む？　大層な自信じゃの。さっきの鎧よろいの魔物ごとき相手に手も足も出なかったくせに」

「お前は戦うのにいちいち剣が必要なんだろ？」

「《剣の女王》に愚問ぞ」

「だから、お前に戦わせたら剣代が掛かかって仕方がねえんだよ」

「……ま、まさか、剣が用意できんのか？」

　少女は衝撃的という表情を浮かべている。もしかしたら、これから思う存分、剣を喰くらうことができると期待していたのかもしれない。

「お主は《銀の鍛冶師シルバースミス》ではないのか！　銀なら街に幾いくらでもあるじゃろうが！　銀剣の一本や二本、ちゃっちゃと作ればよかろう！」

「……あのな、お前は封印されてて知らないだろうが、百年前とは銀の価格が違うんだよ。今は、お前が鎧に閉じ込められる以前の数十倍の値段なの！」

「噓うそを吐つけ！　百年前は銀なぞスライムほどに世に溢あふれとったぞ！」

「昔は知らねーけど、今はドラゴンくらい貴重だっての！　お前が喰ったご先祖様のバスターソードにしたって、あれ一本で下へ手たしたら街の郊外に一いつ軒けん家やを買えるくらいの値打ちがあるんだぞッ」

「な、なんてことじゃ……」

　少女は両足をハの字にしてペタンとへたり込む。

　少女の言う通りだ。百年前は空前のゴールドラッシュならぬシルバーラッシュ状態で、信じられない話だが、銀は相場が鉄よりも安かったそうなのだ。

　そして、《剣都シグルド》には百人以上の《銀の鍛冶師シルバースミス》がいた。現在はヴォルフガングを残すのみだが。

　では、なぜ銀の値が上がったのか。

　ある時を境に銀の供給が止まったからだ。供給先は丁度現在の《聖剣グラム》のダンジョン入り口だった。

　実は『上質の銀が大量に採取できる』と人々が喜び勇んで掘ほっていた巨大な銀ぎん塊かいは《ソードラビリンス》に繫つながる入り口の蓋ふたをする役目を果たしていたというわけだ。

　果たしてシルバーラッシュは終しゆう焉えんを迎え、代わって、現在の〝迷宮探たん索さく時代〟の幕が開けたというわけだ。

「納なつ得とくできるわけがなかろうが！」

　すると、少女が両手で石いし畳だたみをビタンッと叩たたいて立ち上がる。

「このような拘こう束そく具ぐを《剣の女王》たる我に付けて、挙句、傲ごう岸がん不ふ遜そんにも使役しようとするのに、対価の剣のひとつも寄越さぬとはどういう了見じゃ！　果たすべき責任というものがあろうが！」

　頰ほおを膨ふくらませ喚わめき散らす少女を眺めながら俺は、子供の頃、母さんから「アレクが拾ってきた仔猫なんだから責任を持って育てなさい」と言われた過去を思い出す。

　その雌めす猫ねこはチェルシーという名で、まあ、とにかく、ヤンチャな奴やつだった。数年ほど一緒にすごした後、いつの間にかいなくなってしまったが。

　そう言えば、チェルシーも少女と同じく青い目をしていた。

「……わかったよ」

　確かに〝飼い主〟としての責任を果たすべきだろう。

　俺は腰から銀製のバゼラードを外す。

　これは俺が初めて作った作品だ。このバゼラードには、俺たち家族が幸せだった頃の思い出のすべてが詰まっている。

「……受け取れよ」

　俺がバゼラードを差し出すと、少女が形のよい眉まゆを怪け訝げんに寄せる。

「なんじゃこれは……？」

「ん？　バゼラードだが？」

「バゼラードだが、じゃない！　我は！　《剣の女王》ぞ！　短剣なんぞで満足できるはずがなかろうが！　長剣か大剣を用意せい！　安物はお断りじゃッ！」

　憤ふん慨がいしつつも少女はバゼラードをゴソゴソと懐ふところに仕舞っていた。

「ブロードソードの一本も与えぬとは、お主は我になにを求めておるのじゃ。我に《ソードラビリンス》の観光案内でもさせるつもりか？」

「ああ、お前にダンジョンの案内をしてもらうつもりだ。お前にとっちゃ《ソードラビリンス》は庭みたいなもんなんだろ？」

　鎧よろいの中から少女は庭みたいなものだと確かに自信満々に言っていた。おそらく《ソードラビリンス》には縁えんがあるのだろう。

　ところが、続く少女の言葉は〝縁〟どころの騒ぎではなかった。




「当然じゃ。我は──《ソードラビリンス》の〝ダンジョンマスター〟じゃからのう」




　俺の時が止まった。

「…………え？」

「忌いま々いましい鎧に閉じ込められるまで《ソードラビリンス》の最下層に住んでおった。じゃから、我にとって《ソードラビリンス》は実家に帰るようなもんじゃな」

　少女は懐かしむように双そう眸ぼうを細める。

「ふふん、我の下げ僕ぼくどもは息災かのう。グリやブラは我の不在を悲しんでおらんかのう。久しぶりの再会が楽しみじゃわ」

　グリ？　ブラ？　下僕……？　女王様の家来ってことか……？

　とにかく、衝撃の告白に俺は混乱していた。

　今日は帰らぬ人となった《帝国正規探たん索さく隊たい》のメンバーたちの十回目の追つい悼とう式しき。毎年、この日の直後はいつも気分が憂ゆう鬱うつだった。だが、幸か不幸か今回に限っては衝しよう撃げき的なことが多すぎて気が滅め入いる暇ひまもなかった。

　特に《剣の女王》セレスティアとの出会いは、人生を変えてしまうほどの出来事だった。

　十年間、止まっていた俺の時間が今はっきりと動き始める──。













　　【４章】迷宮への旅立ち







　俺おれが黙って《剣けん都とシグルド》からいなくなって困る人間は特にいない。

　むしろ、裏切り者の息子がいなくなって清せい々せいするって人間のほうが多いかもしれない。

　ただひとり。親父の裏切りが世間に知れ渡った後も、俺や母さんを陰かげながら支援してくれたハンナさんにだけは旅立ちの挨あい拶さつをしようと思う。

　ハンナさんは母さんが看板娘をしていた酒場の女店主で、母さんとは幼なじみだった。

　昼前、酒場の準備中を見計らって『ハンナ亭てい』に顔を出す。

「こんな時間に珍めずらしいわねアレク」

　ハンナさんは十代のような潑はつ剌らつとした笑顔を浮かべる。

　ヴィンセントから『親父が生きている』という話を聞いたことを告げると、ハンナさんは感かん慨がい深そうに目め尻じりを下げる。

「……遂にこの日がきたんだね」

　すると、ハンナさんはふくよかな胸元をドンッと大きく揺ゆらす。

「あとのことは全部あたしに任せて心置きなく《ソードラビリンス》に行きな！」

　やはり母さんにはお見通しらしかった。

　俺がいつか絶対に親父を探すために《ソードラビリンス》に向かうものだと信じていて『その時はアレクのことをよろしくねハンナ』とハンナさんに言こと伝づてしていたのだ。

　別れ際、ハンナさんがその豊満な身体で俺を抱き締しめてくる。

「ちょッ、ハンナさん！　は、恥はずかしいからやめてくれよ……」

「誰も見てないわよ。それにしばらく会えなくなるんだからいいじゃない」

　ハンナさんさらに強く腕を絡めてくる。素直に俺は諦あきらめた。それにハンナさんからは温かくて安心する匂においがした。

「……あたしにとっちゃニーナは姉さんみたいな人だった。綺き麗れいで気風きつぷがよくってさ。私は少女の頃からあの人にずっと憧あこがれ続けてるよ。もちろん、今もね」

「ああ、俺にとっても今でも自じ慢まんの母さんだよ……」

「だから、アレク……あんたは甥おいっ子みたいなもんさ」

「……うん。俺にとってもハンナさんは、親しん戚せきのおばちゃんみたいな存在だぜ」

「こら、お姉さんだろ？」

「はいはい、怖いお姉さんだな」

　互いに笑い合う。離れる間ま際ぎわ、ハンナさんが俺の頰ほおに軽い口づけをしてくる。

「……《月の女神フレイヤ》のご加護があらんことを。アレク無事に帰ってくんだよ」

「約束する。真実を突つき止めて、必ず帰ってくるよ」

　再会を誓ちかって俺たちは笑顔で別れるのだ。

　酒場の表に出る。心臓を鷲わし摑づかみにされる。

　──いるはずの人物が其そ処こにいない。

「あー、軽率だったか……」

　俺は片手で顔を覆おおう。俺は《剣の女王》ことセレスティアを『大人しくしてろよ』と言い聞かせて酒場前のベンチに座らせ待たせていた。

　目を離すことを躊躇ためらわなかったわけじゃない。しかし、セレスティアの存在についてハンナさんに説明のしようがなかったのだ。「この少女は百年以上生きている《剣の女王》で『ソードラビリンスのダンジョンマスター』です」などと説明できるはずもない。

　もしそのような事実が知れたら、職人街どころか《剣都シグルド》は大混乱だ。帝国軍が酒場に大軍で押し寄せてくるだろう。

　百年以上昔から《剣都シグルド》で暮らす人間にとって《ソードラビリンス》のダンジョンマスターとは〝倒すべき相手〟なのだ。

　だが、『ダンジョンマスター』と知っても〝一緒に旅に出る〟という当初の予定を変更しなかったのは、セレスティアの見た目が少女だったからかもしれない。

　別に舐なめているわけじゃない。《剣の女王》の恐ろしさは身を以もつて知っているつもりだ。

　漆しつ黒こくの巨人を、まるで紙切れのように一刀両断した光景は忘れることはないだろう。

　ただ、なんというか……恐ろしくなかったのだ。

　もっとも、当人は愛らしい姿が不服らしく、地上に出てからずっと胸元や腰回りを頻しきりに触っては「なぜ、このような貧しいことになってしまったのじゃ……」と溜ため息いきを漏もらしていた。

　とにかく、想像と比べたら〝十五歳の少女〟はあまりに拍子抜けだ。

　一般的に『ダンジョンマスター』とは、ドラゴンのような大きくて巨悪な魔物の類たぐいだと想像されていた。俺自身、迷宮を題材にした絵本を見て、きっとそうに違いないと子供の頃からずっと信じていたのだから。

「あいつ……油断しすぎたか……」

　今は反省している場合じゃない。早くセレスティアを探さないと。正体がバレて事件が起こってからでは取り返しがつかない。

「──辛しん気き臭くさい顔じゃ。せっかくの旅立ちの日じゃろうが。もっと景気のいい顔をせい」

　その声に振り返る。背後のベンチにセレスティアが優雅に腰こし掛かけていた。

「……え？　お前、その服──」

　見ると、工房を出た時の服装とは違う。少女は、スカートになだらかなフリルがあしらわれた黒いワンピースに身を包んでいる。

　意い匠しようの繊せん細さいさや生地の光沢からして明らかに高級だ。足元の編み上げブーツも同様に真新しい。

　……身なりをきちっと整えたら、本当に王おう侯こう貴族のようだ。そんな華がある。

　事実、通りすぎる人々が挙こぞって少女を目に留め、驚いた表情を浮かべている。

　だが、少女の仔こ猫ねこのような丸い瞳を見てしまうと、女王というよりもやっぱり姫なのだが、それを口にしたら『我は《剣の女王》ぞ！』なんて怒り出すに決まっている。

「どうじゃ？　似合っとるじゃろ？」

「ああ、似合って……って、そうじゃねえ！　それ何ど処こで手に入れたんだよ!?」

「中心街の洋服屋で買ったに決まっておろうが」

「ちゅ、中心街に行っただって？」

　中心街は《聖剣グラム》を囲むように形成される高級街で、庶しよ民みんがおいそれと買い物できるような場所じゃない。

「か、金は……？」

「ほれ」

　セレスティアが目線の高さに見覚えのある革袋を持ち上げる。俺はすぐさま腰ベルトを両手で弄いじる。

「…………ああッ!?」

　いつの間に旅の資金の入った革袋が消えていた。

「クククッ、そのように隙すきだらけではあのダンジョンで長生きはできぬぞ？」

「お前、返せよ！」

　即そく座ざに奪い返すと、急ぎ革袋の口を開ける。中身のニーベルング硬貨がごっそりと減っていた。俺はがっくりとその場に膝ひざを落とす。

「我われは《剣の女王》ぞ。女王には女王に相応ふさわしい身なりというものがある。本来ならば最高級品を国一番の仕立屋に作らせて然しかるべきじゃが、お主ぬしの懐ふところ事情を鑑かんがみて既製品で泣く泣く妥協したのじゃ。我の懐の深さを褒ほめ称えよ」

「な、なにが『褒め称えよ』だよ……」

　怒りに声が震えた。まあ、だが、文句は飲み込もうではないか。

　大人しくしてろという約束は破るし、旅の資金には勝手に手を付けるし、これからダンジョンに行くとはとても思えないフリフリの格好だし、相変わらず態度は偉えらそうで腹が立ってしょうがない。

　だが、こうしてちゃんと戻って来たし、服もちゃんとお金を払って手に入れたし、まあ、似合っていると言えば文句なく似合っている。

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんな少女が一般的な価値観を一応は持ち合わせている点に満足して、とりあえず、今は良しとする。

　俺は深呼吸をして気持ちを落ち着けると「……出発だ」と《ソードラビリンス》のダンジョン入り口に向かって歩き始める。

「おい、決まり事だ。今後、なにか買う時は必ず俺に相談すること、いいな？」

「ふん、戯ざれ言ごとを。お主の貧しい価値観なぞに我が合わせられるはずなかろうが」

「なあ、買ったばかりの服で石いし畳だたみに転がってさっそく汚したくはないよな？」

　俺はセレスティアの頭にちょこんと乗っかった銀のティアラを横目で見やる。

「……じゃ、じゃが、たまには貧しい者の価値観に合わせてみるのも一いつ興きようかもしれぬな。考えておく」

　口では同意しながらもセレスティアの目は『覚えておれよ』と反抗的だった。

　その時である。

　街の中心部に向かう俺たちの背後から、一団が派手に甲かつ冑ちゆうを鳴らしながら走ってくる。

　直後、背中から何者かに突き飛ばされ俺は石畳を転がってしまう。

　咄とつ嗟さに体勢を整え、素早く右手を腰の銀銃に添える。視線の先には帝国衛兵が立っていて、石畳に跪ひざまずく俺のことを険しい表情で見下ろしていた。

　ゴクリと喉のどが鳴った。

　まさかセレスティアのことが帝国の役人に知られてしまったのか……。

「──申し訳ない。急いでいるので失礼する」

　帝国衛兵は俺に向かって小さく頭を下げると、すぐさま街の中心街へと走り出す。

　残りの帝国衛兵たちも、俺とセレスティアの真横を脇わき目めもふらず通り過ぎて行った。

　一団は大通りにぶつかると、美術館や博物館がある観光街方面に向かって曲がってゆく。

「……なにか観光街のほうで事件でもあったのか？」

　セレスティアの件でなかったのは幸いだが、帝国衛兵の様子からして只ただ事ごとではないのは確かだろう。

　俺と同様の疑問を皆も抱いだいているらしく商店街の人々から噂うわさ話ばなしが聞こえてくる。

「真っ昼間っから穏やかじゃないねえ。なにかあったのかい？」

「それがよ、帝国記念博物館から展示物が忽こつ然ぜんと消えたそうなんだよ。なんでも、帝国の初代皇帝が愛用していたっていう〝黄金の剣〟が消えたらしい。お役人さんが言うには、〝街の中心部に豪ごう邸てい〟をぽーんっと建てられるくらいの価値があるってよ」

「おいおい、そりゃ大事件じゃないか!?」

「黄金の剣が展示してあったのは博物館でも一番警備が厳重な場所だったってさ。しかも、黄金の剣は結構な大きさらしいんだよ。大の大人でも扱あつかいにくい両手持ちの長剣らしくて、警備兵に見つからないように隠して外に持ち出すなんて真ま似ねは到底不可能だって話だ」

「ほー、盗人ぬすつとは一体全体どんな手を使って黄金の剣を外に持ち出したのかねえ……」

　今、俺の額からは、止め処どなく汗が流れている。そして、頰ほおは激しく引き攣つっている。

「おい……ちょっと、こっち来い」

　有無も言わさずセレスティアの細い手首を摑つかみ、人ひと気けのない裏路地に引き連れてゆく。

「なんじゃ？　女王を乱暴に扱うでない。我のことは繊せん細さいな砂糖菓子のように、丁てい寧ねいに優しく扱え」

　セレスティアは恨めしそうな目で大げさに手首を擦こすっている。しかし、構わず俺はセレスティアに詰め寄る。

「お前……俺と離れている間に行ったのって……商店街の服屋だけか？」

「……さあ、どうじゃったかのう」

　セレスティアは空そら惚とぼけた口調で答える。

「よし、お前の身体に聞いてやる、パ──」

「──ま、待て！　お、思い出した。服屋を探して街のあちこちを彷徨さまよったかもしれぬ」

「その時、博物館に……って、あー、まどろっこしい。……お前、博物館に飾ってあった〝黄金の剣〟喰ったろ？」

　単刀直入に訊きく。

「……ハア？　なんのことかのー。しょ、証しよう拠こはあるのか？　我が喰ったという証拠があるなら今すぐに出してみい！」

　開き直りやがった。少女はこれまで以上にふてぶてしい。
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「うるっせえ！　やっぱりお前か！　今すぐ出せ！　喰くった剣を今すぐ吐はき出せよ！」

　セレスティアの華きや奢しやな両肩を俺は激しく揺ゆさぶる。

「ぶ、無礼者めッ！　我に気安く触れるでない！　大体、喰ったものを出せるか！」

「やっぱり喰ったんじゃねえか！　お前、ふざけんなよ！」

　人ひと気けのない路地裏で、十七歳の男が、どちらかと言えば小こ柄がらな十五歳の少女と揉もみくちゃになって争っているのを他人が見たらどう思うだろうか。

「ねえ！　ちょっと！　可愛かわいい女の子が若い男に襲われてるわ！」

「なんだって！　おーい、誰か衛兵を呼んでくれえ！」

　ご覧の通りだ。世の中とは時として理り不ふ尽じんなのである。

「ほれほれ、どうする小僧。このままではお主にとってまずいことになるのではないのか」

　少女が嬉うれしそうに目を細める。

「背が縮んでしまったとは言え、十分に魅み力りよく的じゃからのう。我が弱々しき態度で『この若者が……』と言うたら皆は誰を信じるじゃろうなー？」

　少女が勝ち誇った表情で青ざめる俺の顔を覗のぞき込んでくる。

　確かにまずい。非常にまずい。衛兵にセレスティアとの関係や素す性じようをどう説明したらいいかわからない……。

　万が一『ダンジョンマスター』であることが知れたら……。

　自分がとんでもない〝爆ばく弾だん〟を抱えていることを、今さらながらに思い知らされた。

「あ、衛兵さん！　此方こちらです！　この路地です！」

「おい！　其そ処このお前！　その少女になにをしている！」

　迷っている暇ひまはなかった。

「────なッ!?」

　少女はよほど驚いたらしい。長い睫まつ毛げをぱちくりと瞬しばたたかせる。

　縮んでいてくれて助かった。俺は小こ包づつみよろしくセレスティアを脇わきに抱えて走り出していた。

「怪あやしい奴やつが少女をさらって逃げだぞ！　追えー！　追えー！」

　同時、ピーッと鼓膜を劈つんざく警けい笛てきが路地裏に鋭く響き渡る。

　絶対に捕まるわけにはいかない。

　石造りの街を《聖剣グラム》の突き立つ中心街へとひた走る。衛兵もダンジョン内部までは追ってこない。いわゆるダンジョンの中は〝治外法権〟なのだ。

　網あみの目のような路地裏を俺は迷いなく駆け抜ける。十七年間暮らしてきたこの街はまさしく俺の庭だった。

　曲がり角から突とつ如じよとして飛び出してくる子供たちを「ごめんよ！」とジャンプ一番飛び越えて、匂におい立つ屋台横丁の脇を「ご苦労様でーす！」と通り抜け、授業真まっ只ただ中なかの騎き士し学校の中庭を「失礼しまーす！」と横切り、立ち止まることなく最短距離で《ソードラビリンス》のダンジョン入り口を目指す。

　いつの間にか少女が、その手に豚ぶた串くしを握っていたが、俺はなにも見なかったことにして走り続ける。

　さながら指名手配犯の逃とう亡ぼう劇げきである。

「ハアッ、ハアッ、ハアッ、ハアッ……ハアッハアッ、ハアッ、ハアッ……」

　心臓が張り裂けそうだ。手足も重い。

「ハアッ、ハアッ……なんなんだよ、お前って奴やつは……ハアッハアッハァッ……」

　だが、そんな言葉とは裏腹に不思議と楽しい。

　思いっきり走って無茶をして、なんだか心の中にずっと溜たまっていたものが少しずつ吐はき出されていく、そんな気分だった。

　この街での生活は……いい思い出ばかりだったわけじゃない。辛つらい時期のほうが長かった。それでも、中にはハンナさんのような人もいた。だから、俺はこの街が嫌いじゃなかった。

　そんな十七年の思い出が詰まった街を俺は今この瞬しゆん間かん、全力で駆かけ抜けている。

　胸の中でずっと蟠わだかまっていた靄もやが、今日の澄み切った空のように晴れ渡ってゆく。

「待ってろよォォォォ！　今行くからなァァ、ソードラビリンス─────！」

　俺が放ったよく意味のわからない雄叫おたけびが路地裏に反響する。

　小こ脇わきの少女が頭のおかしい人間でも見るような怪け訝げんな眼まな差ざしを浮かべているが気にはならない。

　まあ、当然だ。息を切らして声を出して、笑いながら俺は走っているのだから。

　こうして俺の《ソードラビリンス》への挑戦は、惜せき別べつに浸ひたる間もなく慌あわただしく始まるのだった──。













　　【５章】ソードラビリンス







　人々から《聖剣グラム》が『天界に住まう神々が地上に突き立てた』と言われる所以ゆえんは、なにも〝人智を超えた巨大さ〟だけではない。

　柄つかや刀身を構成する〝人智を超えた材質〟もそのひとつである。

　なんせ、どのような方法を用いても傷ひとつ付けられないのだ。

　とある学者は『物質ではなく剣の形をした魔法障しよう壁へきの類たぐいではないか』と唱える。他には『いや、これは剣という概がい念ねんなのだ』などと唱える学者もいる。

　とにかく〝物質ではない〟というのが有力な説だった。

　では、表面に傷ひとつ付けられない《聖剣グラム》の内部にどのようにして足を踏み入れるかと言えば〝鍔つばの中心部〟にある『円形の穴』から出入りする。

　其そ処こは嘗かつて銀の塊かたまりによって蓋ふたをされていた例の場所である。

　中心部は地上より遙はるか上空に位置する。その中心部にあるダンジョンの穴に入るには《聖剣グラム》に併設された〝門かど出での塔〟に登る必要があった。

　塔の最上階から鍔の中心部に石造りの橋が架かかっており、それが《ソードラビリンス》へと続く唯ゆい一いつの道だった。

　塔も《聖剣グラム》に併あわせて見上げるほどに高い。歩いて登ったら最上階に辿たどり着くのに半日は掛かるらしい。もっとも、現在は〝魔法の昇降機〟で最上階まであっという間だが。

　塔は帝国の管かん轄かつで、ダンジョンに出入りする《迷宮探索者ソード・ブリンガー》を管理する検問の役目を担になっている。

　危険なダンジョンに繫つながる要所だ。通行許可を得るための審査は優しくない。ダンジョンで生き残れないと判断されれば容よう赦しやなく不合格となる。

　当然、年とし端はもいかない子供では審査は通らない。九歳の時、敢あえなく門前払いを喰らった俺おれが言うのだから間違いない。

　現在、俺たちは塔の最上階にある待合室で審査結果を待っていた。

　見渡せるほどに広い待合室には俺たち以外にも、いかにも歴戦の傭よう兵へいと言った強面こわもての一団や、商人らしき大荷物を背負った者たち、また長い耳が特徴的なエルフ族など、さまざまな職種や人種が審査の結果を待っている。

　富や名めい誉よまたは未知なる発見を求めて《ソードラビリンス》には大陸全土からさまざまな人々が集つどうのだ。

　まあ、ただ、この中で最も落ち着かない気分で審査結果を待っているのは俺だろう。

　誰が想像できるというのか。『ソードラビリンスのダンジョンマスター』が通行許可の審査を受けているなど……。

　セレスティアの職業欄らんは《剣の女王》とは書けないので《従者バレツト》にしておく。もっとも、周囲の見る目は逆だが。

　陽光の髪に真珠の肌、黒を基調とした雅みやびなワンピースを見事に着こなす上品な姿に、何か事情を抱えた高貴な人物に違いないとの声が待合室のあちこちから漏もれ聞こえてくる。

　終しまいには『あの少女は亡国の姫で、祖国を復興させるためソードラビリンスの奥深くに眠る財宝を求めてやって来た』などという荒こう唐とう無む稽けいな結論が導き出されていた。

　その優すぐれた容姿のせいで少女がやたらと目立ってしまうのは、中身が爆ばく弾だんだと知っている身としてみれば歓迎できるはずもない。それでも、人々が想像するような凶悪な風ふう貌ぼうのダンジョンマスターと少女が掛け離れていることは幸いと捉とらえるべきかもしれなかった。

　実際は百年以上生きているとしても見た目は十五歳だ。審査も問題なく通るだろう。

　俺は隣でカエルみたいに頰ほおを膨ふくらませる今話題の〝亡国の姫〟を横目で見やる。

「……なあ、いい加減に機嫌直せよ」

　即そく座ざ、セレスティアは返答代わりに刺すような視線を送り付けてくる。未いまだに俺が荷物のように扱あつかったことに腹を立てているのだ。

　職業欄に《従者バレツト》と書いたと知ったらどうなることか想像もしたくない。

「我われを荷物扱いするとは……これほどの侮ぶ辱じよくを受けたのは生まれて初めてじゃあッ！」

「捕まったらまずかったし、仕方ないだろ……」

　塔の手前でようやく降ろしたのだが「本来の姿に戻ったら覚えておれ！」と、しばらくは耳まで真っ赤にして怒っていた。

　──そもそも、こんな状況にしたのはお前だろうが！

　とまあ、俺にも怒鳴りたい気持ちはあった。

「……悪かったよ。今度から気をつけるよ」

　しかし、怒りをぐっと飲み込む。

　俺にも落ち度はある。『責任を負う』と口にしたのにも拘かかわらず、さっそく、少女に好き勝手をさせてしまったのだ。己おのれの不ふ甲が斐いなさに結構落ち込んでいる。

　俺が密ひそかに溜ため息いきを漏らすのと同時に、待合室に塔の役人が姿を現す。役人は名簿を片手に広い室内をぐるりと見回す。

「──鍛か冶じ師しのアレク・ヴォルフガングと以下一名」

　ピクリと肩が震えた。

　俺はひとつ深呼吸をすると「はい」とベンチから立ち上がる。

「申請が受理された。橋の通行を許可する」

　自然と安あん堵どの溜息が漏れる。最初の関門突破である。

「おい、行くぞ」

「うるさいッ！」

　ふてくされた表情のまま微び動どうだにしないセレスティアの腕を引っ張り上げる。ところが、細腕はビクともしない。少女とは思えない力である。

　だが、幸いにもこの人間離れした少女を容た易やすく動かす魔法の言葉を俺は知っている。

「あー、しょうがねえなー。また〝抱える〟しかないらしいなー」

「────ッ!?」

　直後、ぴょんっと兎うさぎみたいに勢いよく少女は椅い子すから立ち上がった。

「もうあんなのはイヤじゃ」

　先ほどのことを思い出したのか、少女は頰ほおを上気させ「早はようせえッ！」と順路に従って足早に進んでゆく。

　してやったりの俺はゆっくりと少女の後に続く。

　やがて通路の先に頑がん丈じようそうな鉄門が見えてくる。長なが槍やりを構えた衛兵が、俺たちが進むのに合わせて鉄門を開け放つ。

　瞬しゆん間かん、心地よい風が頰を撫なで、同時、胸の鼓動がトクンッと鳴った。

　最初に雲ひとつない真っ青な空が視界に飛び込んでくる。それから、間髪入れずに、陽の光を浴びて荘そう厳ごんに輝く巨大な剣が圧倒的な存在でもって俺を魅み了りようした。

「凄すごいな……」

　感かん嘆たんの声を漏もらさずにはいられない。生まれた時から《剣都シグルド》で暮らしてきたが、これほど間近で《聖剣グラム》を見たのは初めての経験だった。

　視線を落とす。眼下に広がる《剣都シグルド》の街並みは子供の玩具おもちやのように小さい。大聖堂や宮廷でさえ豆粒のサイズだ。

　ついさっきまで、この景色の中で自分が暮らしていたかと思うと不思議な気分になった。

　視線を正面に向ける。橋が巨大な鍔つばに真っ直ぐに伸びている。そして、ゴール地点には大きな丸い穴がポッカリと口を開けている。

「あの先に……」

　……広大なダンジョンが待ち受けていると想像したら、身体からだが震えた。一歩を踏み出そうと思うが、その一歩がなかなか出てはくれない。

　一方、セレスティアは俺を置いてダンジョンの入り口へとさっさと進んでゆく。

「ふん、物もの見み遊ゆ山さんに来た田舎いなか者でもあるまいし、いつまで呆ほうけておるつもりじゃ？」

　自分がさも都会人とでも言わんばかりの澄すまし顔である。

　百年ぶりに見た《剣都シグルド》の街を、丸い眼をぱちくりと物もの珍めずらしげに眺めていた奴やつとは思えない言動である。

　ただ『物見遊山』という表現はあながち間違いでもない。これは自分でもかなり意外だったのだが、俺は今とても〝興奮〟しているのだ。

「さては……ダンジョンを目の前にして怖おじ気けづいたか？」

「……そんなんじゃねえよ」

　少しだが、恐怖心はある。十年前の凄せい惨さんな光景が鮮せん明めいに脳裏をよぎる。

　だが、自分が親父やヴィンセントと同じ場所に遂に来たのだという感かん慨がいのほうが、気持ちとしてはずっと強い。

　九歳の時、門前払いされ、足を踏み入れることさえ許されなかったこの場所に、十七歳になり俺はようやく来ることができた。

　それと神々しい《聖剣グラム》を目にした途と端たん、忘れていた熱い感情が蘇よみがえった。

　親父の一件以来《ソードラビリンス》にまるでいい感情を抱けなかった俺だが、以前は他の子供たちと同じように《迷宮探索者ソード・ブリンガー》になることに憧あこがれていたのだ。

　瞬しゆん間かん、燻くすぶっていた感情が胸中で爆発する。

　気づくとダンジョン入り口に向かって俺は走り出していた。

　頰ほおに感じるこそばゆさは、俺が馬ば鹿かみたいにニヤけているからだろう。

「早くしねえと置いてくぞ！」

　少女の脇わきを駆け抜ける。橋で擦すれ違う《迷宮探索者ソード・ブリンガー》たちは、無む駄だに元気な俺を見て苦笑いを浮かべている。

　……自分でもわかってる。子供じみた行動だ。だが、溢あふれ出る衝動を抑おさえ切れなかった。

　街に続いて此こ処こでも走ってしまった。きっと後でセレスティアから馬鹿にされるに違いない。

　──と、思っていたのだが、

「む、生意気な奴やつじゃ。我を差し置くとは百年早いわッ！」

　少女はワンピースのスカートを両手で摘つまむと、猫のように身を屈かがめ、直後、プラチナブロンドの髪を黄金の旗はたのようにはためかせ駆け出した。

　なんというか、女王様は、とても負けず嫌いのようだ。







　記念すべきダンジョンへの第一歩を俺は息せき切って果たす。

「ふん、待ちくたびれて欠伸あくびが出そうじゃわい」

　膝ひざに手を当て背中を上下させる俺を、セレスティアは涼すずしい顔で見下ろしてくる。息どころか髪ひとつ服ひとつ乱れてはいなかった。

　可愛かわいらしい見た目に騙だまされてはいけない。こいつは間違いなく化け物である。

　呼吸が整い始めた俺は改めてダンジョン内部を見回す。

「へー、中はこうなってたのか!?　外と同じように本当に明るいんだな……」

　四方を壁に囲まれている点は工房の地下と同じだ。しかし、一見、石いし壁かべに見えるそれは、本物の石ではない。《聖剣グラム》の表面と同じく人智を超えた材質で、外界の明るさに合わせて光度を変化させる。

　外界が朝ならダンジョン内部も朝の明るさに、夜なら夜の明るさになるということらしい。

　他にも《ソードラビリンス》には地上では考えられない不思議なことが幾いくつもある。

「一番は魔ま物ものの存在だよな……」

　同じ見た目の魔物でもダンジョン内部の魔物は地上のよりだいぶ凶暴だ。そして、ダンジョン内部の魔物は倒しても倒しても尽つきることはない。

　数々の《迷宮探索者ソード・ブリンガー》が幾多の魔物を倒しても、ダンジョン内部の魔物の数が減少している様子が見られないのはそういうことだ。

　学者曰いわく『ダンジョンには魔物の個体数を一定に保つ働きがある』とのことだ。

　お上りさんよろしくダンジョン内部を見回していると、

「先に言うとくが、我は手を出さんからな」

　突つき放すような態度で少女が釘を刺してくる。

「上層の弱っちい魔物ごときに《魔剣ルミナス》はあまりに贅ぜい沢たくじゃ」

「言われるまでもねえ。端はなから当てにしてねえよ」

「ふん、相変わらず威い勢せいだけは一人前じゃ。じゃが、上層の魔物ごときひとりでどうにかできんようでは先が知れておるからの」

「工房の地下の俺は全然、本気じゃなかったからな！」

　腰の銀銃を抜き放ち、素早く構えてみせる。

「この〝銀銃〟が子ガ供キの頃からの相棒だ」

　実は銀銃と言っても一般的な火薬を使用する銃じゆうとはまったく異なる。火薬を使用しない代わりに《銀の鍛冶師シルバースミス》のスキルが必要で、俺以外にはトリガーを引くことさえできない銃だ。

　つまり、呼び名こそ銃だが『銀ぎん弾だんを撃ち出すための装置』というのが正しい。

「お手並み拝見じゃな」

　そう鼻で笑ってセレスティアは警戒する素振りもなく通路を歩き出す。

　少女の実力からすれば、上層程度、どんな魔物が飛び出してこようがまったく問題にならないということなのだろう。

　ただ他の《迷宮探索者ソード・ブリンガー》のリラックスした様子を見ても、入り口付近は警戒する必要のない場所だとわかる。

「そう言えば……最初の《ヴィレッジ》までは、特に危険はないって他の職人が言ってたな」

《ヴィレッジ》とは、《迷宮探索者ソード・ブリンガー》のために造られた武具屋や宿屋などの施し設せつが集まった数百人規模のコミュニティである。

　俺の知る職人は、その《ヴィレッジ》に革製品や鉄製の武具などを納品するために定期的にダンジョンに訪おとずれている。そして、代わりに《ソードラビリンス》でしか入手できない魔物の素材や鉱石などを地上に運ぶ〝運び屋ブリンガー〟なのだ。

「──『剣より恵みをもらたす者』か」

　それが《迷宮探索者ソード・ブリンガー》の由来だった。

「……あれ？　おい、どこ行くんだよ」

　セレスティアだけが周囲とは違う通路を進んでゆく。最初の《ヴィレッジ》までは周囲に続けばいいと思うのだが……。

　俺は慌あわてて少女の後を追い、横に並ぶ。

「お主の頭の中にはスライムのジェルでも詰まっておるのか？　我が『ダンジョンマスター』なのをもう忘れたのか？」

「あんな衝しよう撃げき的な告白、忘れたくても忘れられるかよ。ついでにお前が《ソードラビリンス》を〝自分の庭〟だって豪語してたのもはっきりと覚えてるぜ」

「そういうことじゃ。我が進む道こそが正しき道なのじゃ」

　つまり、周囲が道を間違えていると言いたいらしい。いやいや、本当かよ……。

　でも、もしかしたら、他の《迷宮探索者ソード・ブリンガー》が知らない特別な道をダンジョンマスターだけが知っているのかもしれない……。

　思案している間にも、セレスティアはずんずんと通路を奥へ奥へと進んでゆく。

　釈然としない。だが、『案内をしろ』と言ってダンジョンに同行させた手前、少女の先導を無下にもできない。

　俺は自信満々のセレスティアを信じて付いて行くことにした。







　結論から言うと、信じた俺が間違っていた。

「むう。なぜじゃ。また行き止まりじゃ……これはなにかの陰いん謀ぼうか……」

　少女が行き止まりの壁かべを、旧来の宿敵のように睨にらみ付けるのはこれで三度目だった。回れ右をして別の通路に向かおうとする少女の腕を俺はぐわしと摑つかむ。

「お前さ……」

「な、なんじゃ……」

「迷ってるだろ？」

「し、痴しれ言を、我を誰と心得る。我は──」

「あー、わかってるさ、《剣の女王》で『ダンジョンマスター』だよな？　だけど、お前、迷子じゃねえか」

　胡う乱ろんな眼まな差ざしを向けると、少女がさっと長い睫まつ毛げを伏せる。

「……あのさ、未み開かい拓たくの下層ならばまだしも、今時、上層で迷う《迷宮探索者ソード・ブリンガー》なんていねえんだよ。ましてや『自分の庭だ』とか豪語してたのに道に迷うとか……どういうことなんですかねえ？」

「や、喧やかましいぞ小僧！　なにやらダンジョンの様子が変なのじゃ……」

「さては百年の間に忘れちまったんだろ！」

「違うわ！　ちょっと、その……すぐ思い出す！　お主は我に付いて来ればいいのじゃ！」

「あッ！　お前、噓うそ吐ついたろ。ダンジョンマスターとかデタラメ言いやがったな！」

　いや、むしろ、デタラメであって欲しい。

　すると、少女が「愚ぐ弄ろうするでない！」と俺の手を乱暴に振り払う。

「我は《剣の女王》ぞ！　女王たる我が噓など吐くはずがなかろうが！」

　心外とばかりにセレスティアがきゅっと目め尻じりを尖とがらせる。

　……いや、お前、地上で俺に最低でも二回は噓吐いたぞ。

　とまあ、反論したい気持ちをぐっと堪こらえて俺は「……だったら、どうして迷ってんだよ？」と質問を続ける。

「本当に記憶の問題なのかよ……？」

　自信満々にダンジョンの通路を突き進む勝ち気な少女の後ろ姿を見るに、記憶が曖あい昧まいだなんて微み塵じんも感じなかった。

　すると、少女がぶすっとした表情で呟つぶやく。

「……すっかり変わっておるのじゃ」

「なにが？」

「ダンジョンの構造がじゃ！　我が暮らしておった頃とは、まったく別物のように変わってしまっておるのじゃ！」

　そう声を荒らげて少女は、行き止まりの壁を編み上げブーツの爪つま先さきで蹴けった。

「え、それって、案内役として〝役立たず〟ってことじゃねえかよ……」

「だ、だ、誰が役立たずじゃッ！　く、口を慎つつしめ小僧ッ！」

「事実だろうがッ！　俺がなんのためにお前を自由にしてやったと思ってんだよ！」

「なにがしてやったじゃ！　我の口車に乗せられたくせに偉えらそうに言うでない！」

　気づくと俺とセレスティアは目と鼻の先で睨にらみ合っている。売り言葉に買い言葉、互いに引くに引けない状況である。

　その時だ。

「……ん？」

　通路の行き止まりの壁に、突とつ如じよとして〝緑色の魔法陣〟が現れる。

　直後、魔法陣の中から〝蓋ふた付きの四角い箱〟が迫せり出しドスンっと床に着地した。

「た、た、宝箱だあああああッ！」

　俺の叫び声が通路に木こ霊だまする。

　知識としては知っていた。《ソードラビリンス》の宝箱は、階のどこかで誰かが蓋ふたを開け中身を確保すると、魔法陣に飲み込まれ、同じ階の別の場所へと転送されるそうなのだ。そして、転送される際に宝箱の中身が補ほ塡てんされるらしいのだ。

　俺はその瞬間を目まの当たりにしたことで興奮していた。

　今、俺はダンジョンにいるんだと改めて実感して身震いする。

　ともあれ目の前の宝箱だ。中に何が入っているのだろう、と期待しないわけじゃない。

　……ただ、まあ、最初の階だ。期待しすぎるとがっかりすることになるだろう。

「た、た、宝箱じゃ！　宝箱じゃぞ！　中身はなにかのう！　剣かの！　剣ならいいのう！」

　宝箱を見つめる少女の青い瞳が爛らん々らんと輝いている。

　どう見てもこの少女は期待しすぎている。

「のう、のうて、早う開けえ！　中身を確認せえ！」

　俺は少女に急かされ宝箱に歩み寄る。

「……ダンジョンマスターでも宝箱って珍しいんだな」

　どうやらそのまま開けられそうだ。ダンジョンの宝箱には鍵かぎがなければ開かないものや、罠わなが仕し掛かけられている場合もあるらしいのだ。

　背後から期待に満ちた熱い視線を感じる。後のことを想像すると居た堪たまれない。

　俺は小さく溜ため息いきを零こぼしてから、思い切って宝箱の蓋を開ける。

「……お？」

　大きな箱の中央にぽつんとガラスの小こ瓶びんがあった。手に取ってみる。ルビー色をした真っ赤な液体だった。

　小瓶を手に取りしばらくすると、噂うわさ通り宝箱の真下に魔法陣が現れ、スルリと飲み込まれ宝箱が眼前から姿を消した。

　ダンジョンでは、こうした不思議とまだまだたくさん出会えるのだろう。俺は素直にこの先が楽しみだった。

　専門家にでも鑑かん定ていしてもらわないと確実なことは言えないが、

「色からして《プシュケ》かな……？」

　たぶん回復薬《プシュケ》だと思う。ひと口飲めば、軽い傷口なら一瞬で塞ふさがる魔法の薬品である。持っていて困るものじゃない。俺としては満足な結果だ。

　あくまで〝俺は〟である。恐る恐る振り返る。

「……な、なんじゃこれはー」

　少女が徹てつ夜や明けの寝起きを思わせる険しい表情を浮かべていた。

「大層な大きさの箱に、こんな小瓶がたったひとつとは……ハア、がっかりじゃ」

　先ほどまでとは打って変わって、少女の瞳は曇くもり空のようにくすんでいる。

「あー、まあでも、お前が迷わなきゃ宝箱も発見できなかったわけだしさ……」

　なぜ俺が傍ぼう若じやく無ぶ人じんな少女のご機嫌取りをしなければいけないのだ。納なつ得とくいかない。

「なあ、見てみろよ、これ。綺き麗れいなルビー色だろ？」

「ふん、どこがじゃ、不ま味ずそうな色じゃ」

　……コノヤロウ。ダンジョンの床の感触を味わわせてやろうか。

「……あー、ところでさ、どうしてダンジョンの構造が変わったんだ？」

　俺は俺自身のためにも急いで話題を変える。

　すると、セレスティアがアゴに白い指を添えて長い睫まつ毛げを伏せる。

　やがて大きな目をぱちくりと開いて「……そういうことか」と神しん妙みように呟つぶやく。

「おそらく……我が留守にしておる間に何者かが《ソードラビリンス》の新たな〝ダンジョンマスター〟となったんじゃろうて……」

「……どうしてわかるんだよ？」

「今より遙はるか昔の話じゃ。当時のダンジョンマスターであった《死霊魔術師ネクロマンサー》のファウストという不ふ愉ゆ快かい極きわまりない男を我が倒して《ソードラビリンス》の新たなダンジョンマスターになった際にも、ダンジョンの構造が変化したのを思い出したのじゃ」

「へー、このダンジョンは主あるじが変わる度に構造が変化するってことか……」

　……というか聞き流したが〝《死霊魔術師ネクロマンサー》のファウスト〟って……それって、かなり昔に災さい厄やくを招くと世界で恐れられた恐怖の魔術師だったような……。

「……小僧、朗報じゃ。グリとブラに会うことが我の目下の目的じゃったが、もうひとつ下層を目指す明確な理由が生まれたぞ──」

　剣けん吞のんに眇すがめられたセレスティアの双そう眸ぼうが足元の床に注がれている。

「──此こ処こが誰の庭か愚か者に教えてやらにゃいかんでのう……」

　瞬間、セレスティアはドンッとブーツの靴くつ底ぞこで床を叩たたき、赤い舌で薄うす紅べに色いろの唇をなぞった。きっと妖よう艶えんな姿をした女性なら、ぞくりとするほどの魅力があったことだろう。

　ただ、残念ながら小柄の少女の姿では、イチゴショートのクリームをぺろりと舌で舐なめ取ったようにしか見えなかった。

　すると、なにを思ったのか唐とう突とつにセレスティアが腕組みをして壁にもたれかかる。

「……なにくつろいでんだよ。さっさと戻ろうぜ」

　引き返して《ヴィレッジ》を目指すべきだ。最初の《ヴィレッジ》では《探たん索さく者しやギルド》に加盟したり、さっそく、小こ瓶びんの鑑かん定ていをしたりとやることはいろいろとあるのだ。

「見せてくれるのじゃろう？」

「……なにをだよ？」

「我に《銀の鍛冶師シルバースミス》の戦いとやらをじゃ」

　そうセレスティアが整ったアゴをくいっと俺の背後に指し示す。

　凸でこ凹ぼこのある石と石を擦こすり合わせたようなグルルルル──という低い唸うなり声が聞こえてくる。即そく座ざに俺は振り返る。

「────コボルトッ!?」

　視線の先には、野犬の風ふう貌ぼうをした二足歩行の魔ま物ものがいた。大型犬サイズのコボルトがざっと数十匹ほどもいた。

　かなりマヌケな話だが、宝箱を発見してはしゃいだせいでコボルトたちをこの場に引き寄せてしまったようだ。

　コボルトたちは、赤い眼をギラつかせ口端から濡ぬれた牙きばを覗のぞかせて、こちらにジリジリと近づいてくる。

　俺はフゥと短く息を吐はく。それを合図に腰の銀銃を素早く手に取り構える。

「……いいぜ。見せてやる。《銀の鍛冶師シルバースミス》の戦い方をな！」

　コボルトは見た目同様、犬に似た特徴を持つ獣人タイプの魔物だ。

　例えば鼻が利くし耳も良く、動きが俊しゆん敏びんで、集団で一いつ斉せいに襲い掛かってくるため、逃げ場のない狭い場所での戦せん闘とうを避さけるのが常道だ。

　つまり、行き止まりの壁を背中にして陣じん取どる俺の状況は最悪と言えた。

　さらに言えば、俺の得物は銀銃──遠距離武器だ。接近戦には不向きなのだ。

　それを知ってか知らずか、一匹のコボルトが鋭い爪つめを剝むき出しにして俺へと跳び掛かってくる。爪の切っ先を寸前で躱かわして、俺は咄とつ嗟さに背後へと大きく飛び退すさる。

　当然、そのままなら壁に激突してしまうが、

「上があるッ！」

　壁を思いっ切り蹴けってコボルトの頭上をジャンプ一番飛び越える。

　着地と同時、コボルトが振り返るより素早く、至近距離でトリガーを引き絞る。

　──銀製のボディから撃うち出されるのと同じく銀の弾たま。〝魔を祓はらう銀弾〟を喰らって立っていられる魔物はまずいない。

　コボルトは断だん末まつ魔まさえもなく床にドサリと前のめりで倒れる。

「──一匹ッ！」

　すぐさま踵きびすを返すと残りのコボルトたちに狙ねらいを定めトリガーを引く。

　直後、チュンッと尖とがった音が天井で鳴る。天井はコボルトたちのだいぶ上だ。

「……下へ手たくそめ」

　セレスティアから溜ため息いき交じりの声がする。

　……言ってろよ。《銀の鍛冶師シルバースミス》の真しん骨こつ頂ちようはここからだ──
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　──瞬間、再びチュンッと音が鳴る。今度は天井とは真逆の床からだ。

　さらに合間なく壁からチュンッと音がする。一回、二回、三回、四回、鋭い音が狭せまいダンジョンの通路に鳴り響く。

　音の間かん隔かくは連続する度に徐々に速くなってゆく。

　同時、音に合わせてコボルトが──ドサリと床に一匹、二匹、三匹と倒れてゆく。断末魔を上げることもなく。

　コボルトが自分たちになにが起こっているのか理解することは永遠にないだろう。

　最後の一匹が倒れたのを見届けて俺は銀銃シルバーガンをくるりと回して腰のホルスターに収める。それから『どうだ？　見たか？』と言わんばかりにセレスティアに振り返った。

　セレスティアは床に折り重なるコボルトの亡骸なきがらに目を細めながら呟つぶやく。

「……そうか。弾たまが跳ねたのか」

「おう〝跳ちよう弾だん〟だ」

　俺は得意げに答える。

　実は貴重な銀の消費を抑えるために、一発をどうしたら有効に活用できるか考えた末に俺が生み出した貧びん乏ぼう臭くさいスキルであるというのは内緒である。

「で、女王様の感想は？」

　ダンジョンでの初の実戦を危なげなく終えたことに俺は気を良くしていた。自己採点は満点だ。これなら生意気なセレスティアも文句の付けようがないはずだ。

「これが《銀の鍛冶師シルバースミス》の戦い方か……」

　すると、セレスティアが口端を緩ゆるめる。

「ふん、実に〝小こ賢ざかしい〟のう。捻ひねくれた性格が戦い方によう表れとるわ」

「……あ？」

「コボルトごとき弱い相手に遠距離からちまちまと……我なら集団に飛び込んで一いつ刀とうで蹴け散ちらして終わり……まあ、一瞬じゃな」

　さすがに苛いら立だった。

「お前こそ傲ごう慢まんな性格が表れてるっての！　銃には銃の美学ってのがあんだよ！　剣がすべてだと思うんじゃねえよ！」

「ふん、離れた場所から攻撃する臆おく病びような戦い方に美学とな！　完全に弱者の論理じゃな」

「闇やみ雲くもに突っ込むだけなら猪いのししにでもできるっての！　完全に馬ば鹿かの証明だぜ！」

「……《呪いの鎧カースド・メイル》にコテンパンにやられた小僧が生意気に」

「……銀のティアラに頭を締め付けられて涙目で許しを請こうてたのは誰だよ？」

　気づくと俺とセレスティアは、互いの額をぐりぐりと押し付け合いながら睨にらみ合っていた。売り言葉に買い言葉、互いに引くに引けない状況である。本日、二度目である。

　だが、再び宝箱が出現して、休戦する切っ掛けを俺たちに与えてくれることはない。宝箱の代わりに現れたのは、本日、二度目のコボルトの集団だった。

　騒ぎすぎた。

　結局、俺とセレスティアが最初の《ヴィレッジ》に到着する頃には、ダンジョン内部はすっかり夜の明るさだった。







　例えるなら《ソードラビリンス》のダンジョン内部は〝蟻ありの巣〟のようだった。

　各階のところどころに、高さと広さを兼ね備えた開けた空間があり、それを通路や階段が繫つないでいる。最初の《ヴィレッジ》も二階の大広間にあった。

　通路から広間に出ると、堅けん牢ろうな高い塀へいに囲まれた人工物が視界に飛び込んでくる。要よう塞さいめいたその建物が《ヴィレッジ》だった。

《ヴィレッジ》は《迷宮探索者ソード・ブリンガー》たちのダンジョン探たん索さくをサポートするために《探索者ギルド》が運営していた。

　俺たちは門番に通行料を払って塀の中に入場する。

　魔物に襲われる緊張感から解放された代わりに、慌あわただしい一日の疲つかれにどっと襲われる。同時に「ぐー」とお腹が鳴る。隣のセレスティアから。

　横目でセレスティアを見ると、バツが悪いのか顔を伏せてスカートの裾すそを握っていた。

　……恥はずかしいのだろうか。

　裸はだかを見られても平気だったのによくわからない奴やつである。

「あー、そう言えば、腹が減ったな……」

「……そ、そうじゃろ？」

　余計なことは言うまい。確かに俺も腹が減っていたし、なにより、初めてのダンジョン探索でぐったりしていた。

　時間も時間である。定食屋の類たぐいは既すでに明かりが消えている。煌こう々こうと輝くのは酒場や娼しよう館かんなど夜の商売屋だけだ。

　俺たちは二階が宿屋で一階が酒場になっている『黄金の梟ふくろう亭てい』という庶しよ民みん的な店を選ぶ。

　明るい店内は熱気と喧けん噪そうに満ちている。テーブル席は客で一杯だ。俺たちは空いてるカウンター席に腰掛ける。

　店主に本日のオススメ料理を尋たずねて『牛すね肉の赤ワイン煮』と『そら豆のポタージュ』を注文する。

　食事は必ずしも安くはなかったが、この店が銀製のフォークやスプーンを使用していることを知ると、値段に対する溜りゆう飲いんは途端に下がった。我ながら単純である。

　俺たちに会話はない。二人して黙々と食事を取る。

　場所は酒場だ。周囲は騒がしい。だが、思いの外ほか、穏やかな時間だった。

　セレスティアと出会ってから、口論のひとつもなくすごす時間は初めてかもしれない。

　今なら聞ける気がする。俺は食後に尋たずねてみる。

「……なあ」

「……ん？」

「……お前、親父のこと知ってんだろ？　どう思うよ？」

「どうとは？」

「その……裏切りのことだよ……」

　即そく答とうだった。

「有り得ん」

　俺は白く整ったその横顔をまじまじと見つめてしまう。

「……我の知るギルベルトは無口じゃが誠実な男じゃ」

　当時を思い出しているのか。セレスティアは双そう眸ぼうを柔にゆう和わに細める。

「……ギルベルトと我は、鎧よろいの中からじゃったが、数ヶ月に亘わたって会話を交わした。ギルベルトは実に慎重な男で『剣を抜け』という我の提案には決して乗ってこなんだ。じゃが、いい暇ひま潰つぶしにはなったのう。彼奴きやつと会った最後の日、ギルベルトは『期待に応えられなくて申し訳ない』と本当に申し訳なさそうに我に謝りよった。なんとも律儀な男じゃった」

　セレスティアはおかしげに喉のどを鳴らす。

「そのような馬ば鹿か正直な男に、裏切りなどという器用な真ま似ねができるはずがなかろう？」

　セレスティアは馬鹿馬鹿しいとばかりに小さな肩を竦すくめてみせる。

　そんな少女を目まの当たりにして俺は身につまされてしまった。

　正直、この十年でよくわからなくなっていたのだ。

　もちろん、当初は親父が裏切りなんてするような人間じゃないと疑いもしなかった。だが、苦労する母さんを見続けているうちに、親父の擁護を手放しではできなくなった。

　気づけば『親父が《帝国正規探たん索さく隊たい》に参加しなければ』とか『身体の弱い妻と六歳の息子を残して旅立つなんて無責任すぎる』とか否定的な感情が俺には生まれていた。

　俺は思わず片手で顔を覆おおう。そして、力なく頭を振るのだ。

　……百年も鎧に籠こもっていた世間知らずに核心を衝つかれてしまうとは情なさけない。まったくだ。あの親父に裏切りなんて器用な真似はできない──。

　俺はコップの水を一気に飲み干す。

　──ならば、なぜ親父が裏切ったと探索隊の誰もが思ってしまったのか……きっとなにか理由があるはずだ。

　それを知りたい。俺は改めてそう思った。

　すると、突然、セレスティアが身体を小刻みに揺ゆらして笑い始める。

「クククッ、ところがじゃ！　息子のお主はたった数刻、言葉を交わしただけで我の口車に乗って封印をあっさりと解きよった！　親子なのにまるで似ておらん。むしろ正反対と言ってもいい。実に面おも白しろいのう」

「……んだよ、それ！　俺が親父と比べて駄だ目め駄目だって言いてえのかよ！」

「まあ、そうなるのう。お主のいいところを我はまだ知らん」

　睨にらみ付ける俺にセレスティアはニヤけ顔を返してくる。

「だったら！　お前に証明してやる！」

「んー？　なにを証明してくれるんじゃ？」

　俺はカウンターをどんっと拳こぶしで叩たたくと力強く宣言する。

「親父にも辿たどり着けなかった〝最下層〟に俺が立ってやるよッ！」

　すると、すぐ近くのテーブルから下げ卑びた笑い声が聞こえてくる。

「……おいおい、聞いたかよ？　この小僧が最下層を目指すってよ！」

「あの小僧、鍛か冶じ師しだろ？　鍛冶師風ふ情ぜいが笑えるぜえ！」

　見覚えのある連中だ。昼間、門かど出での塔の待合室で一緒だった強面こわもての傭よう兵へいたちである。

　瞬しゆん間かん、椅い子すから腰を浮かせようとする俺の腕に白く細い指が絡み付く。

「好き勝手言いやがって」

「……久しぶりの娑しや婆ばじゃ。我は今日は疲つかれておる。あのような輩やから、相手にするでないわ」

　そう澄すまし顔で少女が食後の紅茶を傾ける。

「離せよ！　あいつら、鍛冶師のことを馬ば鹿かにしやがったんだ！　許せねえ！」

　地上の俺とは違う。此こ処こでの俺は《迷宮探索者ソード・ブリンガー》だ。『仕方がない』と甘んじたりはしない。不当だと感じたら戦う覚悟はある。

「……少し冷静になれ。あっちの机の空からのジョッキの数を見てみい。酔っ払いの戯ざれ言ごとなぞ、立て付けの悪い戸が隙すき間ま風かぜでがたがた言うとるとでも思って無視せえ」

「……ぐッ」

　腹の虫が収まらないが、俺は浮いた腰を落とす。

　セレスティアの言うことは正しい。無数の空ジョッキに、食べ散らかされた大量の料理。こんな下品な連中をまともに相手するのは本当に馬鹿馬鹿しい。

「よう！　可愛かわいいお嬢ちゃん！　小僧といたって楽しくねえだろ！」

「俺たちのテーブルに来いよ！　お嬢ちゃんならサービスするぜ？　一緒に楽しもうぜえ！」

　瞬間、今度は俺が、椅子から立ち上がろうとするセレスティアの腕を慌あわてて摑つかむ。

「……離せ小僧。彼奴きやつらを殺せんだろうがッ」

　セレスティアが眉み間けんに深い溝を作り、口端から尖とがった八や重え歯ばを覗のぞかせている。大型犬を威い嚇かくする恐れを知らない小型犬のようである。

「おい、待て待て。お前、さっきは人のこと止めておいて、それはねえだろ？」

「《剣の女王》たる我を『お嬢ちゃん』なぞと……あの愚ぐ物ぶつどもは呼びよったのじゃぞ。万死に値するわッ！」

「……もう、店を出ようぜ」

　食事のついでに二階の宿を取ろうと思ってたが、別のところを探すことにする。

　俺は店主に食事代を払うと、怒り心頭のセレスティアを引きずって店の出入り口に向かう。

　すると、出入り口を抜けようとする俺の背中に傭よう兵へいの濁だみ声ごえが浴びせられる。

「おい、鍛か冶じ師しの小僧……お前〝ヴォルフガングの倅せがれ〟じゃねーか？」

「……だったら、なんだよ？」

　振り返ることなく答える。〝ヴォルフガング〟の名を無視できなかった。

「やっぱりそうか！　お前、あの〝裏切り者ギルベルト〟の息子だったのかよ！」

　直後、酒場の他の客までざわめき始める。

　ここでもそれを言われるのか……いや、この場所だからこそ言われるのか。

　地上よりも遙はるかにダンジョンでの裏切りの意味は重いのだろう。

「裏切り者野郎が『最下層を目指す』なんて軽々しく口にすんじゃねえ！」

「身の程を知れ！　口にしていいのは俺たちのような戦せん闘とうのプロだけだ！」

「お嬢ちゃんも気をつけな！　そいつといるといつ裏切られるかわかんねえぜ？」

　直後、傭兵たちは耳みみ障ざわりな笑い声を店内に盛大に響かせた。

　俺は奥歯を嚙かみ締しめ、拳こぶしを握り締め、ひとつ大きく息を吐はき、ゆっくりと振り返る。

　そして、傭兵たちを睨にらみ付けながら隣の少女に言うのである。

「……おい」

「……なんじゃ」

「今度は止めんなよ？」

「ふん、愚ぐ問もんじゃ」

　直後、セレスティアがくいっとアゴを傭兵たちに示す。

「小僧。いけッ──」

　セレスティアの言葉が合図だった。

「オラあああああああああああ────ッ！」

　俺は傭兵たちに向かって撃ち放たれた弾だん丸がんのごとく駆け出す。

　酒場全体を巻き込んだ大騒ぎの始まりだった。







　ダンジョンでは喧けん嘩かは日常茶さ飯はん事じらしい。

　喧嘩と見るやいなや、店内の客たちは慣れたもので素早く椅い子すやテーブルを壁かべ際ぎわに寄せ、

「いいぞ！　やれやれえ！」

「ちったあ粘ねばれよ小僧！　つまんねえからすぐにくたばんじゃねえぞお！」

　酒場の客たちはショータイムでも楽しむようにやんややんやの大騒ぎを始める。

「さあ、張った張ったあ！」

　さらには店主の掛かけ声で〝賭かけ〟まで始まっていた。

　相手は五人。多勢に無勢。しかも、強面こわもてで俺の倍くらい大おお柄がらな傭よう兵へい連中ときてる。

　だから、俺が最初に狙ねらったのは傭兵たちの〝足元〟だった。

　顔面に殴りかかると見せかけて既すんでで身を沈めると、足払いで最初のひとりをまんまと床に転がす。間髪入れず、仰向けに倒れた傭兵の酒さけ樽だるのような腹に肘ひじ鉄てつを叩たたき込む。

　肘の先がずぶりと男の腹に減めり込んだ。

「ぐへえええええッ──」

　男は口端から泡を吹き白目を剝むいて動かなくなる。

　摑つかまれたらお終しまいだ。とにかく、イタチみたいに動き回って攪かく乱らんしてやる。

「このガキめええええええええええッ！」

　傭兵が棍こん棒ぼうのごとき太い脚で俺を蹴けり上げようとしてくる。咄とつ嗟さに俺はテーブルの下に転がり込む。即そく座ざ、分厚い木製テーブルの底を、

「だっしゃっらあああああッ！」

　背中で押し上げ傭兵たちへとひっくり返す。

　その際、床に散らばった銀製のスプーンにフォークにナイフを素早く左手に握り締める。

「このクソガキがッ！　ちょこまかとしやがってえええええッ！」

　大男の毛むくじゃらの腕がぐわっと俺へと伸びてくる。咄嗟、俺は右手を天井に突き出す。

　蒼あおく輝く右の掌てのひらから銀の鎖くさりが〝天井の梁はり〟に伸び絡み付く。

「と、飛んだッ──！」

　銀の鎖にぶら下がって摑み掛かってくる腕をするりと回かい避ひする。ブランコの要領だ。

　そして、振り子の戻る勢いを最大限に利用して大男の顔面に膝ひざを喰らわせてやる。

「ぶべッ！」

　頭をぐらぐらと揺らしてから傭兵は顔面から床に突つっ伏す。ケツを突き出したそのままの状態で動かなくなった。

　──残り三人。この調子ならいける。素早さは俺が圧倒している。

　だが、その時だった──。

「────くッ!?」

　突然、砂のような細かい粒が目に入り視界が奪われる。

　これも裏切り者ギルベルトの人気のお陰か、観客からのコショウの差し入れだった。

　その一瞬の怯ひるみが〝イタチ〟にとっての命取りだった。

「捕まえたぜえええええ！　小僧おおおおおおッ！」

　酒臭い息を吐く赤っ鼻の大男に腕をがっちりと摑まれてしまったのだ。逃げ出そうと腕を振り回すが万力のごとく大男の手はびくともしない。

「──ガハッ！」

　直後、大男の拳こぶしは俺の鳩尾みぞおちにあった。身体がくの字に曲がる。拳は石のごとき硬さだった。あっという間に意識が朦もう朧ろうとする。

「オラッ、おねんねするのはまだ早いぜ坊やッ！」

　さらにもうひとりの傭よう兵へいからの重い一撃が俺の腹部にぶち込まれる。胃の中身が逆流して口内に苦い味が一気に広がった。

　身体に力がまったく入らない。なにより意識がもう繫つなぎ止められそうもない。

　傭兵は太い指で俺の髪を鷲わし摑づかみにすると乱暴に引っ張り上げる。

「けッ！　鍛か冶じ師しごときが！　調子に乗りやがってえ！」

　それが最後に聞いた言葉で、最後に見た光景は、傭兵の拳が俺の顔面に迫せまり来る場面だった。直後、激痛に俺の意識はぷつりと途絶えたのだった──。







　夢を見た。それは確か六歳の頃、親父が《帝国正規探たん索さく隊たい》に参加する直前の出来事だ。

　ある真夜中、鍛冶工房で父さんと母さんがこっそり話し合っているのを、俺は偶然にも耳にしてしまった。

「──探索隊の件、俺は断ろうと思っている」

　慌あわてて口を塞ふさいだが、俺は思わず大きな声を上げそうになった。

　父さんが《帝国正規探索隊》に選ばれたことを街のみんなが祝福してくれているのに……なにを考えているんだろうか……？

「……お前はどう思う？」

「そうねえ……皆みなの期待を裏切るわけだから、剣都では暮らせなくなるかもしれないわね」

「そうなってしまったらニーナとアレクには迷惑を掛かけることになるが……それでも、俺はお前たち家族のことを優先したい……」

「ふふ、あなたならそう言うと思っていたわ」

「それじゃ、ニーナも俺の考えに賛成してくれるということか？」

「いいえ、そんなあなただから私は探索隊に参加して欲しいと思っているわ」

「どうしてだ……!?　いつ帰って来れるかもわからないんだぞッ！　身体の弱いお前の傍そばを何年も離れるなんて真ま似ねは俺には──」

「──落ち着いてギル。あまり大きな声を上げるとアレクが起きてしまうわ」

「……すまない」

「私には残された時間が限られている」

「止めろ……それ以上、言うな……」

「いいえ、物心ついた頃から私は身体が弱かった。あなたと出会うまで結婚なんて夢だと思ってた。ましてや母親になれるなんて想像すらしてなかった……」

「だからこそ、俺は一日でも長くニーナとアレクと──」

「──そうよ、一日でも長く私はギルやアレクと一緒に暮らしたい。この幸せを手放したくはない。だからこそ、可能性があるのなら簡単には諦あきらめたくはないの」

「ま、まさか……ニーナ、お前は〝ウルズの泉〟のことを言っているのか……？」

「結婚する前にギルがよく私に話してくれたじゃない？　〝地下の女王〟の話を──」

「──確かにあの者が噓うそを言っているとは俺には思えない。だが、その泉の存在を確認した者はいないんだぞ……それどころか、下層に辿たどり着いた者すらいない……」

「ごめんなさい。これは私の我わが儘まま。私、アレクのお嫁さんが見たいの。孫の顔も見たいわ。ギルがその大きな手でアレクの子供を困った顔で抱く姿を見たい……そのためにも少しでも長く生きたいのよ……」

　それは長い長い沈ちん黙もくだった。

「……ああ、ニーナがアレクの連れてきた嫁さんに嫉しつ妬とする様が目に浮かぶな。孫を溺でき愛あいする君にアレクや嫁さんが呆あきれ果てるのも目に浮かぶ」

「やだ、止やめてよ！　自分でもそうなるかもって自覚してるんだから」

　やがて二人は声を上げて笑い合う。

　一ひと頻しきり笑い合った後、父さんは小さく「わかった……」そう呟つぶやき、母さんは「ギル、愛してるわ……」そう囁ささやいた。

　当時、六歳だった俺には難しくてよくわからない内容だった。

　だが、十七歳の俺にはわかる。両親が真剣に話し合って、最終的にお互いが納なつ得とくして出した結論だということが。







　──不意に目が覚める。

　見慣れない木目の天井が視線の先にあって、見覚えのない部屋のベッドで自分が寝ていることに気づく。

　こぢんまりとした室内には、木製のベッドが二つ。ひとつは入り口付近にもうひとつは窓まど際ぎわに。それと木製のテーブルが部屋の中央にぽつんとある。

　いかにも寝るために作られた場所と言った風ふ情ぜいである。宿屋の一室だろうか……。

　ベッドから起き上がろうとして「痛ッ──」全身に激痛が走った。

　痛みが情けない記憶を鮮明に蘇よみがえらせ途と端たんに俺を憂ゆう鬱うつにさせた。

「くっそ！　横よこ槍やりとか卑ひ怯きようだろ……」

　邪じや魔まさえ入らなきゃ俺はあの傭よう兵へいどもを全員──いや、違う。

　咄とつ嗟さ、俺は頭を振って自らの甘い目算を否定する。

　──俺が弱かったから負けたんだ……。

　想像したのだ。ダンジョンで魔物との戦せん闘とう中に他の魔物が乱入してきたとして、俺はその乱入してきた魔物に「卑ひ怯きようだぞ！」と言うのかと。

「もっと強くならないと……」

　……このままでは先に旅立ったヴィンセントの背中だって永遠に捉とらえられない。

　自然と奥歯に力が籠こもる。瞬間、頰ほおの内側がピリッと痺しびれ、口内に鉄てつ錆さびのような血の味が広がる。そっと触れると「あー、イテッ！」頰が熱く腫はれ上がっていた。

　塩気の利いたスープを飲んだらさぞ染みそうだ。しばらく刺激物は控えよう。

　──と、まあ、そんなことを考えている最中だった。

　離れたベッドの白いシーツがもぞもぞと動いたのだ。気安く起き上がれない俺は、もうひとつのベッドに誰かが寝ていることにまったく気づいていなかった。

「……寝坊助が、ようやく起きよったわ」

　すると、シーツの中から、陽光を束ねたかのような髪を持つ少女が、ひょいっと仔こ猫ねこのような丸い顔を覗のぞかせる。

　少女は口元に手を当て小さな欠伸あくびをすると、まさに猫が伸びをするみたいにぐうっと背中を仰のけ反らせて両腕を天井に向けて突き上げる。

　俺は驚きのあまり身体の痛みも忘れて上半身を起き上がらせる。しばし呆ぼう然ぜんとセレスティアの姿を眺めたあと、我に返って慌あわてて視線を逸そらす。

　なぜなら、セレスティアは肌も露あらわな〝薄着〟だったのだ。

　素材はシルクか。名称はよくわからないが、細い肩かた紐ひもの丈の短いドレスのような白い下着で、肩どころか太ふと腿ももまで剝むき出しだった。

「あ、言うとくが、我は小僧がなかなか起きぬで、仕方なしに二度寝して待ってたのじゃぞ？」

　セレスティアは顔に掛かったプラチナブロンドの髪を無造作に搔かき上げる。

「ふむ、外の明るさからして……もう昼過ぎじゃな。小僧、我に感謝と賞賛の言葉を送り、さらになにか美う味まいものをたらふく食わせるのじゃ」

「ちょ、お前……な、なんで一緒に寝てんだよ！」

　動揺のあまり声が上うわ擦ずってしまった。

「……む？　ずいぶんな物言いじゃ。我が二階に部屋を取ったから、お主はこうして温かなベッドで寝ていられるのじゃろうが。それとも、酒場の冷たい床で目覚めたかったか？」

「そ、そうじゃなくてよ！　ってか、大体、なんでそんな薄着なんだよ！」

「愚か者め。服を着たまま寝たらしわくちゃになるじゃろうが」

　セレスティアが視線を壁にやる。壁には見覚えのある黒いワンピースがあった。

「さっぱりわからん。なにが不満なんじゃ？」

「……いや、だからさ、若い男女が同じ部屋に泊まるってのは……その、まずいだろ！」
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「………………はあ？」

　セレスティアが目をぱちくりと瞬しばたたかせる。

「……あ、いや、お前は、実年齢は百歳以上なんだけどさ、でも、見た目は十五歳くらいなわけだし……傍はたから見たら俺たちって若い男女だろ？　その、結婚もしてない男女が一緒の部屋で寝泊まりするのは倫理的によくないって言うか……」

　直後、セレスティアが「……クククッ」と喉のどを鳴らして笑い出す。ベッドに倒れ込み足をバタバタとさせ腹を抱えて笑っている。

「な、なにが、おかしいんだよ？　俺、間違ったこと言ってねえぞ」

　セレスティアが悪戯いたずらを思い付いたこましゃくれた少女のようにニンマリと微笑ほほえむ。

「──さてはお主……まだ〝女〟を知らんな？」

　瞬しゆん間かん、俺はどうしようもないくらいにはっきりと視線を宙に泳がせてしまった。

「……ど、どうでもいいだろ！」

　なにを言っても〝焼け石に水〟のような気がしてならなかった。

「やはりそうか！　これは愉快じゃのう！」

　セレスティアはぴょんとベッドから飛び降り、嬉うれしそうに俺の傍そばへと駆かけ寄ってくる。

「ちょ、待て、お前ッ……!?　ひ、人のベッドに、の、乗ってくんじゃねえよ！」

　セレスティアが猫のように四つん這ばいで俺の顔を覗のぞき込んでくる。逃げ出したいが、身体の痛みが邪じや魔まをして動けない。

　セレスティアは丸い目を眇すがめ、薄うす紅べに色いろの唇を三日月に吊つり上げる。

「──我も罪な乙女よのう。この美び貌ぼうで初う心ぶな小僧を惑わせてしまうとは……」

　間近で見ると、睫まつ毛げもプラチナブロンドだと気づかされる。肌き理めの細かい肌は朧おぼろ月づきのように仄ほのかに輝いて見えるほどだ。

　俺は少女の人間離れした造形に圧倒されていた。これで生意気な口さえ利かなければ完かん璧ぺきなのだが……まあ、土台無理な話だった。

「クククッ……じゃが、まあ、仕方があるまいて、縮んだとは言え、我は魅み力りよく的じゃからのう。どうやら我は《剣の女王》であるのと同時に〝魅み惑わくの女王〟でもあるらしい……」

　少女は嚙かみ締めるように頷うなずいている。これほど清すが々すがしい自画自賛を目まの当たりにするのは初めてである。

「か、勘違いも甚はなはだしいぜ！　俺は一般常識を語ってるのであって、別にお前みたいな貧相な女に興味なんてねえよ！」

　腹立たしかったので全力で否定してやった。

　直後のことだ。セレスティアはムッとした表情を浮かべると、

「ていッ」

「い、痛えええええええええええええええ──ッ!?」

　腫はれ上がった俺の頰ほおを指先で突いてきやがった。

「ほーれほれ、痛いか？　痛かろう？　止やめて欲しくば『セレスティア様が魅力的すぎて同じ部屋で寝泊まりするなんて情欲が爆ばく発はつしてしまいそうです』と言え」

「だ、誰が言うかよッ！　パニシュッ！」

「い、痛い痛い痛い痛い痛いッ、あ、頭があああああ、頭が割れるうううううッ！」

　銀のティアラを抱えてセレスティアがベッドの上で暴れ回る。

　一気に形勢逆転である。

「……忘れんなよ！　どちらが主導権を握ってるかを！」

「痛い痛い痛い痛い……」

　ところが、これで懲こりると思いきや、セレスティアは身み悶もだえながらも目一杯細腕を伸ばして、俺の腫れた頰を抓つねってくる。

「ああああああああああ────ッ」

　あまりの激痛に叫ばずにはいられない。もちろん、セレスティアも叫んでいる。つまり、二人して叫んでいるわけだ。

　現在の状況を客観的に説明すると、『若い男女が昼間っから同じ部屋のひとつベッドの上で身悶え絶ぜつ叫きようしている』ということになるのである。

　案あんの定じよう、遅めの昼食を取るため俺たちが酒場に下りると、店主から『昼間からお楽しみでしたね』と言わんばかりの生暖い眼まな差ざしを向けられるのだった。







　昼食後、俺たちは話し合いの末、今後も『一緒の部屋に泊まる』という結論に達した。理由はこうだ。

「我は構わんぞ。別々の部屋でものう。ただしじゃ……お主はそれで良いのか？」

「……うッ」

　したり顔のセレスティアに俺は言葉を詰まらせる。

「お主の懐ふところ事情からしても、二つも部屋を借りる余裕があるとは思えんが？」

　セレスティアは、俺に寝込みを襲う度胸があるわけなどないと高をくくっているようで余裕しゃくしゃくの表情である。

「ちぇッ……わかったよ」

　俺は渋々頷うなずいた。

　一緒の部屋で寝泊まりするのは、できれば避さけたいのが本音だ。さっきみたいにからかわれるのは御ご免めんだ。だが、セレスティアのような危険人物から長時間、目を離すほうが問題としては大きい。実際、それで剣都では痛い目に遭あった。

　懐事情もその通りだ。まあ、誰かさんが初日に旅の資金で高価な買い物をしたからだが。

　俺は階下に下りたついでに、店主にもう一晩、同じ部屋を貸してもらえるようにお願いする。明日になれば身体の痛みも、もう少し引くはずだ。

　それと昨晩の大立ち回りに関しての謝罪もする。すると、店主は笑う。

「いえいえ、店内に大した被害はありませんし、むしろ、賭かけで儲もうけさせてもらいました。我々としては感謝したいくらいですよ」

　ダンジョンでは《迷宮探索者ソード・ブリンガー》同士の小競り合いというのは珍めずらしくはないようだ。命の取り合いにでも発展しない限り、お祭り事として楽しむのがダンジョン流ということらしい。

　去り際だ。「あ、それはそうと……」そう店主が思い出したように付け加える。

「お連れの娘さん、えらくお強いんですねえ。いやー、びっくりしました」

「……え？」

「失礼しました！　なんでもありません……」

　店主はそそくさと厨ちゆう房ぼうに姿を消してしまう。驚く俺を見て店主が明らかに『しまった』という顔をした。口止めでもされていたのだろうか。

「……ったく、部屋に戻ったら問い詰めてみるか」

　セレスティアがなにかやらかしたのは間違いなさそうだ。

　痛む身体を引きずって俺は二階に伸びる木製の階段をのろのろと上がる。

　不意に、階段近くの部屋から宿泊客の声が聞こえてくる。

「さっき《探索者ギルド》で聞いたんだが、昨日、酒場にガラの悪い傭よう兵へい連中いたろ？」

「ああ、鍛か冶じ師しの坊ぼう主ずとやりあった奴らだろ？」

「アイツら今朝早くに地上に戻ったってよ。なんでも〝剣を喰われちまった〟んだとよ」

「喰われた？　盗ぬすまれたの間違いだろ？　大体、《ソードラビリンス》にそんな魔物いたか？　仮にいたとして上層に現れないだろ？」

「わからんが、とにかく、武器がないから魔物の討とう伐ばつクエストをキャンセルさせてくれって、それだけ告げると大男たちが怯おびえるようにギルドを後にしたって話だぜ」

「ふーん、解せねえな。まあ、でも、ざまあねえ」

「まったくだ。三下傭兵どもには良い薬だろうぜ」

　直後、俺は身体が痛むのにも構わずできる限りの速度で部屋に戻る。

　──考えてみればおかしな話だ。俺はどうしてこの程度の怪け我がで済んでいる……。

　気を失った後も袋ふくろ叩だたきにされていたとしたら、骨の一本や二本、折れていたとしてもおかしくない状況だった。

　だが、もしも、気を失った俺のことを誰かが庇かばってくれたとしたらどうだろうか……。

　部屋の扉を強く開け放つ。俺の顔を見ると、待ってましたとばかりに黒ワンピースの少女がベッドからぴょんと飛び降り近づいてくる。

「のうのう、我は《ヴィレッジ》を見て回りたいぞ。我がダンジョンマスターだった頃には、《ヴィレッジ》なぞなかったからのう。実に興味深いわ」

「あのさ、お前……その、昨日さ……」

　勢いで口を開いたものの、なんと尋たずねるのが正解なのかわからなくなってしまった。

「ん？　なんじゃ？　早う言え」

　歯切れの悪い俺にセレスティアが胡う乱ろんな眼まな差ざしを向けてくる。

「あー、そうそう、昨日は……っていうか今日か。とにかく、お前には世話になったから晩飯くらい奮ふん発ぱつしてやるよ」

　結局、俺は言葉を飲み込んでしまった。まともに聞いても、セレスティアが答えてくれるとは思えなかったのだ。

　それに、もしセレスティアが俺のことを庇ってくれたのだとしたら、それはそれでなんとなく調子が狂う。

「ほう、殊しゆ勝しような心掛けじゃ。よいぞ小僧。じゃが、我の食事は常に奮発すべきじゃ」

「調子に乗んなよ。一ヶ月分の食費を一着の服にしやがったのはどこの誰だよ」

「おそらく物の価値がわかる高貴なる人物に違いない。服もそのような人物に着られてさぞや幸せであろう」

　セレスティアはいけしゃあしゃあと言ってのける。呆あきれて怒る気も失せた。

「そんなことより早う出掛けるぞ」

「いや、無理。身体が痛えんだって。夕飯まで横にならせてくれよ」

「ふむ、では我ひとりで回ってくるかのう」

　そう言って扉に向かって歩き出すセレスティアの細い手首を摑つかむ。

「駄だ目めに決まってんだろ」

　ここで自由行動を許したら『セレスティアと同じ部屋で寝泊まりする』という苦く渋じゆうの決断はなんだったのかって話だ。

　セレスティアは「ハア……」とこれ見よがしに溜ため息いきを零こぼす。

「我は悲しいぞ！　お主は、そんなに我のことを信頼できぬのか！」

「うん」

「こ、此こ奴やつめ、即そく答とうしよったぞッ!?」

「当たり前だろうが！　お前は自分にどれだけ前科があると思ってんだよ！」

　博物館の件にしても昨晩の件にしても俺はなにひとつ聞かされていない。

　セレスティアは「むう……」と不満げに唸うなってから、白い指先で銀のティアラを撫なでる。

「……痛い思いはしとうないからのう」

　自分自身に言い聞かせるかのように呟つぶやくと、スカートがしわにならないようにベッドの縁ふちにちょこんと腰掛ける。

「では、我に語れ。語り尽つくせ」

「……なにを？」

「いろいろあるじゃろうが！　最近のダンジョンの様子とか、お主自身のこととか」

「え？　寝かせてくれねえの？」

「戯たわけ者ッ！　あれだけ寝てまだ寝る気か。望み通り横にさせてやるんじゃ。慈悲深さに平伏しながら我の暇ひま潰つぶしに貢こう献けんせえ」

　毎度毎度、その偉そうな物言いだけは納なつ得とくできない。

　だが、まあ、ここらが落とし所だとは思う。隔かく絶ぜつされていた百年間の埋め合わせをしたいと願う少女の気持ちも理解できないでもない。

「……わかったよ」

　俺はベッドに横になると、現在の《剣都シグルド》や《ソードラビリンス》について、ところどころで挟はさまれるセレスティアからの疑問に答えながら語る。

　あと、《銀の鍛冶師シルバースミス》についてや、俺の母さんのことなんかについても、少しだけ話をした。

　それは《剣の女王》と名乗る少女と出会ってから初めての平へい凡ぼんなひと時だった。













　　【６章】橙色の小さな守護者







　ダンジョンは十階をひとつの〝層そう〟と呼ぶ。

　たとえば、俺の現在地は『一層の五階』ということになる。

　そして、ダンジョンには十階ごとに《ゲートキーパー》と呼ばれる魔ま物ものが存在している。

　魔物の種類は階ごとに異なる。しかし、いずれも魔物を倒さなければ次の階層に進むためのゲートが開かないのは同様である。

　俺おれの当面の目標は『十階のゲートキーパー』を攻略すること。

　俺のような『新米探たん索さく者しや』にとっては入門編と言ったところだ。

　事実、攻略情報は《探索者ギルド》で無料で提供してくれたし《ゲートキーパー》に至いたる道筋に関しても少額で地図を入手することができた。

　ヴィンセントクラスならば、最初の《ヴィレッジ》に立ち寄ることなく直接《ゲートキーパー》のところに向かうことだろう。

　一応、《ゲートキーパー》を倒さなくてもゲートを通過する方法はある。

　誰かが倒すとしばらくはゲートが開放されるので、それを見計らって通過するのだ。

　たとえば、戦う術すべを持たない商人や学者などは専属傭よう兵へいに《ゲートキーパー》を倒させたりする。また通称『門もん専せん』と呼ばれる《ゲートキーパー》を倒すことを生業なりわいとする傭兵がゲートの付近に陣じん取どっていたりする。

　言うまでもなく、俺は自分の実力で突とつ破ぱするつもりだ。

　万が一、誰かが倒した隙すきにゲートを通過しようものならば、隣となりの小生意気な少女からどのような誹そしりを受けるかわかったものではない。

　それと、さすがに上層も五階を越えると、

「……お？　あの《迷宮探索者ソード・ブリンガー》は前の階層でも見かけたな」

　なんてことがちょくちょく起こるようになる。

　幾つか分ぶん岐きはあるが、十階まではルートが確立されているのでほぼ一本道なのだ。

　それは双方に言えることで、やがて「あ、ども」と会話は交わさないまでも会え釈しやくをするくらいの顔見知りが生まれ、十階も間近になる頃には、立ち話をする《迷宮探索者ソード・ブリンガー》が俺には幾人かいた。

「──え？　本当に？　《ソードラビリンス》って銀も採れんの!?」

「逆に言うと、このダンジョンで採れない鉱石や宝石はないわね。それに宝箱から銀の武器や防具が出るなんて話も聞くし、シルバースライムなんて銀の塊かたまりみたいな魔物もいるって噂うわさよ。《銀の鍛冶師シルバースミス》の君が《ソードラビリンス》に惹ひかれてしまうのもわかるわ」

「それは《貿易商マーチヤント》のお姉さんだって同じでしょ？」

「そうね……ダンジョンを下ってくほどに価値のあるものが手に入るようになるしさ、商売人としては行けるとこまで行きたいわよね。もちろん、命あっての物種だけど」

「あー、でも、《ゲートキーパー》はどうすんの？　お姉さんが戦うわけ？」

「冗じよう談だんは止よしてよ。私は《貿易商マーチヤント》よ？　道中の魔物くらいは自分でどうにかするけど、《ゲートキーパー》はもっぱら『門もん専せん』頼みよ。私みたいな個人商店は専属傭よう兵へいを雇う余裕はないからね。でも、いつかは専属傭兵を雇えるくらいに稼いで剣けん都とに店を構えたいわね」

「そりゃいいや。その時は自作の銀製品でも売り込みに行くかな！」

「嬉うれしいわ。でも、大丈夫？　私の専門は宝石だよ？　君の専門は武具じゃないの？」

「平気平気、俺、装飾品も得意だから。見てよ、連れのティアラ。あれ自作なんだ」

「へー、シンプルでいいデザインね。私が扱あつかってる宝石を嵌はめ込んだら、いい値段で売れそう。うん、その時はぜひ頼むわ！」

　そうして一ひと頻しきり会話をして別れる。

「……あ、お姉さんの名前を聞くの忘れた。まあ、いっか。次、会った時で」

　そんな俺をセレスティアは遠巻きに眺めている。実につまらなそうな表情で。

「……どうしてお主ぬしが我われをあっさりと解放したのか、理由がわかった気がするわ」

　他人に対して警戒心が足らないとでも言いたげな表情で、少女は通路を歩き始める。俺は慌あわてて後を追う。

「これでも人を見る目はあるんだぜ？」

　裏切り者の息子と蔑さげすまれる日々は、否が応でも誰が味方で誰が敵かを瞬しゆん時じに見分ける目を俺に養わせた。

「なるほどの。つまり、我のことも信頼に足ると判断して解放したわけじゃな」

「まあな、お陰で今、すごく、後こう悔かいしてるけどな」

「ふん、素直になれ。我のような魅み力りよく的な女子と一緒に旅ができて幸せじゃろう？」

「そうだな。お前のような口の悪い女と一緒に旅をしなければならないとは不幸だな」

「事実から目を背けるとは愚おろかな。我はお主より遙はるかに強いでなあ。内心では我のことを頼もしくも感じておるはずじゃ。ほれ、素直になれ」

「うるっせえ。黙ってろ」と言いたいところだが、口にしたら毎度のごとく口論になるだけだ。

「はいはい、女王様の仰おつしやるとおりでございます」

　なので、最近では〝受け流す〟という〝スキル〟を使うことも覚えた。これが効果覿てき面めんなのだ。

　明らかに俺の口調はおざなりで、それに気づかないほどセレスティアは鈍くはないが、

「ふむ、まあ、わかればよいのじゃ」

　女王様として扱われることが殊ことの外ほか嬉うれしいようで途端に頰ほおを緩ゆるませるのだ。

　まあ、単純だが、こういうところを可愛かわいらしく感じないこともない。もっとも、小こ憎にくらしい時間のほうが圧倒的に長いわけだが。

　すると、俺たちが進む通路の先のほうから微かすかな剣けん戟げきが聞こえてくる。おそらく他の《迷宮探索者ソード・ブリンガー》が魔物と戦せん闘とうしているのだろう。

　こういう場合の選せん択たく肢しは幾つかある。

　別の通路があるならばそちらを利用する。狭せまい通路ならば戦闘が終わるまで待つ。通行するスペースがあるならば、戦闘の邪じや魔まにならないようにそそくさと通り抜けるなどだ。

　ひとつだけ間違いないのは『他の《迷宮探索者ソード・ブリンガー》の戦闘に無む闇やみに関わってはいけない』ということだ。

　これは最初の《ヴィレッジ》の《探索者ギルド》で職員から忠告されたことだった。







　多くの《迷宮探索者ソード・ブリンガー》が《探索者ギルド》に加か盟めいしている。

　これは強制ではなく任意なのだが、ギルドに加盟をすることで、さまざまなサポートを受けられることを考えたら加盟しない理由はなかった。

　ちなみにギルドに加盟する際、俺がセレスティアの職業を《従者バレツト》にしたことが遂にバレてしまった。

「……小僧。ちと顔を貸せ」

　一ひと悶もん着ちやくあったのは言うまでもない。

　俺を担当してくれた知的そうな眼鏡めがねの女性職員は言った。

「他の《迷宮探索者ソード・ブリンガー》様の戦闘への関与はトラブルの元になります」

　それは古参の《迷宮探索者ソード・ブリンガー》にとっては暗黙の了解であるらしい。

「例えばですが……加勢した戦闘で倒した魔物が貴重な素材を落とし、その所有権を巡めぐって口論となり、最終的に《迷宮探索者ソード・ブリンガー》様同士の殺し合いに発展するといった悲ひ惨さんな出来事が過去にありました」

　現在は〝ガイドライン〟に沿って新米に《迷宮探索者ソード・ブリンガー》としてのいろはを指導するようになったそうだ。

　人が増えれば相対的にトラブルも増える。近年の《迷宮探索者ソード・ブリンガー》の増加が背景にあるとのことだった。

「ですから、他の《迷宮探索者ソード・ブリンガー》様の戦闘には決して関わらないように、何なに卒とぞよろしくお願いします」

「……でもさ、もしも、他の《迷宮探索者ソード・ブリンガー》が魔物にやられちまいそうになってたらどうすんの？」

　俺の疑問に女性職員は眼鏡をくいっと持ち上げて淡々と答える。

「非情だと思われるかもしれませんが、むしろ、余計に関わらないことをお薦すすめします。それがヴォルフガング様のダンジョンでの生存率を高める最良の選択になります」

「マジかよ……」

「力量の知れない相手とのぶっつけ本番での共きよう闘とう、しかも、状況は〝危機的〟です。結果、助けるつもりが共倒れになるということは往々にしてありますので……」

　戸惑う俺とは対照的にセレスティアは「至極当然じゃな」と納なつ得とくの表情だ。

「第一に、ギルドは《迷宮探索者ソード・ブリンガー》の皆様が危険に曝さらされないようなサポートを十分に用意しております。例えば、階層ごとの魔物の種類やレベルなど貴重な情報を《ダンジョンリポート》として無償で提供しております。生存率を高めるために有用な武具やアイテムを整えるための各種ローンも用意しております。他にもパーティの募集掲けい示じ板ばんなどもあります」

「……それって、危機的な状況に陥おちいるのは、準備が不十分であったり、状況に対して認識が甘かったり、まあ、詰まるところ、自業自得だって言いたいわけ？」

「ええ、はっきり申し上げますと」

　甘い場所だとは思ってなかったが、改めて聞かされると身が引き締まる。

　肝きもに銘めいじよう。ヴィンセントのような手て練だれならまだしも、俺のような新米が誰かを助けようなどおこがましい行為なのだ。

「……あのさ、ダンジョンで出会った他の《迷宮探索者ソード・ブリンガー》と世間話をするくらいなら問題ない？」

「もちろんでございます。《迷宮探索者ソード・ブリンガー》様同士の交流に関しては、我々が口を挟はさむことではありませんので」

　それを聞いてほっとした。

　……親父の件もあって、地上では人との交わりを極力避さけてきた。だが、本来、俺は人と関わることが嫌いじゃないのだ。

　だが、セレスティアは《迷宮探索者ソード・ブリンガー》との交流に否定的だった。

「他人と無闇に関わること、それ自体がトラブルの元じゃ……」

　そう柔やわらかそうな頰ほおに手を当てつまらなさそうに呟つぶやく。

　……過去になにかあったのだろうか。

　まあ、そりゃ、百年以上も生きていればなにかしらあるだろう。そう俺は納得した。







「休きゆう憩けいでもして待つか」

　一本道なので俺たちは他の《迷宮探索者ソード・ブリンガー》の戦せん闘とうが終了するのを大人しく待つことにする。

　腰の革袋から魔ま除よけのお香《サンダルウッド》を取り出して焚たく。「加盟の特典です」とギルドの女性職員が無料でくれたものだ。

　誰が最初に始めたのか。焚くと魔物が嫌う匂においを周囲に漂ただよわせる《サンダルウッド》は今や探たん索さくの必需品らしい。

「……うん。いいね」

　俺は《サンダルウッド》の揺蕩たゆたう煙を眺めながら頷うなずく。

　こうしたダンジョンで生き残るための知恵や工夫の数々が俺は好きだった。大勢で大きな物を協力して作り上げているような感じが好きだった。

「のうのう、我は小腹が空すいたぞ」

　小こ柄がらな割によく食べる少女が雛ひな鳥どりのようにピーチクパーチクうるさいので、《ヴィレッジ》の食料品店で買った『ワイルドボアのソーセージ』を『ライ麦パン』に挟はさんだ簡易サンドイッチを食べながら時間を潰つぶすことにする。

　保存用のソーセージなので香辛料や塩味がきついが、淡白なパンとの相性は悪くなかった。

　さらに食欲旺おう盛せいな少女は貴重なエネルギー源である『蜂ミ蜜ー酒ド』にも手を出そうとしたが、それは全力で阻止する。

　こいつに好きなだけ食べさせていたら〝保存食〟がまったく保てない。

「それにしても……」

　……長い戦せん闘とうだ。食事を終えても一向に終わる気配がない。

「あのさ、なんか苦戦してるみたいだし、俺、ちょっと様子見てくるよ」

　ところが、立ち上がろうとする俺の外がい套とうをセレスティアがぐいっと白い指先で摘つまむ。

「……離せよ。立てねえだろ」

「……察しよ。止めておけということじゃろうが」

「様子を見るぐらい別に構わねえだろ？」

「本当じゃな？　本当に様子を見るだけじゃな？」

「……なんだよ、その疑いの眼まな差ざしは……ギルドであそこまで言われて、他人の戦闘に首を突っ込むほど俺は馬ば鹿かじゃねえよ」

　俺は外套の裾すそを引っ張るセレスティアの指先をぴんっと弾はじくと「すぐ戻ってくるから」と通路の先に小走りで向かう。

　徐々に剣けん戟げきが大きくなってくる。同時に女性の悲鳴にも似た声が、天井付近から聞こえてくる。剣戟の正体は鉤かぎ爪づめと鉄製の盾たてがぶつかる音だった──。

「あれは……ハーピーだ！」

　通路を抜けた先に広場があって、高い天井付近を四匹のパーピーが威い嚇かくの嘶いななきを上げながら旋回していた。

　ハーピーは女性と鳥を合わせた見た目の魔物だ。

　飛行能力を持ち、鋭い鉤爪を武器とする。だが、最も注意すべきはその魔物の声だ。

　ハーピーの声には〝睡眠効果〟があるのだ。気をしっかり持たなければあっさりと眠りに落ちてしまう。

「ん？　《騎士ナイト》か？　いや、違うのか……？」

　広場の中央でハーピーと対たい峙じしているのは、鉄製のプレートメイルに身を包んだ《迷宮探索者ソード・ブリンガー》である。

　ただ俺がよく知る《騎士ナイト》とは異なり、得物が『ランス』と呼ばれる長なが槍やりで、構える盾たてが《騎士ナイト》のそれよりも遙はるかに大きい。身体全体をすっぽり収められるほどの大盾だ。

「しかも、子供なのか……？」

　驚くことに戦せん闘とうしているのが重装備の似つかわしくない〝小さな人物〟なのだ。背丈はセレスティアと同じくらいだろうか。

　果物のオレンジのような鮮やかな髪色をしている。あどけない横顔を見るに、十二、三歳くらいの少年のようだ。

「う、うわわッ！　うわッ！」

　繰り返されるハーピーの滑かつ空くう攻撃を、オレンジの少年は大盾に背中を預けるようにして必死で受け止めている。ただ防戦一方で、右手のランスがすっかりお飾かざり状態だ。

　ランスは槍の一種で三角錐すいのような形状をした〝突つく〟ことに特化した武器である。

　本来、ランスは馬上用の武器で、地上で使っている人間を見るのはこれが初めてだ。長さは馬上用の半分程度。地上用にカスタマイズされているのだろう。

　これは俺の鍛か冶じ師しとしての考えだが、使用する武器は結局のところ本人との相性が最も重要だと思うのだ。本人にとってそれが最適なら、後こう衛えい職しよくの《魔術師ウイザード》が大剣を振り回したっていいとさえ思っている。

　たとえば、歴代の《銀の鍛冶師シルバースミス》の中で銀銃を使っているのは俺くらいのものだ。その俺にしたって銀銃を得物に選んだ理由は『誰も使ってないなんて面おも白しろそうじゃん』などという軽いノリだった。

　だが、直感というやつはなかなかどうして侮あなどれない。

　実際に銀銃を使ってみると、驚くほどしっくりきた。人と同様に武器にも〝出会い〟というものがあるのだと子供ながらに俺は感じたものだ。

　まあ、ただ目の前の少年が、ランスと相性がいいとはまったく思えないわけだが……。

「はうわッ！」

　むしろ、持て余している感じだ。槍系武器は扱あつかうのも作るのも専門外だが、今のままではジリ貧だというのは断言できる。実際、まったく戦闘が終わる気配がない。

「だ、大丈夫か……？」

　見ていてハラハラしてくる。

「せめて、此方こつち、振り向かねえかな……」

　目で合図するくらいなら……いいよな？

　少年の位置取りが気になる。周囲に遮しや蔽へい物ぶつが一切ない。つまり、天井の高い広場の中央で、四方八方からの攻撃にさらされている不利な状況なのだ。

　俺なら通路に取って返して一匹ずつ各個撃破する。

　万が一、複数に襲われても広場よりも天井の低い通路なら、ハーピーの飛行能力の優位性をだいぶ抑えられるからだ。

　それに〝いっそ戦わない〟という選せん択たく肢しもあると思う。

　わざわざ相性の悪い魔物の相手をすることもない。ダンジョンにおいて〝戦せん闘とうを回かい避ひする〟という行動は、生存率を高めるための立派な戦略だとギルドのお姉さんも言っていた。

「あー、でも、あの重装備じゃ走ることもままならないのか……」

　正直、今すぐ少年に手を貸したい……。

　しかし、ギルド職員の忠告が、なによりも、少女の呆あきれ顔が、理性の襟えり首くびをしっかりと摑つかんで離してくれない。

　──すると、これまで一匹ずつ交互に攻撃をしていたハーピーが、二匹同時に少年へと襲い掛かる。ハーピーたちもこのままでは切りがないと気づいたのかもしれない。

「わッわッわッわッ！」

　オレンジの少年は慌あわてふためきながらも、どうにか二匹の同時攻撃を大おお盾たてで受け止める。

　しかし、小さな身体では踏ん張りが利かなかった。ハーピーの攻撃を凌しのいだ直後に「はうわッ」とその場に尻しりもちを突ついてしまう。

　それを見逃すハーピーたちではなかった。

　攻撃を終えた二匹が上昇するのと交代で、別の二匹が座り込むオレンジ頭の少年へと『キシャアアアアアッ』と嘶いななきながら勢い良く滑かつ空くうする。

「わ、わあああああッ──」

　オレンジの少年は立ち上がるのを断念して、大盾を亀かめの甲こう羅らのようにして地面に身を縮める。これが一匹ならば、体勢を立て直すチャンスもあったかもしれない。

　しかし、残念なことに一匹目の滑空攻撃で大盾が遠くに弾はじき飛ばされてしまった。

　無防備にさらされた少年の背中に二匹目の鋭利な鉤かぎ爪づめが襲い掛かる──

　──気づくと俺はホルスターの銀銃を抜き放っていた。




　クラフトスキル──【銀の刹那ライトニング・クラフト】




　即そく座ざ、紅あかく染まった左手が、銀銃を見る間に飲み込んでゆく。

　直後、蒼あおい右手から、長い銃じゆう口こうがズズズっと迫せり出してくる。

　俺は拳銃ハンドガンタイプの銀銃を素早く狙撃銃ライフルタイプへと変形させる。

　片かた膝ひざを地面に落として中腰で構え、少年の背中目掛けて滑空するハーピーに狙ねらいを定め──トリガーを引き絞る。

　瞬しゆん間かん、宙空に花が咲くように黄土色の羽根が舞った。

　同時、キャアアアアアッと悲鳴に似た声を上げハーピーが落下する。片翼の機能を失い地面で悶もだえている。

　──外したッ！

　翼を捉とらえたが、本当は眉み間けんを狙ねらったのだ。

　残りの三匹は仲間が突然落下したことに狼ろう狽ばいして、しばらく天井付近を慌あわただしく旋せん回かいしながら、周辺の様子を窺うかがっていた。

「此方こつちだ！　掛かってこいよッ！」

　俺が叫ぶとキシャアアアアアッとガラス球のような目を赤く光らせて、ハーピーが一いつ斉せいに飛んでくる。

　銀の狙撃銃ライフルをぐっと構えて引き付ける。息を吞のみ迫せまり来る先頭のハーピーに狙いを定める。

　ハーピーの中心線が射線と重なる──その一瞬を逃さない。俺は指先をぐっと押し込む。

　直後、透明な壁に激げき突とつしたかのように、ハーピーが空中で不格好に急停止する。そして、テーブルから落ちたジャガイモのようにどさりと鈍にぶい音を響ひびかせ地面に転がった。

「──よーしッ！」

　拳こぶしを握り締める。今度は間違いなくハーピーの眉間を撃ち抜いた。

　仲間が戦せん闘とう不能になるのを目まの当たりにした二匹は、急旋回して飛び去ってゆく。

　戦闘の終わりを確信して俺はフーっと安あん堵どの息を吐はく。そして、狙撃銃ライフルを左手に飲み込み右手からいつもの銀銃にして取り出すとホルスターに収める。

　実は跳ちよう弾だんだけではなく〝狙そ撃げき〟も俺は得意としていた。

　だが、狙撃銃をダンジョンで使用するのは今のが初だ。使用しなかった理由は二つ。

　ひとつは〝狙撃〟のほうが跳弾よりもコストパフォーマンスが悪いからだ。銀弾のサイズが跳弾のより長く大きく、一発だけの使い切りなのだ。

　それともうひとつ。あの居丈高な接近信奉者に跳弾であれだけコケにされたのだ。さらに遠距離からの攻撃などしようものなら、どんな誹そしりを受けるかわかったものではない。

「……ふう、危なかった──」

　瞬間、背後から肩をぐわっと〝何者か〟に鷲わし摑づかみにされる。息が止まった。

　振り向かずとも目に浮かぶ。〝少女〟が仔こ猫ねこのような丸い双そう眸ぼうを剣の切っ先のごとく剣けん吞のんに眇すがめて、薄紅色の唇の隙すき間まから牙のように尖とがった八重歯を覗のぞかせていることは……。

「──のう、のうて。釘を刺したはずじゃ。『本当に様子を見るだけじゃな？』と」

　ごくりと俺の喉のどが鳴る。

「で、お主、我に言うたな？　『他人の戦闘に首を突っ込むほど俺は馬ば鹿かじゃない』と」

　口を開く度に少女の爪が俺の肩口に食い込んでくる。痛いのである。だがとても「痛い」と文句を言える空気ではない。

「我はお主のことがようわかったわ──」

　少女は俺の肩に整った顔をぐいっと乗っけると、

「──お主はどれだけ甘ちゃんなんじゃ！　何ど処こまでお人ひと好よしなんじゃ！」

　俺の耳元で叫ぶ。少女の甲高い声が鼓膜を劈つんざく。耳の奥がキーンとなった。

「さあ言え！　『私は馬ば鹿かです愚か者です』と謝罪と自省を込めて我の目を見て言え！　我がいいと言うまで繰り返し言い続けろ！」

　耳を押さえながら俺が恨みがましく反論する。

「……いや、でも、目の前で危険な目に遭あってる人間を放っておけねえよ……それに、遠距離武器はハーピーとの相性も悪くないしさ、無む闇やみにってわけじゃなくて、勝算はちゃんとあったわけで……」

「偉えらそうに！　弱っちい人間は、生き残るために己おのれのことだけ心配しておればいいのじゃ！」

　女王様にぴしゃりと遮られる。

「……ふん、見よ。お主が余計な首を突っ込んだせいで〝仔犬〟が尻尾しつぽを振って走って来よったぞ」

　セレスティアがアゴを突き出す。

　見ると、重そうな鎧よろいをガチャガチャと揺らしながら、オレンジの髪の少年が満面の笑みを浮かべて此方こちらに走ってきていた。

　すると、足元の出っ張りに躓つまずいてオレンジの少年が顔からバタンッと地面に転ぶ。

　しかし、何事もなかったかのようにすぐに立ち上がる。鼻頭が少し赤くはなっているが、満面の笑顔のままだった。

　俺たちの目の前まで来ると、あどけない見た目通りの幼さの残る声で言う。

「あ、あの！　あ、危ないところを助けてくださって、ありがとうございました！」

　オレンジの少年は旋毛つむじが見えるほどに深々と頭を下げてくる。

　……なるほど、犬とは言い得て妙みようである。丸い顔、大きな目、いかにも人が好よさそうな雰ふん囲い気きは〝無む垢くな仔犬〟を連想させた。

「……いや、まあ、どういたしまして」

　老婆心ながら、少年の戦闘についてあれこれ感じたことを率直にアドバイスしたかったが、背中に突き刺さるプレッシャーに今は勝てそうにない。

「あー、えっと、《騎士ナイト》じゃないよな……？」

　唯ゆい一いつ、これだけは気になっていたので我慢できずに尋たずねる。

「は、はい！　ぼ、ぼくは《聖騎士パラデイン》なんです！」

　少年は大盾を嬉うれしそうにアピールしてくる。
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「あー、そう、《聖騎士パラデイン》なんだ……」

　道理で《騎士ナイト》にしては武器の扱いがイマイチだったわけだ。《聖騎士パラデイン》は《騎士ナイト》よりもさらに守りの特化した職業なのだ。確かガードスキルなんかも使えたはずだ。

　オレンジの少年はキラキラした瞳で真っ直ぐ見つめてくる。

　助けてもらったことがよほど嬉うれしかったのか、ダンジョンで他人と触れ合うのが久しぶりだったのか、まあ、理由はわからないが、気まぐれでパンの欠片かけらを与えたら捨て犬にすっかり懐かれてしまった時の少し申し訳ないような気分だった。

　できれば世間話のひとつくらいはしたいところだが、

「えっと……」

「あ、はい！」

「その、なんというか……」

「は、はい……？」

「…………」

「…………」

　余計なことを口にしたら、背後から蹴けりの一発でも飛んできそうでなにも言えなかった。

　すると、背後から『早くしろ』と言わんばかりにブーツの爪つま先さきでふくらはぎを蹴られた。結果的になにも言わなくても蹴られた。

「ま、まあ、そういうわけで、お、お疲つかれさん……」

「は、はい！　お、お疲れ様でしたッ！」

　オレンジの少年は再び旋毛つむじが見えるほどに頭を下げてから去ってゆく。

　去り際、俺に向かってお辞儀をするのに夢中で、こちらに来た時と同様、地面の出っ張りに躓つまずいてコケた。ただやっぱり満面の笑顔だった。

　なんとも危なっかしくて放っておけない感じの少年だった。

「あ、そう言えば、また名前を聞くのを忘れちまった……」

　遠ざかる少年を眺めながら何気なくそう呟つぶやく。

「……のう、のうて。お主は本当に己の軽率な行動を反省しておるのか？」

　不穏な声音である。女王様の説教タイムの幕開けだった。

　こうなってくるとなにがなにやら意味がわからないのだが、

「──あっさりと剣を抜くとは、信じられんほど浅はかでお人ひと好よしじゃ。素す性じようもわからぬ、しかも、鎧よろいに閉じ込められている相手の言葉を鵜う吞のみにするとは、そんなことでダンジョンで長生きできると思うとるのか？」

　セレスティアから、工房地下の件まで説教される始末だった。

「のう、のうて。我の話を聞いておるのか？」

「あー、うっせえうっせえ！　助けなきゃって思っちまったんだからしょうがねえだろ！」

「なにがしょうがないじゃ！　お主ごとき腕前の人間が、感情的に動いておったら命が幾いくつあっても足らんわ！」

　結局、次の《ヴィレッジ》で夕飯を食べるまで俺たちの口くち喧げん嘩かは続くのだった。













　　【７章】迷宮の門番







　ダンジョンには凶暴な魔物がわんさかといて、常にダンジョンの其そ処こかしらで危険な戦いがあり、その戦いの末に《迷宮探索者ソード・ブリンガー》が命を散らすことは珍めずらしくはない。

　俺おれが《迷宮探索者ソード・ブリンガー》の〝死〟に触れるのもこれが初めてではない。

　十階に来るまでに、いつ亡くなったのかわからない白骨化した遺い体たいを幾つも見かけた。有り合わせの材料で作られた十字架の墓も繰り返し見てきた。

　そして、事実、目の前にも《迷宮探索者ソード・ブリンガー》の死があった。

　正しくは死し闘とうの爪つめ痕あとだ。

　ただ引き裂かれた衣服、散乱する鞄かばんの中身、乾き切っていないおびただしい血けつ痕こんからして、魔物と戦った《迷宮探索者ソード・ブリンガー》が無事だとは到底思えなかった。

「……ふむ、〝アラクネ〟の仕業じゃな」

　通路の壁に張り付いた白糸を見やりながらセレスティアが断言する。

　──アラクネ、それは巨大な女じよ郎ろう蜘ぐ蛛もだ。白く粘り気のある糸で人間を搦からめ捕り身動きを封じ、息の根を止めると食料として蜘蛛の巣に持ち帰る。一度、その強きよう靭じんな糸に捕らえられたら、切れ味鋭い刃で以もつってしても脱出は不可能だ。

　床に散乱する衣服や鞄のデザインに俺は見覚えがあった。以前、ダンジョンの通路で世間話に花を咲かせた《貿易商マーチヤント》の女性の持ち物だった。

「──なんじゃお主ぬし、落ち込んでおるのか？」

「…………」

　確かに俺は落ち込んでいる。咄とつ嗟さに強がりも言えないくらいにはショックを受けていた。

「……ふん、だから言うたのじゃ。『他人と無む闇やみに関わるな』と。弱っちい人間なぞに構うな。時間の無む駄だじゃ。どうせすぐ死ぬ」

　セレスティアの口振りはひどく素っ気なかった。

「お前！　その言い方は──」

　すぐさま反論を試みるが、言葉は続かない。なぜなら、乱暴だが、セレスティアの言葉は間違いなくダンジョンにおける〝冷徹な現実〟だった。

　俺は人と関わることが無駄だとは思わない。だが、ダンジョンが『弱者が淘とう汰たされる場所』であることは理解している。

　それは《迷宮探索者ソード・ブリンガー》のみならず魔物にも言えることで、常に生き残るのは〝より強き者〟なのだ。

　俺は相手のことをほとんどなにも知らない。名前も知らない。

　それでも、残念でならなかった。

　感じのいい人だった。あのお姉さんが《剣けん都とシグルド》に店を出したら、本当に銀製品を売り込みたかった。きっといい関係を末永く築けたと思う。

　不意に脳裏に浮かぶのは、数日前にハーピーから助けたオレンジの髪かみの少年だった。

「ずいぶんと頼りなかったが、あの少年は無事だろうか……」

　期待してはいけないと自身に言い聞かせながら、それでも、再び元気な姿が見られたらきっと嬉うれしいに違いないと思った。







　十階のゲート前は人々で賑にぎわっていた。

「焼き立て！　熱々の！　豚ぶた串くしいかがっすかー！」

「あまーいあまーい水すい蜜みつ桃とう搾しぼり立てだよー！」

　ゲートへと続く通路には屋台がずらりと立ち並び、軒のき先さきからは香ばしい肉の焼ける匂においや果物の甘い香りが漂ただよってくる。祭りの縁えん日にちを俺に思い起こさせた。

　食べ物の屋台の他には、武具の手入れをする出張鍛か冶じ屋やや回復薬などを販売する薬屋などがあった。『門もん専せん』と呼ばれる《ゲートキーパー》を専門に倒す傭よう兵へいたちの詰め所なども数すう軒けんほど見られ、軒先では傭兵たちが談笑したり、カードゲームに興じていた。

「……最初の《ゲートキーパー》くらいは倒して当然ってことか」

　緊張感に乏とぼしいゲート前の雰ふん囲い気きはそれが理由なのだろう。

　俺はぴしゃっと両手で頰ほおを叩たたく。お祭り気分に吞のまれないよう気を引き締める。

　なにが起こってもおかしくないのがダンジョンだ。特に俺のような新米は絶対に慢まん心しんすべきではない。

「のうのう、お主ぬしよ、喉のどは渇かわかぬか。『搾り立て果汁』という実に芳かぐわしい飲み物があそこに売っておるのじゃが、お主が飲みたいというのなら我われも付き合わんでもないぞ？」

　だが、周囲のお祭り気分にすっかり吞まれ、さらにジュースまで飲もうとしている人物のせいで、せっかく入れた気合いも台無しである。

「まあ、別に、我はそれほど喉は渇いておらんがの……」

　澄すまし顔を作ってはいるが、仔猫のような丸い瞳の輝きまでは隠し切れない。

　百年以上も鎧よろいに閉じ込められていたからか、元来そうした性格なのか、女王様は好奇心旺おう盛せいだった。特に美お味いしそうな食べ物と高そうな剣に関しては貪どん欲よくだった。

　……ダメだと言ったら機嫌を損ねるのは目に見えている。《ゲートキーパー》との戦いを前に少女と言い争って余計な体力は消耗したくない。

「言われてみれば、喉が渇いているかもな……」

「そうじゃろ。なにか飲みたいじゃろ」

「あー、でも、種類が多すぎて俺にはなにを買っていいのかさっぱりわからねえよ。仕方がないから無料の水で我が慢まんするぜ」

「た、戯たわけ者めッ。簡単に諦あきらめるでない。仕方がないのう。我が見み繕つくろってやるわ」

「え、本当、じゃあ、これニーベルング硬貨な。お前のセンスを信じて任せるぜ！」

「待っておれ！　我がこの中で一番美お味いしい飲み物を手に入れて来てやるでのう！」

　そう少女は屋台の並ぶ通りに喜び勇んで駆けてゆく。まんまと〝使いっ走り〟にされたとも知らずに。それでいいのか女王様。

「まあ、本人が楽しそうだからいいか……」

　嬉うれしい誤算だと歓迎すべきなのだろう。俺はセレスティアのことを第一印象ではもっと非常識な奴やつだと思っていた。

『欲しいものはなんでも力ずくで奪い取る』

　それくらい危あやうい奴だと思っていた。だから、《剣都シグルド》でちゃんとお金を払って服を買ってきたことは意外だった。人の金を無断で拝借してだが。

　──でも、俺だけは知っている。

　擦すれ違う誰もが、十五歳くらいの少女としか見ていない人物が《剣の女王》という名の桁けた外はずれの力を持つ存在だということを。

　少女がその気になればおそらく『奪い取れないものはなにもない』ということを……。

　──では、少女が実力行使をしないのはなぜか。

　俺が思うに、少女は〝普通〟を楽しんでいるんじゃないだろうか。

　眩まばゆい純白のドレスを身に纏まとい、光り輝く魔剣を自在に操る少女が本気を出せば、すぐにでも最下階に辿たどり着けそうなものだが、セレスティアはそれをしない。

　平生の発言からして、少女が最も優先するのはあくまでも『女王としての自分』で、物事を判断する絶対的な基準は『強いか弱いか』だ。

　つまり、現在の状況は、興味がなくなれば簡単に捨てられる程度のものなんじゃないだろうか。俺の存在も含めて──。

　──そんなことを考えている最中だった。

「ん？　あれは……」

　少女が姿を紛まぎれ込ませた屋台通りの人混みから入れ替わるように、覚えのある顔が現れる。特徴的なオレンジの髪の色をした《聖騎士パラデイン》の少年だ。

　目が合う。オレンジの少年は俺に気づくと微笑ほほえみ、ぺこりとお辞儀をする。

　先日、無事を祈ったばかりということもあって、少年の姿に自然と気持ちが高ぶった。

　オレンジの少年は俺に駆け寄ってくると、開口一番、真剣な面おも持もちで言う。

「あ、あの！　先日のお礼をさせてください！」

「そんなのいらねえよ。俺が勝手に加勢しただけだしさ……」

「でも、ぼくは本当に嬉うれしかったんです！　ど、どうか受け取ってください！」

　オレンジの少年は腰の革袋から赤色の液体が入った小こ瓶びんを取り出し、両手で差し出してくる。高級回復薬《ロイヤルプシュケ》だ。以前、宝箱から手に入れたのより上等な代しろ物ものだ。

「……これ、高いやつだろ。申し訳なくって受け取れねえよ」

「いえ、構いません。ぼくにはもう必要のないものですから……」

　そうオレンジの少年が顔を伏せる。なにやら、のっぴきならない事情がありそうだ。

　女王様から『他人と無む闇やみに関わるな』との言葉が思い出される。

「あ、あのさ……」

「あ、はい……」

「俺でよかったら話……聞くぜ？」

　だが、雨に濡ぬれた仔こ犬いぬを放っておけないのと似た心境である。元気のない少年を無下にはできなかった。

　二人して近くのベンチに腰掛ける。オレンジの少年は視線を足元のブーツに落とす。

「実は、ぼく……今日でダンジョン探たん索さくは諦あきらめて、地上に戻ろうと思いまして……」

「なんで？　ここまで来てどうして？」

「が、頑張って、十階まで来たんですけど……せ、先日も助けて頂いたように、ぼく、弱くって……ひとりじゃ《ゲートキーパー》を倒すなんて無理だなって……」

「あー、そう……だったら、『門もん専せん』は？　傭よう兵へいを雇って即そく席せきのパーティで臨のぞめばどう？」

　門専を雇えば本人が戦う必要もないはずだ。ただ少年は《聖騎士パラデイン》だ。パーティの仲間を大おお盾たてで守護する〝前ぜん衛えい職しよく〟なのだ。さすがに後ろで見ていろとは言えない。

「えっと、雇えるほどの持ち合わせが、もうなくって……」

「あー、そう……じゃあ、あれだ！　ギルドに戻って同じようにソロで《ゲートキーパー》に挑もうとしてる《迷宮探索者ソード・ブリンガー》をパーティ掲示板で募集してみたらどう？　ほら、前衛職って人気だしさ、魔法系の後衛職が名乗りを上げてくれるかもだぜ？　なんだったら、そのまま十階以降も一緒に旅をすれば道中も安全だしな！」

　旅の目的はなんにせよ、ダンジョンでの生存率を考えたら旅の仲間はいるに越したことはないはずだ。これはギルド職員の受け売りだが、俺も実感としてそう感じている。

　まあ、戦せん闘とうを遠巻きに眺めるだけでまったく手を出すことはなく、

『ゴブリンごときまだ倒せんのかー？　いつまで待たせる気じゃー？　このままでは我は化石になってしまいそうじゃー』

　と口だけはよく出す奴やつを旅の仲間と呼んでいいのかは不明だが。

「じ、実はこれまで何度もパーティを募集してみたんですが……」

「え……？」

「ぼ、ぼくのような小こ柄がらで頼りない《聖騎士パラデイン》とは誰も組んではくれなくって……ギルド職員の方にも『正直、難しいですね』って言われちゃいまして……」

「あー、そう……」

　なるほど。道理でダンジョン探たん索さくをひとりでしていたわけだ。

　確かに〝壁かべ役やく〟はヴィンセントのような長身の男のほうが安心感はあるだろう。小柄でもドワーフのように筋肉質なら別だが、少年はそのどちらにも当てはまらなかった。

「なんか、すみません……」

「あ、いや、俺こそごめん……」

「…………」

「…………」

　気き不ま味ずいのである。元気付けるつもりが余計に落ち込ませてしまった。

　だが、瞬しゆん間かん、俺の脳裏にはひとつの明確な解決策が浮かんだ。問題はそれを口にするかどうかだけだった。

「あ、あのさ！」

「は、はい！」

「もしよかったらだけどさ！　俺と一緒に────冷たッ！」

　咄とつ嗟さに首だけ捻ひねって振り返る。すると、首筋に冷えた容器が押し当てられていた。この甘く爽さわやかな香りは『水すい蜜みつ桃とうのジュース』だろうか。さらに視線を上げる。

　其そ処こには俺のことを路ろ傍ぼうの石ころのように、無感情に見下ろす見み目め麗うるわしい少女が立っていた。

　少女がアゴで『こっちに来い』と合図して踵きびすを返す。

「あ、悪い。ちょっと待っててくれ……」

「あ、はい……」

　俺は少年に断ってベンチを立つと、少し離れた別のベンチでぶすっとした表情でストローを咥くわえ『水蜜桃のジュース』をズズッと音を立てて飲む少女の隣となりに腰を下ろす。

　直後、少女から体当たりされ俺はベンチから無様に転げ落ちた。

「な、なにすんだよ！」

「愚おろか者に座る権利なぞないわ。魔物除けのカカシのように真っ直ぐ立っておれ」

「……なに怒ってんだよ？」

「な、なにを怒っとるじゃと!?　お主は本当に馬ば鹿かじゃのッ。自分がなにを口走ろうとしとったか我の目を見て言うてみよッ！」

「あー、それか……」

　俺は思わず視線を逸そらしてしまう。

「お主は事もあろうに、あの弱っちいのに『パーティを組もう』と提案しようとしとったじゃろうがッ！」

　その通りだ。少年の問題を解決する一番の方法がこれだと俺は思ってしまったのだ。

「なにが問題なんだよ！　一緒に戦う仲間が増えて困ることはねえだろ！」

「余計な世話を焼くなと言うとるんじゃ。諦あきらめるという彼奴きやつの判断は賢明じゃ」

「賢明だって？　違うね！　落ち込んでんだぞ？　諦めきれねえからだろ？」

「戯たわけめッ。じゃから、お主は浅はかじゃと言うのじゃ」

　セレスティアが飲み終えた空の容器を握り潰つぶす。

「お主が助けたとて、弱い彼奴はいずれ〝死ぬ〟ぞ？」

　セレスティアの冷れい徹てつな言葉に、俺は息を吞のむことしかできない。

「それとも、お主には手を差し出しておいて寸前で引っ込め、それどころか、谷底に突き落とすような趣味でもあるのか？」

「止やめろよ！　嫌いや味みな言い方すんなよ……」

　俺だって気づいているさ。戦せん闘とうを見る限り、あのオレンジの少年がこのダンジョンで長生きできるとは思えないって……。

　認めたくはないが、善意が結果的に悪意になってしまうこともあるのだろう。

「のう、なにもダンジョン探たん索さくだけが人生ではあるまい？　地上で平和に暮らすのが弱っちい彼奴の幸せじゃとは思わぬか？　愛あい嬌きようだけはありそうじゃしの。花屋でもやったほうが遙はるかに有意義じゃて」

　言い返す言葉などあるはずがない。ぐうの音も出ないほどの正論だ。

　黙りこくる俺の肩をセレスティアがばちんっと叩たたく。

「さあ、快こころよく地上に送り出してやれ」

　俺は小さく息を吐はくと、少年が待つベンチに戻る。俺の姿を見つけると、オレンジの少年はベンチから直立に立ち上がる。

「えっと……」

「あ、はい……」

　俺はひとつ大きく息を吸い込むと。意を決して告げる。




「よかったら俺と一緒にパーティ組まねえか？」




「……え？」

　オレンジの少年が目を丸くする。

「ぼ、ぼくなんかで、いいんですかッ!?」

「いやー、実は俺も新米探索者でさ、初めての《ゲートキーパー》戦がひとりってのはちょっと心細いなって思ってて、誰か一緒に戦ってくんねえかなって思ってたところなんだよ」

「は、はひッ！　はいッ！　ぜひ、ぜひ！」

　オレンジの少年の幼い顔にパーッと笑顔の花が咲く。

「じゃあ、パーティ結成ってことで。俺はアレク・ヴォルフガング。よろしくな！」

　俺が手を差し出すと、命の恩人にでも出会ったかのような勢いでオレンジの少年の小さな両手が重ねられた。

「あ、あの、ぼ、ぼくは『レヴィ・レンブラント』と言います！　十六歳です！」

「え、十六歳なの？　俺と一歳差なの？　もっと年下かと思ってたぜ……」

「……ハア、頼りなくってすみません……でも、一生懸命頑がん張ばりますので、どう、どうぞよろしくお願いします！」

　そうして、初めて会った時のようにレヴィ・レンブラントと名乗る少年は、旋毛つむじが見えるくらいに深々とお辞儀をする。

「ぼ、ぼく、荷物を取ってきます。待っててください。すぐに戻りますから！」

　少年は飛び跳ねるような足取りで人混みに消えてゆく。あんなにも喜んでくれるなんて、思い切って提案してよかったと心から思えた。

　もっとも、喜びは束の間。すぐに背後から痛いくらいに強く腕を握られる。

「──小僧ッ、これはどういう了見じゃッ!?」

　少女の目を見た途と端たん、身体がブルッと震える。双そう眸ぼうの鋭さが先ほどまでの比ではない。

「この剣の女王たる我をコケにしておるのか？　返答次第ではただではおかぬぞッ！」

　セレスティアの握力がさらに強まる。皮ひ膚ふを通り越して骨が軋きしむ。本気を出されたらあっさり骨が砕くだけ散りそうだ。

　だが、骨が砕けようとも譲れない気持ちが俺にもある。

「うっせえ！　これは俺が決めたことだ！　とやかく言うんじゃねえ！」

「な、なんじゃその言い草はッ！　我はお主のことを──」

「──俺は《ソードラビリンス》に来たことを後こう悔かいしてねえ！」

　俺はセレスティアの丸い目を真っ直ぐ見つめる。

「酒場でお前に最下層を目指すと豪語したのだって噓うそじゃねえ……あのまま地上で死んだように生きてゆくよりも、ダンジョンで精一杯生き抜く人生のほうが俺はずっと……」

　確かにダンジョンに来てからは死と隣り合わせの毎日だ。だが、それはこれまで地上で一度だって感じたことのない充実した毎日なのだ。

「……だから！　お前の言う『弱いから諦めろ』なんて意見を意地でも俺は認めたくねえの！」

　それを認めてしまったら俺だってダンジョンにはいられない。

　瞬しゆん間かん、セレスティアはパッと手を離してハアーっと大きな溜ため息いきを零こぼす。

「お主はどうしようもないガキじゃのう……」

　先ほどまでの怒りはどこへやらセレスティアがすっかり呆あきれていた。

「ただの勢いではなかったのか……。小僧が最下層とは、ニワトリが大空に羽ばたくのを夢見るくらい分不相応な目標じゃ」

「駄だ目めじゃねえか。ニワトリだったらどんなに努力しても飛べねえだろ……」

「いや、お主は鳥頭じゃがニワトリよりは希望があるぞ。なぜなら、我という美しい羽根を持ち大空を自由に飛び回れる〝霊れい鳥ちよう〟と出会えたのじゃからのう」

　そう得意げな顔で少女は、鳥の羽ばたきのつもりかスカートの裾すそを摘つまんでフワリと広げてみせる。しかし、すぐにジト目を向けてくる。

「……じゃが、彼奴きやつは駄目じゃ。あれは〝ヒヨコ〟じゃ。足手まといにしかならぬぞ？」

「いや、ヒヨコだからこそ、希望があるんじゃねえの？　人間ってのは成長するんだぜ？」

　十七年間しか生きてない俺が百年以上生きている相手に『成長』なんて口にするのは図々しくはあるが、『生きるために今よりも強くならなければいけない』というのは紛まぎれもない事実だろう。それは誰よりも俺自身に言えることで……。

「お、お待たせして、す、すみませんでした！」

　すると、身体の二倍はあろうかという大荷物を背負った少年レヴィ・レンブラントが、満面の笑顔で走り寄ってくる。

　直後である。路ろ傍ぼうの石ころに躓つまずいて顔面から地面に転んだ。

「……ほう、面おも白しろいの」

　少女は双そう眸ぼうを細め、手つかずのジュースをズズズッと音を立てて飲む。

「あー、なんだかんだで十階までひとりで来たわけだしさ……」

　通りの人たちに助け起こされる小こ柄がらな少年を目まの当たりにして、強気に言い返せるほど俺の人生経験は豊富じゃなかった。

　それに『あ、それ俺の分のジュースだろ！　なに飲んでんだよ！』とジト目の少女に突っ込めるほど図太くもなかった。

「……だ、大丈夫だよ。うん、戦せん闘とうになればやってくれるさ」

　通行人にお辞儀する度にリュックの中身を地面に落っことすおっちょこちょいな少年を見ながら、ちょっとだけ早まったかもしれないと後こう悔かいするのだった。







　受付カウンターの向こう側から、制服姿の若い女性がにっこりと微笑ほほえみ掛けてくる。

「ようこそ！　十階ゲートへ！　ご利用は三名様でしょうか？」

「……あ、いえ。二名で」

「我は付き添いじゃ」

「わかりました。丁度、今は〝闘とう技ぎ場じよう〟が空いてますね。すぐに行かれますか？」

「……レヴィ？　大丈夫だよな？」

「あ、はい！　アレクさん！　ぼ、ぼ、ぼく！　が、が、頑張りましゅ！」

　言葉を嚙かむほどにレヴィは緊張でガチガチである。

「……えっと、初挑戦でしょうか？　もしアドバイス等が必要でしたら無料ですのでお気軽にどうぞ」

　見かねた女性職員から気を遣つかわれる始末である。

「あ、いや、大丈夫。このまま行きます」

　レヴィはあまり大丈夫そうではないが《ゲートキーパー》戦の打ち合わせはもう十分にした。後は実戦あるのみだ。

「では、ご武運を！」

　笑顔の受付の女性に見送られ俺たちは〝闘技場〟に向かってダンジョンの通路を進む。なんだかサーカス小屋にでも通される気分だ。

「むう、小腹が空いたのう。屋台で『野の豚ぶたの串くし焼やき』でも買こうてくるんじゃった……」

　名残なごり惜おしそうに来た道を振り返る少女は、サーカス小屋にやって来た客そのものであった。

　どうにも、これから命懸けの戦せん闘とうをするという気にならない。まあ、お陰かげで緊張とは無む縁えんではいられるわけだが。

　これは当然と言えば当然なのだが、地上から最も近い最初のゲートの通行人の量は《ソードラビリンス》で最も多い。同時に《ゲートキーパー》と《迷宮探索者ソード・ブリンガー》が最も多く戦闘することを意味する。

　そして、血けつ気き盛さかんな《迷宮探索者ソード・ブリンガー》たちが一箇か所しよに集つどえば起こるのはいつだってトラブルである。

　ギルド職員が最初のゲートを管理するようになったのは、そうした《迷宮探索者ソード・ブリンガー》同士の無用なトラブルを避さけるためだった。

　俺たちが向かっているのは〝闘技場〟と呼ばれる《ゲートキーパー》と戦闘するためのゲート前広間のことだ。

　俺とレヴィの作戦は至ってシンプルである。

　壁かべ役やくのレヴィが《ゲートキーパー》を引きつけひたすら防御して、俺が隙すきを見て遠距離から狙そ撃げきするというものだ。

　レヴィは、身の丈の二倍近い長さのあるランスを両手で握り締めながら、申し訳なさそうに漏もらす。

「す、すみません、ぼ、ぼくが、ランスの扱いが苦手なせいで、攻撃面の負担をアレクさんに全部押し付けることになってしまって……」

　傷だらけの防具と比べて新品同然のランスが、レヴィの腕前を雄弁に物語っている。

「……クククッ〝無用の長ちよう物ぶつ〟とはまさにこのことじゃな！」

　セレスティアが腹を抱かかえて笑っているので「パニシュ！」と唱えて黙らせる。

「あ、頭があああああ、頭が割れるうううううッ！」

「せ、セレスティアさん!?　ど、どしたんですか！」

「あー、平気平気。時々、犬が背中を地面にグリグリやるあれみたいなもんだから」

　床に転がるセレスティアを心配そうに見やるレヴィの背中を押す。

　背後から「だ、誰が犬じゃッ！　調子に乗りおって！　望み通り嚙かみ付いてやろうかッ！」など罵ば詈り雑ぞう言ごんが聞こえてくるが無視である。

　俺たちは闘技場と呼ばれるゲート前広間へと踏み出す。天井が高く明るい空間が目の前に広がっていた。広間の中央には俺の背丈の三倍はあろうかという大きな墓ぼ碑ひが建っている。

　そして、奥の壁かべ際ぎわには金属製の大きなゲートが見える。あのゲートの先に〝二層〟に続く階段があるのだ。

　ゲートを開く〝鍵かぎ〟はただひとつ──《ゲートキーパー》を倒すことだった。

　隣で強こわ張ばった表情を浮かべるレヴィの装備はハーピー戦の時から変わりない。

　……あ、いや、あの時より状態は劣化しているか。

　特に大盾ラージシールドは以前よりも明らかに傷だらけだ。俺と別れた後、ダンジョンで苦労したのだと容易に想像できる。

　レヴィの鎧よろいはいわゆる〝鉄製のプレートメイル〟だ。名前の通り鉄板プレートを繫つなぎ合わせて造られた鎧で、高い防御性能を持ち魔物の強烈な攻撃からも身を守ってくれる。

　ただ重量や動作制限があるため、回かい避ひ性能は俺のような軽装備よりも劣る。もちろん、そのための〝大盾〟だ。

　回避ではなく魔物の攻撃をしっかりと受け止め戦うのがスタイルだ。《聖騎士パラデイン》は《騎士ナイト》や《前衛戦士ウオーリア》などと同様にパーティにおいて、いわゆる〝壁役〟を担になう立場にある。

　ギルド配布のガイドラインによれば、壁役の活躍はパーティが効率的に機能するために必須らしい。特に後こう衛えい職しよくにとっては、壁役の技量が自身の生存率にも大きく関わってくるので重要とのことだ。

　これは『ヴィンセントがもし壁役だったら……』と想像したら、パーティ初経験の俺にもすんなりと理解できた。

　ゆえに、壁役はどこのギルドの『パーティ募集掲示板』でも引っ張りだこの人気者だ。

　ただ〝壁役〟とは別の言い方をすれば〝潰つぶれ役〟だ。

　時にその身を挺ていしてパーティの仲間を守護する〝常に死と隣り合わせ〟の危険な職種である。どうしても絶対的数は少なくなる。

　だからこそ、引っ張りだこなのだが、《聖騎士パラデイン》なのにレヴィにさっぱりお声が掛からなかったのは、うん、つまり……そういうことだ。

　俺はどうにも疑問だった。

　小柄のレヴィに《聖騎士パラデイン》が似つかわしい職種とは到底思えない。

　別の職種を選んだほうがパーティにも誘われやすいだろうし、単独行動での生存率も高まると思う。

　たとえば《狩人ハンター》なんかどうだろうか。

　短剣や弓なら小こ柄がらなレヴィでも武器の大きさを持て余すことはないだろう。《魔術師ウイザード》は素養が必要らしいが、後衛職って選せん択たく肢しだって悪くないはずだ。

　もちろん、職種選択は武器同様に、本人の意志や相性が最も重要だとは思う。

　ドワーフの《聖職者クレリツク》がいてもいいと思うし、エルフの《騎士ナイト》がいたって不思議ではないのだ。

「でも、鎧よろいからして《聖騎士パラデイン》にこだわる事情がありそうだよな……」

　レヴィの鎧は買った当初は光沢があったのだろうが、現在はくすんだ灰色をしている。だから、パッと見はみすぼらしい。しかし、使用されている鉄の質やデザインは悪くない。いや、むしろ、かなりいいと思う。

　鎧の胸きよう甲こう部分に〝ユニコーンの紋もん章しよう〟が刻印されている。おそらく有名な《黒鉄の鍛冶師ブラツク・スミス》ないし鍛か冶じ工房の作品に違いない。

　レヴィの装備品は決して安物じゃない。少なくとも、庶しよ民みんが気軽に買えるような代しろ物ものとは思えなかった。

　胸甲に手を当て深呼吸を繰り返すレヴィの肩当てにポンッと手を置く。

「打ち合わせ通り攻撃は俺に任せて、レヴィは守備に集中してくれればいいぜ」

「が、頑張ります……」

「心配すんな！　《ゲートキーパー》は一体だけだが、俺たちは二人だ。ひとりじゃないんだ」

「は、はい！　アレクさん！」

　途端にレヴィが甘い飴あめ玉だまみたいに瞳を輝かせる。気持ちはとてもわかる。

「ふん、二人でようやく一人前じゃからのう」

　背後でセレスティアが苦い飴玉みたいに瞳を輝かせている。気持ちはわかりたくもない。

「あ、えっと、戦う前に〝ガードスキル〟だけ使わせてください」

「お！　そんなの使えるのかよ！　レヴィやるな！」

「えへへ、使いますね」




　ガードスキル──【霧の加護ミスト・ガード】




　レヴィがスキルを発動させると、周囲の空気が俺の全身に薄布ヴエールのように纏まとわりついてくる。心なしか肌がひんやりとした。

「初歩のスキルなので、効果はあまり期待しないでください……ぼくのレベルがもっと高ければ、もう少し役立つスキルを使えるんですが、すみません……」

「十分さ。《銀の鍛冶師シルバースミス》の俺には使えねえスキルだしな」

　こうした些さ細さいな遣やり取りが妙みように嬉うれしい。一緒に戦う仲間がいるってのは悪くなかった。

　思えば、レヴィに気を遣わせまいと咄とつ嗟さに『ひとりってのはちょっと心細い』と口にしたのだが、案外、俺の本心だったのかもしれない。

　俺は腰のホルスターから銀銃を抜き放つと、手に馴な染じませるように数回クルクルと回す。

　広間にはろくな反射物がない。跳ちよう弾だんの出番はなさそうだ。

　クラフトスキル──【銀の刹那ライトニング・クラフト】

　銀銃を左手に飲み込ませ右手から狙撃銃ライフルに変形させ取り出す。それを見てレヴィが目を丸くする。

「す、凄すごいです！　アレクさん！」

「そ、そうか？」

　この程度は《銀の鍛冶師シルバースミス》にとっては初歩の初歩なのだが、こうまで感激されるとちょっと照れくさい。

「ふん、吞のん気きなことじゃ。お主らはこれからピクニックにでも出掛けるのか？」

「うっせえ！　わかってるよ！」

　俺はひとつ短く息を吐はく。

「さあ、行こうか」

「……はい」

　俺たちは大きな墓碑が建つ広間の中央へと進む。

　墓碑銘エピタフだろうか。墓碑の表面には、聖刻文字ヒエログラフがびっしりと刻み込まれていて、目の高さには、丁度〝人の掌てのひらの形をした窪くぼみ〟があった。

　俺はレヴィに目で合図してから、窪みに手を入れ強く押し込む。

　すぐに、石いし臼うすが穀物を脱だつ穀こくしているような音が墓碑から響いてくる。すると、砂すな煙ぼこりを舞い上げながら墓碑の表面が扉のように徐々に開いてゆく。

　やがて砂煙の向こう側から、甲かつ冑ちゆうに覆おおわれた足が現れ、重い音を立て地面を踏み締める。続いて兜かぶとの角がヌッと伸び〝髑しやれ髏こうべの顔〟がお目見えする。

　俺たちの視界にヌラリと姿を現したのは墓碑に見合った〝巨大なスケルトン〟だ。

　手には身体のサイズ同様の大きな半月刀シミターを装備していた。

　これが十階の《ゲートキーパー》──『ジャイアントスケルトン』であった。







　スケルトンはアンデッドタイプの魔物である。

　サイズは様々で形態も必ずしも人型とは限らない。動物タイプのスケルトンもいる。噂うわさではダンジョン深層には、竜タイプの『スカルドラゴン』なる魔物もいるらしい。

　今回、俺たちの目の前に現れたのは人型のスケルトンだ。

　人型のスケルトンとの戦いは初めてじゃない。十層に来るまでに三回は戦せん闘とうしたが、スケルトンは遅く脆もろく、正直、一度だって苦戦はしなかった。

　これはガイドラインにも記してあることだが、スケルトンは斬ざん撃げき武器への耐たい性せいは高いが、打撃や魔法への耐性は低い。銀ぎん弾だんの〝魔を祓はらう〟効果は魔法に限りなく近いし、射撃は斬撃よりも打撃に近い。銀銃使いの俺にとってスケルトンはお得意様だった。

「……でけえな、おい」

　ただ道中のスケルトンはこれほど大きくはなかった。

　俺の三倍、レヴィからしたらさらに大きな背丈のスケルトンだ。しかも、分厚い鎧よろいを身に付け巨大なシミターを手にしている。

　とても銀弾一発程度で倒れてくれるとは思えなかった。

　だが、怯ひるんでいる暇ひまはない──

「──レヴィ！　行くぞッ！」

「は、はいッ！」

　既すでにスケルトンがレヴィに向かってシミターを大きく振りかぶっている。

　背丈に比例してジャイアントスケルトンの攻撃レンジは広い。しかも、得物は巨大なシミターだ。本来、シミターとは刀身が湾わん曲きよくした細身の片手剣なのだが、目の前のそれは幅広のクレイモアくらいに見える。薙なぎ払えばさながら竜巻のごとくであろう。

　咄とつ嗟さにレヴィが大おお盾たてをスケルトンに向かって構える。同時、空気を切り裂さく音が鳴った。

「──は、速ぇぞ！」

　瞬しゆん間かん、金属と金属がぶつかり合う衝撃音が広間に響く。防御は間一髪だ。

「わあああああああああああ」

　レヴィが大盾を抱えたまま棒っ切れのように地面を二回三回と転がった。

「だ、大丈夫か！　レヴィ！」

「はい！　だ、大丈夫です！」

　レヴィはすぐに立ち上がる。安あん堵どの息を吐はく。

　大柄なくせにスケルトンの斬撃はえらく鋭い。動きもこれまで見たどのスケルトンより素早い。しかも、力は見た目通りにあるというのだから、厄やつ介かいな相手だ。

　伊だ達てに《ゲートキーパー》をやっちゃいないってことか……。

「……こりゃ長引かせてもいいことねえな」

　俺にとって長期戦は上等だ。遠距離武器は『ヒット・アンド・アウェイ』こそが真しん骨こつ頂ちよう。

　だが、レヴィはどうだ。重装備で長期戦に耐たえられるのか……。

　俺はスケルトンの頭ず蓋がい骨こつに狙ねらいを定める。

　まずは頭だ。頭さえ吹っ飛ばしてしまえば、道中のスケルトンがそうだったように行動を制限できるはずだ。動きを止めて、鎧の隙すき間まを狙い澄すまして骨を撃ち砕けば、完全な行動不能に追い込めるだろう。

　──ところが、予定通りには進まないのがダンジョンでの戦せん闘とうというものだ。

「あぐわッ！」

　レヴィが二度目の斬ざん撃げきを大おお盾たてで受け止める。しかし、斬撃の威い力りよくに踏ん張りきれずに地面に背中から叩たたき付けられる。

　此こ処こぞとばかりにスケルトンはひっくり返った亀かめのレヴィにシミターを振り下ろす。

　瞬間、広間にチュンッと鋭い金属音が鳴り響く。

「わあああああ──あ、あれえ？」

　湾わん曲きよくした刃は、仰あお向むけに大盾を構えるレヴィからたいぶ離れた地面に突き刺さる。

　俺の初しよ弾だんが捉とらえたのは〝シミターの腹〟だ。銀ぎん弾だんで斬撃の軌道を咄とつ嗟さに逸そらしたのだ。

「あ、アレクさん！」

「レヴィ！　今のうちに立ち上がれ！」

　俺は新たな銀弾を狙撃銃ライフルに装そう塡てんしながら叫ぶ。

　攻撃の邪魔をされたことに腹を立てたのだろうか。スケルトンの〝がらんどうの双そう眸ぼう〟から俺を見つめてくる。すぐに猛もう牛ぎゆうのごとく俺に向かって大おお股またで突進してくる。

「こっち来いよオラァ！」

　願ったり叶かなったりだった。スケルトンはでかい図体で射線上を真っ直ぐ走ってくる。頭ず蓋がい骨こつの眉み間けんに狙いを定めるのは実に容た易やすかった。

　しかし、俺の指先はトリガーを引き絞しぼる直前に急停止する。

「……えッ!?」

「アレクさんには攻撃させないぞお！」

　突進するスケルトンと俺との間に、大盾を構えたレヴィが果か敢かんにも割って入って来たのだ。

「ちょ、レヴィ──」

「はうわッ！」

　スケルトンの突進を受けて、坂道に落としたオレンジのようにレヴィは地面を跳ねる。

　直後、地面に這はい蹲つくばるレヴィにスケルトンがシミターを振り下ろす。即座に俺がシミターを狙そ撃げきして軌道を逸らす。まるで先ほどのデジャヴだった。

　結局、似たようなシチュエーションがさらに数回繰り返されることになった。

　俺にとって唯ゆい一いつ幸いだったのは、シミターが幅広で狙いやすかったことくらいで、順調に戦闘時間は長引き、銀弾は確実に減ってゆく。はっきり言ってジリ貧だった。

　レヴィは悪くない。むしろ足を引っ張っているのは俺だった……。

　レヴィは与えられた役目を必死にこなそうとしているだけだ。それなのに俺はレヴィのことが気掛かりで、攻撃にまったく専念できていなかったのだ。

　ひどい話、自分からパーティに誘ったくせに、俺はレヴィの力量をまったく信用していなかった。

「……どうするよ」

　不意に背後から鈴の音のような笑い声が流れてくる。

「苦戦しておるのう──」

　視界の端はしにしたり顔の少女が映る。少女の濃い睫まつ毛げに縁ふち取どられた双そう眸ぼうが、口端を上げた薄紅の唇が『ほれみたことか』と言っていた。

「……あのやろう！」

　カッと頭に血がのぼる。怒りが俺を奮ふん起きさせる。

　クラフトスキル──【銀の刹那ライトニング・クラフト】

　俺は瞬しゆん時じに狙撃銃ライフルを銀銃に戻す。

「レヴィ！　俺に向かって全力で走って来いッ！」

「え？　なんでです……」

　レヴィは戸惑いの声を漏もらす。

　当然だ。最初の打ち合わせで、壁役のレヴィが《ゲートキーパー》を引きつけ、俺に絶対に近づけさせないという手はずだったのだから。

「いいから！　走って来いッ！　俺を信じろッ！」

　さらに叫ぶ。俺の脳裏には必勝のアイデアが浮かんでいる。

「は、はい！」

　即そく座ざ、レヴィはランスをスケルトンに向かって放り投げる。スケルトンがランスを払い除のける僅わずかの間を利用して踵きびすを返す。

　レヴィはスケルトンに背を向けると、小柄な身体に不ふ釣つり合あいな重装備を揺らしながら俺のほうへと必死で走ってくる。

　もちろん、レヴィを追いかけてスケルトンも俺に向かってやって来る。

　直後、俺の視線の先でレヴィとスケルトンが一直線に重なる。俺は待っていた。この規則正しい状況が生まれるのを──

　俺は連続して三回、トリガーを引き絞しぼる。そして、すぐに俺も全力で走り出す。

　銀弾は一発、二発、三発といずれも、レヴィの脇わきを、スケルトンの脇を股また下したを、擦すり抜け遙はるか後方へと飛んでゆく。

「レヴィ！　こっちだッ！」

　俺は先ほどの位置から真横に走りながらレヴィを〝目標地点〟に誘導する。ところが、予定通りレヴィが俺の元に到着すると思った矢先である──

「──え？　れ、レヴィッ！」

「あわわわわわわわわわわッ！」

　なんと目の前でレヴィが足を縺もつれさせたのだ。

　俺の胸元にオレンジ色の頭がボールのように飛び込んでくる。慌あわてて受け止めるも、勢い余って俺とレヴィは絡まり合って地面に転倒してしまう。

　その際に、レヴィは大おお盾たてを、俺は銀銃を、それぞれ地面に取り落としてしまった。

　残念ながら、《ゲートキーパー》は無様に倒れた丸腰の《迷宮探索者ソード・ブリンガー》が立ち上がり武器を拾うのを待ってくれるようなお人ひと好よしではない。

　瞬間、シミターが地面に折り重なる俺たちの頭上へと躊ちゆう躇ちよなく振り下ろされる。

「う、うわああああああ！」

　悲鳴を上げながらレヴィが俺にしがみついてくる。俺は馬乗りで覆おおい被かぶさってくるレヴィの肩口から見つめていた。スケルトンのさらに後方を──

「──大丈夫だレヴィ」

　俺がそうレヴィの小さな耳元に告げるのと同時だった──視線のすぐ先でシミターの湾わん曲きよくした刃がピタリと停止した。

　直後、スケルトンは兜かぶとを激しく震わせる。さらに立て続けに二回。後頭部を連続で殴打されたかのように頭を前後に大きく揺らす。

　やがて、信じられないと言った表情を浮かべるレヴィの目の前で、

「……あれ？　な、なにが……ど、どうして──ひゃあッ！」

　バランスを失った兜が、続いて巨大な髑しやれ髏こうべが、地面にどすんっと落下する。

　頭部を失ったスケルトンの身体は脆もろかった。大将を討うち取られ統制を失った軍隊が蜘く蛛もの子を散らすようにバラバラと瓦が解かいする。

　あるのは、うず高く積まれた白い骨の山だけだった。

　その白い小山もすぐに風にさらされた砂の城のごとくさらさらと空気に混ざり消え失せる。

　同時に墓碑の扉がバタンッと閉まり、連動するかのように最奥にあるゲートが──重厚な金属音を響かせながら大きく口を開ける。

　これが戦闘終了の合図だった。

「……ふん、相変わらず〝小こ賢ざかしい〟戦い方じゃ」

　背後から浴びせられるあからさまな批判の言葉を無視して、俺の胸元で不思議そうに両目をぱちくりと瞬またたかせるレヴィに説明する。

「〝跳ちよう弾だん〟を使ったんだよ」

　俺は広間の中央に向かって指をさす。レヴィが上体を起こして目を凝こらす。

「……えっと、墓碑が、ありますね」

「うん。そう。広間の中央にある墓碑を〝反射物〟にして《ゲートキーパー》の後頭部を狙ったってわけさ」

「おおおおお！　す、凄すごいです！　アレクさんッ！」

　眼前のレヴィが尊敬の眼まな差ざしを向けてくる。いつもの俺なら調子に乗って『まあな！』なんて得意げになっただろうが、

「あ、うん……」

　今回は小さく笑って応えるに留めた。

　正直、成功してほっとしていた。失敗すればどうなっていたことか……。

　二発でいけるであろうところを、三発撃ってしまったあたり思った以上にナーバスになっていた証拠だろう。射撃の腕に自信がないわけじゃない。なんだったら鍛か冶じよりも得意なのだ。まあ、鍛冶師としてはどうかとは思うが……。

　とにかく、精度が求められるシビアな状況には違いなかった。

「悪いなレヴィ。お前のことを囮おとりに利用しちまって……」

　壁役の人間を囮役にしてしまったことへの引け目もあった。

　ただ、レヴィが囮になってくれたことでスケルトンの行動を完全に制御できた。だから、今回は〝弾たまを命中させた〟というよりも〝弾に当てに行かせた〟というのが正しかった。

　すると、レヴィが「いいえ、謝るのは、ぼくです……」と瞳を潤うるませる。

「ぼ、ぼく、《聖騎士パラデイン》なのにアレクさんを守るどころか……危険にさらしちゃって……」

　レヴィは力なく俯うつむく。胸が痛んだ。内心を見透かされてしまったような気がしたのだ。

「ぼ、ぼくとパーティを組んだばかりに余計な苦労を……」

　オレンジ色の前髪の隙すき間まから、ぎゅっと唇を嚙かみ締めているのが見えた。

　レヴィは足手まといの自分を責めている。《ゲートキーパー》を倒したのに、やっぱり地上に戻ると言い出しかねない雰ふん囲い気きだった。

　だから、俺はレヴィに首を振る。

「いや、違うよレヴィ。悪いのは俺さ。最初からもっとお前のことを信頼すればよかったんだ……」

　レヴィはメデューサに石にでもされてしまったかのように、俺を見つめたまま無言でじっと固まっている。

「お前はよくやってくれたよ。俺を信じて全力で走って来てくれたし、倒れた時だって、こうして俺に覆おおい被かぶさって《ゲートキーパー》の攻撃から身を挺ていして守ろうとしてくれた」

　思えば、初めての《ゲートキーパー》との戦せん闘とうにリラックスして臨のぞめたのは、俺の分までレヴィが緊張してくれたお陰だという気がしている。

「ありがとよ！　レヴィのお陰で助かったよ！」

　やがて、石化が解けたようにレヴィは俺の上から飛び退すさる。すると、なにを思ったのか地面に両りよう膝ひざを揃そろえて蹲うずくまった。

「あ、あの！　アレクさん！　お、お願いがありますッ！」

　どうやら蹲ったのではなく土下座をしているらしかった。土下座までして一体、なにを願うつもりなのか……。

　直後、レヴィはとんでもないことを口にする。

「ぼ、ぼくを……アレクさんの〝弟子〟にしてくださいッ！」

「……へ？」

　そりゃ、素すっ頓とん狂きような声も漏もれる。

「で、で、弟子……？」

　そりゃ、戸惑いもする。

　まあ、百歩譲って鍛か冶じ師しの弟子ならまだわかる。俺の鍛冶の力量はさて置き、ヴォルフガングは名門だからだ。ただ今回の場合は、そうじゃない。

　戦せん闘とう職のしかも前衛の《聖騎士パラデイン》から弟子にしてくれと言われているのだ。どう考えても頼む相手を間違っているとしか思えない。

「アレクさんのような強くて器うつわの大きな人間に、ぼ、ぼくもなりたいんです！」

「お、おい、顔を上げろって。俺はお前が思うような立派な人間なんかじゃねえよ」

「そうじゃそうじゃ。此こ奴やつはただのガキじゃ。色恋沙ざ汰たのひとつも知らん未熟な青二才じゃ」

「うっせえ！　話がややこしくなるから黙ってろよ！」

「いいえ！　アレクさんは素晴らしい人です！　お、お願いです！　荷物持ちでもなんでもしますから！　ぼ、ぼくも一緒に連れて行ってくださいッ！」

　レヴィは顔を上げるどころかさらに地面に強くオレンジ色の頭を擦こすり付ける。

「あー、えっと、その、だな……」

「んんッ！」

　背後から不機嫌そうな表情をした少女が物言いたげに睨にらみつけてくる。

　さらに戦闘の終了待ちをしていたであろう『門もん専せん』の面々が雑談をしながら闘技場に足を踏み入れてくる。

「おーい、兄ちゃん！　もう戦闘は終わったんじゃねえのかい？」

「後ろが詰まってんだよ！　さっさと順番を譲ってくれや！」

　どう考えても俺たちの戦闘が長引いたせいだ。この場を早急に後にすべきだろう。

「わ、わるい！　すぐに退どくよ！」

「ひゃあ！」

　俺はレヴィの両りよう脇わきに手を突っ込むと無理やりに立ち上がらせる。

「あー、その、わかった！　わかったから！　行こう、な？　レヴィ？」

「ほ、本当ですかッ！　一緒に行っていいんですかッ！」

「小こ僧ぞう、ちと話がある。こっちに来い」

「違う違う！　そうじゃなくて！」

「だ、駄だ目めですか……そうですよね……ぼ、ぼくなんか足手まといですもんね……」

「そうじゃない！　そうじゃないって！」

「なんじゃ！　はっきりせえ！」

「あのー、ぼ、ぼくは、ど、どうすれば……」

　あちらを立てればこちらが立たずとはこのことか。小柄な二人に文字通り俺は左右から板いた挟ばさみにされていた。

「悪いレヴィ、先に行っててくれ」

　俺はより面倒な少女の説得を優先する。入り口付近から強面こわもての『門もん専せん』たちが早くしろとばかりに視線を送ってくるので、

「早くしねえとゲートが閉じちまう。とりあえず、行こうぜ！　な！」

　俺は両手でセレスティアの背中を押す。

「──小僧、問題を先送りにする気か？」

　ところが、セレスティアは大地に太い根を張った大樹のごとくびくともしない。試しに思いっ切り押してみたが無む駄だだった。

「いや、でもよ……」

「即そつ刻こく、結論を告げよ。たったひと言で済む話じゃろうが。なんなら我があの者に言うてやろうか？　『お主のような弱っちい人間は足手まといじゃからさっさと地上に帰って飯屋にでも勤めろ、さすれば一度くらいは飯を食いに行ってやる』と」

　まったくもってひと言じゃないのだが、少女から浴びせられる半はん端ぱない威い圧あつに負けて目を逸そらしてしまう。

　すると、今度は少し先の方で、捨てられた仔こ犬いぬのような表情をしたレヴィが不安そうに俺を見ていた。これはこれで目を背けたくなった。

「……あ！　そう言えば、さっき、お前、小腹が空すいたって言ってたろ？　十一階の《ヴィレッジ》で祝勝がてらぱーっと飯でも食おうぜ！」

「無礼者め！　この高貴なる我を食べ物で釣つろうと言うのか！」

「豚ぶた串くしと言わず、なんでも好きなもん食わしてやるから！」

　瞬しゆん間かんである。少女はくるりと踵きびすを返すとゲートに向かってさっさと歩き出す。

「……まあ、腹が減っては戦いくさはできんからのぉ。お主への文句は腹を満たしてからじゃ」

　いや、こっちは今しがた〝命懸けの戦〟を終えたところなんだけど……。

「……あいつ、本当に、いい神経してるよな」

　この生き馬の目を抜くダンジョンで生き残るためには、セレスティアくらいふてぶてしくなきゃ駄だ目めなんじゃないだろうか……。

「のう！　のうて！　早うせんとゲートが閉まってしまうじゃろう！　ほれ、《聖騎士パラデイン》！　お主もぼさっとしとらんとさっさと歩けえ！」

「は、はい！　す、すみません！」

　嫌いや味みでなく俺は本心からそう思っていた。

「……レヴィ。とりあえず、最も寄よりの《ヴィレッジ》に行こう。話の続きはそこで飯でも食べながらしようぜ」

「あ、はい！　アレクさん！」

　レヴィが嬉うれしそうに頷うなずく。この屈くつ託たくのない少年の顔を曇くもらせるのはどうにも忍びない。

　自称『人を見る目がある』俺の直感もレヴィとはいい関係が築けると言っている。戦せん闘とうだって次はもっと上う手まくやれると思う。

　ただ問題は多い。女王様の件だけではない。最大の問題は、俺がヴォルフガングということだった。

　親父のことを隠して誰かとパーティを組むなんてできるはずもないのだから……。













　　【８章】打ち砕かれた想望







「こ、これが十一階なんですね……」

「まるで別世界だぜ……」

「ふん、《ソードラビリンス》にはさまざまな環境がある。心しておくことじゃ」

　これまでよりも長い階段を下りた先で俺おれたちが目にするのは、一層までの石造りのダンジョンではなく木々が鬱うつ蒼そうと茂しげる〝ジャングル〟だった。

　そう〝二層〟は──木々や茂みが作り出す自然のダンジョンだった。

「ガイドラインを読んで事前情報を頭に入れてたが、実際に目まの当たりにすると……ちょっと感動するよなー」

「はい、《ソードラビリンス》には、こうした地上では考えられない驚きや発見がまだまだあるのだと思うとわくわくします」

「ふふん、《ソードラビリンス》の魅み力りよくはこんなもんではない。不可思議な光景、不可思議な魔ま物ものもまだまだこれからじゃ。腰を抜かさぬよう心しておくことじゃ」

　セレスティアは自分のことのように得意気だ。

「……我の下げ僕ぼくのグリやブラを見たらさぞ驚くじゃろうな。今から楽しみじゃ」

　密ひそかにセレスティアが悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべている。どのような下僕なのか想像すらつかないが、その自信満々の表情からして聞くのが怖こわかった。

　幸いにして十一階の《ヴィレッジ》はゲートの目と鼻の先にあった。

　一本道をしばらく進むと《ヴィレッジ》の玄関口に到着する。職員に通行料を支払い入場した俺たちはまず宿を確保することにした。

　すると、最初の《ヴィレッジ》で数日ほど世話になった『黄金の梟ふくろう亭てい』の支店を見つける。酔よっ払いの傭よう兵へいたちと大立ち回りをしたあの店だ。

　俺は「此こ処こにしよう」と迷わず入り口を潜くぐる。

　一階が食堂兼酒場なので、特に夜は騒がしくなるが、すぐに食事ができるというのはなにかと便利だった。それに宿泊代も庶しよ民みんに優しかった。

「なにより食べ物が美お味いしいしさ。なあ？」

「ふむ、まあ、悪くはないのう」

「おお、ご飯が今から楽しみです！」

　宿泊の手続きを済ますと、俺とレヴィはそれぞれの割り当てられた部屋に荷物を置きにゆく。特に荷物を持たないセレスティアは煩わずらわしそうに漏もらす。

「はあー、仕方がないのう。我われが先に食事を見み繕つくろって注文しておいてやろう……」

　言葉とは裏腹にやる気満々の表情だったので、

「お、おう。頼むぜ……」

　仕方がなく注文を任せることにした。

　俺はレザーバッグを床に置き、外がい套とうをベッドの上に放り、腰のホルスターをベッドのサイドボードに置くと、ブーメランのごとく急ぎ酒場に戻る。

　セレスティアをひとりにすると、なにをしでかすかわかったもんじゃない。

「──あ！　ちょ、お前！　一気に頼みすぎだろ！」

　やっぱりだった。テーブルの伝票には既すでに十品以上の料理名が書かれていた。

「……のう、お主ぬしはどっちじゃ？　鳥頭なのか？　それとも、噓うそ吐つきなのか？」

「なにがだよ……？」

「はて？　誰じゃったかのう。『なんでも好きなもん食わしてやる』と言うたのは？　のう？　お主、知らんか？」

「……んんッ、あー、レヴィ、まだかなあ」

　そんなもん、誤ご魔ま化かすしかなかった。

　やたらと金の掛かる〝道連れ〟のせいで、旅の資金が本格的にやばい。銀ぎん弾だん用の銀の補充もしなければならないし、これはどうにかしなければ……。

「……お待たせしました」

　オレンジ色の髪をしたレヴィ・レンブラント少年は、テーブル席の俺たちを見つけると、満面の笑みを浮かべ駆け寄ってくる。いつものように転ぶんじゃないかと気が気じゃなかったが、レヴィはどうにか無事にテーブルに辿たどり着く。

「へー、鎧よろいを脱ぐと印象が変わるな」

　重厚な鎧を脱いだレヴィは想像以上に華きや奢しやだ。パッと見、撫なで肩ということもあって少年というよりも少女のようで、二の腕を見るに筋肉もほとんどなさそうだった。

　確かにこの見た目では前衛職としてはあまりに頼りない。

「なあ、レヴィ。上着脱いでみろよ」

「……え？」

「いや、ちょっと、お前の身体つきを見たいと思ってさ」

「えええええ！　こ、こんな人前でですか！　む、無理です！　恥はずかしいです……」

　瞬しゆん間かん、熟うれたリンゴのようにレヴィが耳まで真っ赤にして俯うつむいてしまう。

「ああ、悪い。客入りの多い夕食時に言うことじゃなかったな」

　もっと客の少ない時間帯か二人きりの時に提案するべきだった。

「あ、あの、いえ、アレクさんそうではなくてですね……」

「うーん、俺、思うんだけどさ。レヴィはもっと全体的に筋肉をつけたほうがいいぜ。筋肉あれば重さが増すだろ？　それに踏ん張りも利くだろうしさ。魔物の攻撃を防御しても簡単にふっ飛ばされなくなるんじゃないか？」

　そう俺なりの意見を述べていると、店員が骨付き肉の盛られた大皿を「『スペアリブと旬しゆん野菜のオーブン焼き』になります」とテーブルに置いてゆく。

「お、レヴィ、肉食え肉。身体からだを大きくするためにもたくさん食えよ！」

　俺はさっそく、レヴィの小皿に肉をたくさん盛り付けてやる。

「十六ならまだまだ成長できるぜ。俺は十七だけどまだ諦あきらめてねえし……」

　確かに俺は小柄な母さん似だが、大柄な親父の血だって流れているわけで、まだ大きくなれる可能性はあるはずだ。

「ん？」

　そんな俺のことを隣のセレスティアが、なぜか冷めた眼まな差ざしで眺めていた。

「お主はどうしようもない男じゃの……」

　ひょっとして、先にレヴィの皿に料理を盛ったのが不服なのかもしれない。『女王様を差し置いて』ということか。

「わかったよ。ほらよ」

　なので、自分のよりも先にセレスティアの皿に肉と野菜を山のように盛り付けてやった。

　それなのにセレスティアは「ハア……」と大きな溜ため息いきを漏もらす。

「……我はお主のことを馬ば鹿かじゃ馬鹿じゃと日頃から思うておるが、今日ほど馬鹿じゃと思ったことはないわ」

　言い終えてもう一度「ハア……」とセレスティアは溜息を零こぼす。

　一体、なにを呆あきれているのか俺にはさっぱりだった。まあ、だが、腹が減っているので、とりあえず、文句より先に飯だった。

　食事をしながら、俺たちが行方不明の親父を探すために下層を目指していることをレヴィに話す。《帝国正規探たん索けん隊たい》の件は敢あえて伏せる。

　すると、レヴィが俺とセレスティアを交互に見やってから控え目に尋たずねてくる。

「あ、あのー、アレクさんとセレスティアさんはどういったご関係なのでしょうか？」

　それは出会って間もない者同士の質問としては珍めずらしくはないだろう。少なくとも、レヴィにとってはそうだったはずだ。

「す、すみません！　立ち入った質問でしたね……」

　ところが、俺が返答に窮きゆうしていることを察してレヴィは恐縮してしまった。

「あ、いや、そんなことはないけどさ……」

　実は大いに〝そんなことはある〟わけだ。レヴィにセレスティアのことをどう説明すべきか。

「此方こちら、百年以上生きている《剣の女王》で元ダンジョンマスターのセレスティアさんです」

　などと軽々しく言えるはずもないのだから。

　すると、隣の少女が「そうじゃの。我はこの男の──」と神しん妙みような眼まな差ざしで告げる。

「──〝愛人〟じゃ」

　真顔でとんでもない噓うそを吐つきやがった。まあ、本当のことを言われても困るが……。

「クククッ、若いゆえ夜が激しい。しっかり食べねば身が保たんわ」

　セレスティアは澄すまし顔でスペアリブにフォークを突き立て、あむっと小さな口で齧かぶり付く。しばらくレヴィは目をぱちくりとさせていたが〝意味〟を理解すると顔を真っ赤にする。

「お、お、大人の関係ですね……」

「ご、誤解すんなレヴィ！　こいつはただの《従者バレツト》だ！　それ以上でもそれ以下でもねえ！」

　慌あわてて俺は否定して、テーブルの下でセレスティアの脇わき腹ばらを肘ひじで突く。強めに突く。

「はうッ」

　セレスティアは口に運ぼうとしていたブロッコリーをフォークからぽろりと床に落とす。

「ああ、わ、我のブロッコリーが……な、なにをするんじゃッ！」

　キッと音が鳴りそうな勢いでセレスティアが睨にらんでくるのに、

「……お、お前が変なことを言うからだろうがッ」

　俺は対面のレヴィに聞こえないように声を押し殺して睨み返す。

「……はて？　〝変なこと〟とはなんじゃ？　具体的に言うてみい？」

「うッ……」

「ほれ、どうした？　なにを激しくするのじゃ？　我に詳しく言うてみよ？」

　ニヤつく顔が最高に腹立たしい。可愛かわいらしい顔だけに尚更だ。しかし、俺には言い返すことはできない。この手の話題はとんと苦手なのだ。とんだ弱みを握られてしまったものだ……。

「……あ、あのさ！　レヴィはどうして《ソードラビリンス》に来たんだ？」

　こういう時は話題を変えるに限るのだ。隣で勝ち誇っている奴がいるが無視だ無視。

「それは、えっと、ですね……」

　すると、レヴィが食事の手を止め言葉を濁にごす。

「あ、悪い。俺こそ立ち入った質問しちまったみたいだな……」

「いえいえ、どう説明しようか考えてしまいまして……大した理由ではありません。周りの人たちに、ぼくのことを認めてもらいたくて……」

　そう言ってレヴィは控えめに微笑ほほえむ。

「周りの人たちね……まあ、俺にもその気持ちはわかるぜ」

　親か兄弟か、それとも別の誰かなのか。詮せん索さくしないが、誰にだって認めてもらいたい相手というのはいるものだ。もちろん、俺にだって。

「ふむ、わかるぞ小僧。我に認めて欲しいのじゃろ？」

「ちげえよ。お前じゃねえ」

「む、我の他に誰がおるというのじゃ！」

「だ、誰でもいいだろ……」

　それは俺が《銀の鍛冶師シルバースミス》である以上、絶対に無視できない人物だった。

「……ご覧の通り、ぼ、ぼくは未熟な《聖騎士パラデイン》なので、《ソードラビリンス》で戦せん闘とうスキルや装備品とか、いろいろとレベルアップができたらと……それに目に見える実績を示すのが認めてもらうための一番の早道だと思いまして……」

「あ、もしかして〝証明書〟が目当てなのか？」

「はい、そうです」

「なるほどね。確かに今や、就職するのにも《探たん索さく者しやギルド》が発行してくれる〝証明書〟が必要だなんて話もあるしな」

「なんじゃそれは？」

「いやさ、聞いた話なんだけど、帝国の《宮廷兵士コート・ソルジヤー》ってのはそこいらの兵士よりも採用基準が厳しいらしくってさ、《ソードラビリンス》の二十階を突破した証明書がないと試験も受けさせてもらえないらしいぜ？」

　当然だが、二十階突破の証明書は二十一階以降のギルドでしか発行してもらえない。転売できないような工夫もされているようだ。

　もっとも、労せず二十階を突破する方法は、傭よう兵へいを雇うだとか幾らでもある。だが、楽をして証明書を手に入れた人間が本番の試験に受かるほど甘くはないのである。

　まあ、そういう意味では、『《ソードラビリンス》に証明書を取りに行く』それ自体が最初の試験なのかもしれない。

「もちろん、《宮廷兵士コート・ソルジヤー》には、それに見合うだけの社会的な地位や収入があるんだけどな」

　皇帝のお膝ひざ元もとである宮廷を守護する兵士なのだ。嘗かつてヴィンセントが隊長を務めていた《帝国騎士インペリアルナイト》と並び《宮廷兵士コート・ソルジヤー》は人気のある職業だった。

「まったく時代は変わったのう」

　そうセレスティアが妙に年寄りくさい感想を漏もらす。

　あ、いや、実際に百年以上も生きてるんだから別におかしくはないが、見た目が可愛かわいらしい少女だけに違和感をどうしても感じてしまう。

「……もしも二十階を突破して証明書を持って帰ったら、周りもぼくのことを少しは認めてくれるかもしれません。でも、実際はそんなに都合よくはいきませんよね……」

　レヴィが小さく笑う。

「……十階を突破して、こうして二層に足を踏み入れることができたのも、アレクさんのお陰かげですし、ぼくひとりでは絶対に無理でしたから……」

　本人は『大した理由はない』と言ったが、複雑そうな表情を見るに、なにやら深い事情がありそうだと思った。ただ、これ以上の質問は、本当に立ち入った話になってしまいそうだ。

　俺は思い出したように〝あの話〟の続きを切り出す。

「あのさ、レヴィ。弟子にしてくれって話だけどさ……」

「は、はいッ！」

　直後、レヴィがスプーンをテーブルに置き緊張の面おも持もちを浮かべる。

「悪いけど、諦あきらめてくれ」

「あッ……」

「俺は半人前だ。誰かに物を教えられるような立場じゃない」

　目の前の少年は力なく肩を落とす。対照的に隣の少女は満足そうに頷うなずいている。

　それぞれ反応してもらって悪いが、本題はこれから。俺はひと呼吸置いてから語り始める。

「──なにより、俺はヴォルフガングの人間だからさ……」

　俺と関わるなら親父の件を隠すわけにはいかない。

　親父が裏切り者と言われていること、そして、俺はその真実を確かめるためにダンジョンに訪おとずれたことをレヴィに告白する。

　レヴィは十年前の《帝国正規探たん索さく隊たい》の事件を知らないようで、終始、驚きの表情で俺の言葉に耳を傾けていた。まあ、知っていたら俺と関わったりはしなかったかもしれない。

「俺と一緒にいることで辛つらい目に遭あうことだってあるかもしれない……レヴィ、お前はいい奴やつだ。俺はお前を傷つけたくない」

　最初の酒場で出会った傭よう兵へいたちのような連中が、今後もきっと現れるだろう。

「だから、悪いが──」「──構いません！」

　俺が言い切るより先にレヴィが食い気味に声を上げる。

「ぼ、ぼくが付いて行きたいと思ったのは『アレク・ヴォルフガング』という人です！　お父さんは関係ありません！」

　レヴィは潤うるんだ瞳で頰ほおを僅わずかに上気させ、力一杯、告げる。周りのテーブル客がなにごとかと此方こちらを見やるほどに熱く。

「……そ、それに、アレクさんを見ていてぼくは思います……アレクさんのお父さんが裏切りなんてする人なんかじゃないって……」

「……レヴィ」

「あ、すみません……なにも知らない、ぼ、ぼくなんかが、偉えらそうに……すみません……」

　勢いで口にしてしまったことをレヴィは恐縮している。

　短い付き合いだが、その言葉がレヴィの本心なのだとわかる。だからこそ、胸に込み上げるものがあった。

　俺の名前が『アレク』だと知っている者がどれだけいるだろうか。地上での俺はいつだって〝裏切り者の息子〟でしかなかった。

　だから、レヴィが俺のことをひとりの人間として認めてくれたことが……嬉うれしかった。

「……レヴィ、ありがとう」

　自然とその言葉が口から溢あふれ、自然とレヴィに頭を下げていた。

「むしろ、俺からお願いするよ。レヴィ、俺と正式にパーティを組んでくれないか？」

　俺はレヴィと旅を続けたいと強く感じていた。即そく座ざにレヴィが目を白黒させる。

「や、やめてくださいアレクさん！　か、顔を上げてください！」

「へへ、ちっとはわかったろ？　弟子にしてくれなんて土下座された俺の気持ちがさ！」

「あー、もう、アレクさんひどいですよー」

　顔を上げ、レヴィと顔を見合わせると、同時に笑い合う。

「……それで、返事は？」

「はい！　こちらこそ、よろしくお願いします！」

「ああ、よろしく」

　そうして俺とレヴィはテーブルの上で固い握手を交わす。

　レヴィ・レンブラントという旅の仲間が誕生した瞬しゆん間かんだった。

「じゃあ、さっそく、パーティとしての初仕事の話なんだが、確かお前、十階で『門もん専せん』を雇う金もねえみたいなこと言ってたよな？」

「は、はい……実は今晩の宿代も結構ギリギリです……」

「こっちも旅の資金が結構やばくてさ。クエストをこなして金稼ぎをしないか？」

「は、はいッ！　すごく助かります！」

「じゃあ、今晩はゆっくり休んで明日の昼前にでも《探たん索さく者しやギルド》に──って痛ッ！」

「アレクさん！　ど、どうしました!?」

「あ、いや、うん、な、なんでも、ない、よ……」

　声が震える。もちろん〝なんでもある〟からだ。テーブルの下で少女が、俺の内うち腿ももの柔らかいところを白い指先でぎゅっと抓つねっていた。

　直後、ぷくーっと風船みたいに頰ほおを膨ふくらませて少女が椅い子すから立ち上がる。

「我は先に部屋に行くッ！」

　そうセレスティアは早口で告げて二階に続く階段に向かって脇わき目めもふらず歩いてゆく。テーブルに料理がまだ残っているにも拘かかわらずだ。

　食いしん坊の少女が食べ残すなど前代未聞である。相当、機嫌が悪そうだ。

「お、おやすみなさい！　セレスティアさん！」

　すぐにでも少女を追いかけたいところだが、大量の料理を前にレヴィだけ残して去るわけにいくまい。それに明日の打ち合わせもある。

「……あ、あの、もしかして、ぼ、ぼく、なにかセレスティアさんの気に触さわること言ってしまったんでしょうか……」

「いや、気にすんなって。あいつが不機嫌なのは俺のせいだからさ」

　レヴィは気遣いのできるいい奴やつだ。レヴィならきっとセレスティアとも上う手まく付き合ってくれるんじゃないかと思う。

　たださすがに《剣の女王》や、元『ダンジョンマスター』という正体についてはレヴィに話す気はない。

　これは爆ばく弾だんだ。知るのと同時に強制的に抱えることになる特大の爆弾だ。リスクを追うのは俺だけで十分だ。もっとも、俺の場合は自己責任なわけだが。

「ま、残りの飯を片付けつつ、明日の予定を決めようぜ」

「あ、はい！」

　部屋に戻ったら一ひと悶もん着ちやくありそうだと内心で辟へき易えきしつつ、俺は食事をしながらレヴィと明日の予定を立てるのだった。







　結局、俺が部屋に戻ったのは朝方だった。

　隣の席で飲んでいたドワーフのおっさん二人組とすっかり意気投合してしまったのだ。眠そうなレヴィを先に帰して、俺は明け方まで話し込んでしまった。

　窓の隙すき間まから朝を知らせる光が部屋を薄うつすらと照らしている。

　室内を見回す。黒のワンピースが壁に掛かっていて、ブーツがベッド脇わきに揃そろえて置かれ、白いシーツがこんもりと膨ふくらんでいた。

「さすがに寝てるか……」

　怒ってあのまま不ふ貞て寝ねしてしまったのだろう。

　俺も寝る支度をする。ハーピーの歌声をまともに聞いてしまったかのように眠くて仕方がない。ところが、ベッドに潜もぐり込むのと同時に、

「──どうしてじゃ」

　隣から不貞腐れた声が流れてくる。

「どうしてお主は我の言うことを聞かんのじゃ……」

　どうやらすんなり寝かしてくれそうにはなかった。

「……これまで我が一度でも間違ったことを言うたことがあるか？」

　少女がベッドの中で眉み間けんに深い溝を作り唇を尖とがらせているのが目に浮かぶ。

「まあ、正論だなとは思ってるさ」

「噓うそじゃッ！」

　瞬しゆん間かん、薄うす暗やみ闇いろに白いシーツがマントのごとく舞い上がり、薄着姿の少女が現れる。

　長時間、ベッドの中に潜っていたからだろう。いつもは僅わずかな乱れもない美しいプラチナブロンドの髪が、ところどころ小枝のようにぴょこぴょこと跳ねていた。

「いつだってお主は我の意見とは真逆の行動を取るではないか！　なんじゃ？　素直に我の意見に従うのがそんなに悔しいのか？」

「そこまで子ガ供キじゃねえよ！　け、結果的にそうなってるだけだって……」

「ふん、お主の行動は意図的に我の意見を反ほ故ごにしているようにしか見えんわ」

「でも、俺が組む相手として《聖騎士パラデイン》は理に適かなってるだろ？」

「……ふむ、まあ、そうじゃの。遠距離攻撃主体のお主と壁役との相性は理想的じゃの」

「だろ？　確かに他人と無む闇やみに関わるなってお前の意見も一理ある」

「一理どころか百里も千里もあるわ戯たわけッ」

「けど、レヴィは凄すごくいい奴やつだ。俺たちは上う手まくやっていけるはずだ」

「そうじゃの。お主と同様、お人ひと好よしでダンジョンでは長生きできんタイプの人間じゃの」

「だったら、なにも問題はないな」

「大ありじゃ馬ば鹿か者！　問題が倍になっとるじゃろうが！」

「うっせえ！　お前という特大の爆ばく弾だんを抱えてる俺からしたら、大たい概がいの問題なんて些さ細さいなことに思えるね！」

「──あッ！　そうじゃ！　思い出したわ！」

　すると、突然、拗すねた子供みたいにセレスティアが薄うす紅べにの唇を尖とがらせる。

「我には気遣いのひとつもなしか！」

「……急になんのことだよ？」

「我は！　辛つらい目に遭あっても！　構わぬと言うのか！」

　最初、なにを怒っているのかわからなくて理解に苦しんだが、すぐにレヴィに語った『裏切り者の息子の俺と一緒にいることで辛い目に遭う』云うん々ぬんの件だと気づく。

　……まあ、確かに。傍はたから見ればセレスティアは十五歳くらいの幼おさな気げな少女だし、裏切り者の息子と蔑さげすまれる男と共に旅をすることを強しいられている不幸な境遇と言えなくもない。

「……んだよ、お前も気遣って欲しいのか？」

「ふ、ふざけるでない！　誰がお主なんぞに！」

　瞬しゆん間かん、セレスティアの白い頰ほおがぱっと朱色に染まる。

「わ、我は《剣の女王》ぞ！　あのような弱っちい新参者よりも我の扱あつかいがぞんざいなのが許せんと言うておるのじゃ！」

「なんだよそれ、めんどくせえ」

「め、めんどくさいじゃと！　誰に口を利いておる！」

「当たり前だろ！　あの日、地下で鎧よろいから剣を抜いて、俺がお前を解放してやった時から、俺が主人でお前は従者だろうが！」

　少なくとも、俺は今後もセレスティアに気を遣うつもりなんてさらさらなかった。

「戯けたことを抜かせ！　なぜ己おのれよりも弱っちい人間に従わねばならんのじゃ！」

「さて、問題です。その頭に乗っかってる銀色のティアラはなんでしょうか？」

「む……」

「正解は、純じゆん粋すいな戦闘能力で劣ったとしても力関係は俺が上ってことだよ」

「むうう……」

　セレスティアは両手でティアラを抱えながら不ふ貞て腐くされた表情で小さく丸くなる。

「レヴィの件はこれでお終しまいな！　以上。おやすみ」

　俺はぴしゃりと告げるとセレスティアに背を向け頭からシーツを被かぶる。さすがに限界だ。これ以上は眠くて頭が働かなかった。

　そんな微睡まどろみに落ちてゆく俺にセレスティアが最後に呟つぶやく。

「これだけは言うておく。人と人との交わりに永遠はないぞ……」

　表情はわからない。だが、声色から切実ななにかを感じる。

「必ず終わりはやって来る。その時、無む闇やみに人と関わらなければよかったと、後こう悔かいしても遅いんじゃぞ……」

　ひょっとしてセレスティア自身の体験談なのだろうか……長い時を生きる中でなにか後悔するようなものを失ったのだろうか……。

　残念ながら、答えは出なかった。いつの間にか俺は完全なる眠りに落ちていた。







　結局、俺たちが《探たん索さく者しやギルド》に顔を出したのは昼過ぎだった。

　午前中の約束だったのだが、俺がすっかり寝過ごしてしまったのだ。

　同部屋の住人といえば、とっくに起きていて、深窓の令れい嬢じようよろしく窓際のテーブルでギルドから配布された分厚いガイドラインを興味深そうに読んでいた。

　だが、寝起きの俺と目が合った瞬間、「ふんッ！」と実につまらなさそうな顔を浮かべるのだった。

「そ、そんな、アレクさん、気を遣わないでください！」

　レヴィは遠慮したが、遅刻のお詫わびとして昼飯を奢おごることにした。

　一方、見た目十五歳くらいの王おう侯こう貴族のような麗うるわしき少女といえば、

「そこの給仕！　『ポトフ』のおかわりじゃ！　最初のはソーセージが少なかったでの！　今度はソーセージをケチるでないぞ！」

　昨日の今日だというのにまるで遠慮することなく、むしろ、いつにも増して食事をもりもりと食べるのだった。

　俺たち同様にクエスト目的なのだろう。訪おとずれたギルドの『クエスト掲示板』前は多くの《迷宮探索者ソード・ブリンガー》たちで賑にぎわっていた。

「残り一名でーす！　〝リザードキング〟率いるリザード軍団との湖こ畔はんにて全面対決です！　激げき闘とうは必至です！　勝利のためにも是非とも後衛職の方よろしくお願いします！」

「あ、俺、《炎の魔術師フアイア・ウイザード》だけどいける？」

「いえ、むしろ大歓迎です！　リザードマンは炎が弱点属性なので」

「そうか、じゃあ、参加登とう録ろく頼むわ！」

「はい、リザードキング軍との全面対決、締しめ切りまーす！」

「はーい、続いて輸送クエストです！　ジャンボスライムのジェル入り小こ瓶びん百本を地上に運ぶクエストです！　五日以内にとのことで、なんと！　通常の〝二倍の報ほう酬しゆう〟が支払われます！」

「おお！　いいね！　やるやる！」

「わしもやるぞい！」

「私も運ぶわ！　クエスト登録お願い！」

「はい！　では先着三名様まずは決定です！　他にいませんかー！」

　少し高い位置からギルド職員が慣れた調子で、クエストの募集を次から次へと読み上げる。目当てのクエストがあると《迷宮探索者ソード・ブリンガー》は手を挙げ声を張りクエストに参加を表明する。

　まるでオークションでの競せりを連想させる熱気だった。

「す、すげえな……」

「あ、はい……」

　クエスト経験の乏とぼしい俺とレヴィが怯ひるむには十分すぎる光景だった。

「こんな活気は、一層にはなかったよな？」

「はい、ゲートを越えるといろいろと様変わりするって話は本当なんですね……」
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　この《ソードラビリンス》は『十階をひとつの層として数え』、ゲートはその層と層を区切る役目を果たしている。

　たとえば、一層のゲートを越えた先の二層ダンジョンの構造が、石造りからジャングルに一気に様変わりしたのは象徴的な事象と言えた。

「十階と十一階の差はこれまでの〝ただの一階〟じゃないってことだな」

「そ、そうですねー、最初の《ゲートキーパー》戦を越えた先が『本当のダンジョン探たん索さくの始まりだ』と言う人もいらっしゃるようですし……」

「なるほどね……危険に見合っただけの対価か……」

　以前、《貿易商マーチヤント》のお姉さんが語っていたように《ソードラビリンス》とは、リスクの高い階下へ潜くぐるほどに価値のあるものが得られる場所だ。

　事実、十一階以降で入手できる資源や素材や食材は、十階までとは比べられないほど高値で取引されている。

　クエスト掲けい示じ板ばん前の活気が物語っている通り、クエスト一回の実入りもずっといい。まあ、その分、難易度もお察しだが。

　ところが、不思議なことに《ヴィレッジ》の物価はこれまでとほぼ変わらない。

　宿代も食事代も最初の《ヴィレッジ》と同じだったのには驚かされた。普通、遠えん隔かく地ちほど輸送コストやリスクは増す。当然、それは価格にも反映される。

　たとえば、飲料水。これは誰しもが一度くらいは経験あることだと思うが、人里離れた村では、同じ製造元の飲料水でも大都会の《剣けん都とシグルド》とは値段が倍近く違うことがある。

　これはベテラン《迷宮探索者ソード・ブリンガー》であるドワーフのおっっさん二人組から聞いてひどく感心したのだが、

「そりゃ坊ぼう主ず、ギルドが物価を調整してっからだ」

　どうやら《探索者ギルド》が地上からの輸送経費を肩代わりしているらしいのだ。

「ただの慈じ善ぜん事業じゃねえぞ？　ギルドだって商売でやってんのさ」

「地上からわざわざやって来て、手ぶらで帰るお気楽な商売人はいねえわな」

　ギルドは階層ごとに得られる貴重な資源や素材や食材を、地上に戻る商人に売ばい却きやくすることで輸送経費くらいは簡単に回収できるというわけだ。

　なので、商人たちの間で《探索者ギルド》は密ひそかに《ラビリンス商会》とも別名で呼ばれているらしい。

「輸送経費を肩代わりしてやりゃ、地上から物を運ぶ商人たちの負担は減るだろ？　んで、ダンジョンで販売される商品の価格を抑えりゃ《迷宮探索者ソード・ブリンガー》は助かるだろ？　な？　坊主、上う手まくできてんだろ？」

　それを聞いて俺は感かん嘆たんの声を漏もらさずにはいられなかった。

　つまり、商品流通を活性化させ尚なお且かつ物価を抑制して《迷宮探索者ソード・ブリンガー》たちが活動しやすい環境を整えることで、ダンジョンは自然と《迷宮探索者ソード・ブリンガー》で賑にぎわう。それは即すなわち〝クエスト〟が活発に行われることに繫つながる。

　クエストとは《迷宮探索者ソード・ブリンガー》にとって実入りのいい収入源であるし、ギルドにとっては効率のいい素材の仕入れだったりする。互いにとって不利益はない。

　もちろん、ダンジョン内部のクエストはギルドが一手に担になっているのだから、手数料だけでも十分な儲もうけは得られているはずだ。

　ギルドの気の利きいたさまざまなサポートも頷うなずける。ギルドにとって《迷宮探索者ソード・ブリンガー》とは利益を生み出す〝金のなる木〟のような存在なのだ。

　たいぶ下世話な言い方だが、金づるに簡単に死なれちゃ困るわけだ。

「でも、相棒よ？　ここまでダンジョン探たん索さくの環境が整ったのはここ数年だよなあ？」

「だな、ワシらが駆かけ出しだった十年とか十五年とか前までは《探索者ギルド》なんてなくてよ、《迷宮探索者ソード・ブリンガー》個人個人が商人と直接取り引きしてたな」

「そうそう、だからよ、トラブルも多くてよ。なんせアイテムの目利きじゃ商人にゃ敵かなわねえ。貴重なドロップ品を相場よりも安く買い叩たたかれたりしてな！」

「クエスト制度なんてのもなかったからよ、早い者勝ちの奪い合いだ。貴重なブツを巡って《迷宮探索者ソード・ブリンガー》同士の殺し合いなんざ珍めずらしくなかったぜ」

「ま、《迷宮探索者ソード・ブリンガー》にとっちゃいい時代になったよな」

　すると、『誰がギルドを立ちあげここまで発展させたのか』という話に至る。

「……ん、誰だ？　おう、相棒よ。誰が〝ギルドマスター〟か知ってっか？」

「んにゃ、知らねえな。ただ……噂うわさじゃギルドマスターは〝若い姉ちゃん〟って話だな」

「事実なら大した姉ちゃんだ！　面つらのひとつも拝んでみてえもんだ！」

「あっちはてめえの汚きたねえ面なんざ見たくねえだろうがな！」

「グラスに映る顔をよく見やがれ！　てめえも俺と同じ小汚え髭ひげ面づらだろうが！」

「ハッ！　ちげえねえ！」

　ドワーフのおっさんたちは大口を開けてガハハッと大声で笑い合う。見ている俺まで笑ってしまう。なんというか実に愉快な時間だった。

　ただ楽しすぎておっさんたちと明け方まで喋しやべっていたせいで、俺は寝坊する羽目になってしまったわけだが。

「レヴィ。予定通り、初心者ビギナーは初心者らしく〝通常クエスト〟を慎つつましくこなそうぜ」

「そうですね。まずは初めての階層に慣れたほうがいいですもんね……」

「そうそう。十一階の地図もまだ手に入れてないし、魔物の傾向と対策もやらねえとだし、まずは小手調べだ」

　ちなみにギルド職員が読み上げているクエストは〝期間クエスト〟や〝緊急クエスト〟と呼ばれる限定クエストだ。実入りは抜ばつ群ぐんにいいが、不確定要素の多い危険なクエストだ。

　対して、俺たちが受注しようとしているのは、常時依い頼らいが出されている〝通常クエスト〟だ。実入りはそれなりだが、攻略方法が確立された安全なクエストだ。

　俺とレヴィは通常クエストの依頼書が貼はり出された掲けい示じ板ばん前に移動する。こちらはいつでも受注できるとあって人の数もまばらだった。

「さてどれにするかだが……」

　クエストは大きく分けて三つに分類される。〝討とう伐ばつクエスト〟と〝採集クエスト〟と〝輸送クエスト〟である。

　たとえば、先ほど職員が声を張り上げていた『リザードキング率いるリザード軍団との全面対決』は討伐クエストに分類されるし、『スライムのジェル入りの小こ瓶びん』を地上に運ぶのは輸送クエストだ。

　採集クエストはたとえば『木の実を百個単位で集めろ』だとかそういった類たぐいのクエストだ。

　その時だ。男性職人が限定クエスト掲示板前に駆け込んでくる。

「緊急討伐クエストです！　十一階のストロベリーフィールドで『グレートゴーレム』が暴れているとのこと！　通常の三倍の報ほう酬しゆうを出します！　参加される方はいませんかー？」

　ところがだ。先ほどまで間髪入れずに声を上げていた《迷宮探索者ソード・ブリンガー》たちが揃そろって静観している。さすがになにごとかと気になってくる。

　すると、《迷宮探索者ソード・ブリンガー》の囁ささやきが聞こえてくる。

「……おかしいだろ。どうしてグレートゴーレムが十一階に出現すんだよ？」

「な、なんかの間違いじゃないのか？　グレートゴーレムは〝四層クラス〟の魔物だぞ」

　俺は思わず声を上げてしまう。

「よ、四層だって……!?」

　四層とは、今いる二層の遙はるか階下──ゲートを二つ越えた三十一階以降のことだ。

　要は、あの『ジャイアントスケルトン』のような危険な《ゲートキーパー》を二体倒さなければ辿たどり着けない場所で、いわゆる《ソードラビリンス》における〝中層〟と呼ばれている場所だった。

「一体、な、なにが起きてんだ……」

　胸騒ぎがする。これは《ソードラビリンス》における〝絶対的な法則〟から逸いつ脱だつしている。

　このダンジョンは階ごとに出現する魔物が完全に決まっている。それは『自然の摂せつ理り』と言っていいほどに揺ゆるぎない法則だ。

　つまり、十一階に三十一階以降の魔物が出現することなど絶対に有り得ないのだ。少なくとも、そのような事例はこれまで一例だって報告されてはいないはずだ。

　この例外的な事態に誰もが疑問を感じている。だから迂う闊かつに参加を表明しない。ダンジョンでの生存率を高めるための賢けん明めいな判断だと言える。

　おそらくこのクエストはこのまま流れるだろう。その場合、《探たん索さく者しやギルド》お抱えの《ターミネーター》と呼ばれる精鋭部隊が魔物の殲せん滅めつに動くことになるはずだ。

「それでは参加者がいらっしゃらないようですので、此方こちらのクエストは締め切り──」

　だが、締め切り直前に、果か敢かんにも声を上げる者が現れる。

「参加するぞ！」

　その場の全員が声を上げた人物へ一いつ斉せいに視線を向けたのは言うまでもない。そして、皆驚きに目を丸くしたのも当然だった。

　なぜなら、その人物が十五歳くらいの愛くるしい少女だったからだ。

「お、お前！　な、なにやってんだよ！」

　俺は人混みをかき分け少女に駆け寄ると、その小さな耳元に訴えかける。

「周りの反応見ろって！　明らかにきな臭くさいクエストだろうが！」

「喜べ。報ほう酬しゆうが三倍ぞ」

　ところが、セレスティアは周囲の反応など意に介さない。にこやかに微笑ほほえんでいる。

「あのー、本当に受注されますか……？」

　さすがに職員も戸惑っている。

「構わん、手続きを進めよ」

　セレスティアが即そく答とうすると、周囲から「おお！」と歓声が上がる。すっかり見もの状態である。もっとも、このクエストが成功するとは誰も思ってはいないだろう。

「兄ちゃん逃げるタイミングだけは見誤るんじゃねえぞ？」

「そうそう、生きて帰って状況報告すりゃ次に繫つながるからよ」

　先せん輩ぱいたちがありがたいアドバイスをくれる始末である。

　この空気の中、受注をキャンセルできるはずもなく、なし崩し的に俺たちはグレートゴーレム討とう伐ばつクエストに出向くことになってしまった。

「どういうつもりだよッ!?」

　俺は《ヴィレッジ》を出てすぐにセレスティアに食って掛かる。レヴィは俺たちのことを不安そうに眺めている。

　すると、セレスティアがふふんっと得意気に笑う。

「心配するでない。戦うことなく報酬だけまんまと頂くことができるはずじゃ」

「どうやって？」

「秘密じゃ」

「なんだそれ」

「現場に着いてのお楽しみじゃ」

　そうセレスティアは踊おどるような足取りで歩いてゆく。俺はレヴィと顔を見合わせる。

「きっと、セレスティアさんになにかいい考えがあるんじゃないでしょうか」

　気のいいレヴィはそう言うが、俺はどうにも釈然としない。

　以前もこんな光景を見た覚えがある。確かダンジョンに入ってすぐのことだ。

　自信満々で進むセレスティアを信じて付いて行ったら行き止まりだった。

　果たして今回はどうなることか……。

　一いち抹まつの不安を抱えながら俺はセレスティアに続くのだった。







　俺たちはクエスト受注の特典として配布された地図を頼りにジャングルのようなダンジョンを目的地に向かって進む。

　ジャングルダンジョンを構成するのは、十層までの灰色の石いし壁かべではない。群生する木々や密集する茂しげみが作り出す〝緑の壁〟である。

　俺は即そく座ざに考えたわけだ。

『木々の合間を抜け、茂みの中を通れば、ショートカットできるんじゃねえの？』と。

　だが、それは危険な素人しろうと考えだったようだ。

　ギルド職員に「くれぐれも茂みの中には入らないようにお願いします」と釘を刺された。

　なぜなら、茂みには〝茨いばらの牙きば〟と呼ばれる特別な茨が含まれているのだ。なんでも茨は即効性の毒を持ち、さらに金属をも簡単に切り裂さくほど刺とげが鋭いそうだ。

　つまり、命が惜しけりゃ、まともな道を歩けということだった。

「でも、まさか地図をただで貰もらえるとは……」

「はい、助かりますよね」

　ストロベリーフィールドまでの簡易地図ではあるが、これだって地図屋で買えば軽く一食分の値段はする。十一階をすべて網もう羅らした地図に至っては一ヶ月分の食費が飛ぶ。

　地図は高いのだ。だが、価値に見合った値段だとも思う。ダンジョンにおける地図の価値は砂さ漠ばくの水に匹ひつ敵てきするのだ。

「ふん、安易に地図なんぞに頼りよって、仮にも《迷宮探索者ソード・ブリンガー》を名乗るのなら自らの足でダンジョンを攻略すべきじゃろう」

「なるほどね！　それで迷った先で偶ぐう然ぜん、宝箱に遭そう遇ぐうするかもしれないしな！」

　これは〝上層での出来事〟への皮肉だったのだが、残念ながら相手には届かなかった。

「うむ、その通りじゃ！　地図通りに歩いても新たな発見なぞできはせぬ。迷うてこそ《迷宮探索者ソード・ブリンガー》、迷うことを恐れるでない。むしろ、歓迎すべきじゃ」

「あー、そうですか……」

　……いや、歓迎って。お前、上層で迷った時、めちゃくちゃキレてただろうが。

「偉えらいぞ小僧。こうやっていつも素直に我の意見を受け入れることじゃ」

　少女は俺が同意したことに満足そうに頷うなずいている。

　どうやら本気であの時のことを忘れ去ってしまったらしい。他ひ人との都合の悪いことはよく覚えているくせに、まったくもって自分には都合のいい記憶力であった。

「でも、レヴィ。知らなかったぜ。クエストにはいろいろと特典があるんだな」

「はい。ぼくが上層で輸送クエストをした時は特典に『保存用ビスケット』が貰もらえました」

　今回は地図だったが、たとえば討とう伐ばつクエストの中には、受注特典として回復薬《プシュケ》が貰えるものなどがあるのだ。

　上う手まくクエストを利用すれば、アイテム代を節約することができそうだった。

　ならばと、『特典目的でクエストを受注しまくればどうか』とセコいことを考えたのだが、当然、そうした悪質な行為への対策は万全であった。

　三回連続でクエストをキャンセルまたはリタイアすると、特典を受け取れない規則なのだ。再び特典を受け取るためには、必ずクエストをひとつ完遂コンプリートしなければいけない。

　まあ、なんにせよ気前のいいことだ。ギルドにとっては特典もクエストを活発に回すための〝投資〟のようなものなのだろう。

「……凄すごい仕組みだぜ。おっさんたちじゃねえが、ギルマスの顔を拝んでみてえもんだ」

　やがて茂しげみのトンネルを抜けると、見晴らしのいい平原に出た。

　緑色の平原のところどころにイチゴと思おぼしき赤色の点が見える。此こ処こが〝ストロベリーフィールド〟と呼ばれる目的地で間違いなさそうだ。

　普段、この場所はパフェイチゴと呼ばれるイチゴの採取クエストで賑にぎわっているらしい。

　だが、グレートゴーレムが暴れているとのことで平原には人っ子ひとりいなかった。

　もっとも、件くだんのグレートゴーレムの姿も見当たらないわけだが。

「誤ご報ほうだったのか……」

「見間違えたんでしょうか……たとえば大きな岩をゴーレムだと思ったとか……」

　レヴィの言う通りだ。ダンジョンの法則からその可能性がないとは言えない。いや、むしろ、その可能性のほうが高いのか……。

「──そうか！」

　俺は感心してセレスティアの横顔を見てしまう。

「そもそも、グレートゴーレムなど存在しないんだから戦う必要がないってことか！」

「な、なるほど！　誤報だったことを報告すればクエスト完了ってことですね！」

　レヴィは「セレスティアさん凄すごいです！」と尊敬の眼まな差ざしで少女を眺めている。

「何ど処こにいるのじゃ……」

　ところが、セレスティアは険けわしい表情で平原を見回している。なにかを探している風だ。

　直後、セレスティアは平原の中心に向かって走り出す。

「我じゃ！　セレスティアじゃ！　帰って来たぞ！」

　誰かに訴えかけるように必死で叫んでいる。明らかに様子がおかしい。

「悪い、レヴィ、此処で待っててくれ」

「あ、はい」

　俺はレヴィに断りを入れてから、急ぎセレスティアの後を追う。

「おい、どうしたんだよ！」

「我は此こ処こじゃ！　姿を見せえ！」

　俺の声が届いていない。仕方がない。さらにスピードを上げる。

　どうにか追いつくと、セレスティアの細い手首をぐっと摑つかむ。

「お前、おかしいぞ？　どうしたんだよ？　説明しろよ」

　セレスティアが振り返る。俺は自分の目を疑う。少女がこれまで見たこともないような不安そうな表情を浮かべていたのだ。

「だ、大丈夫か……」

　すると、セレスティアがポツリと呟つぶやく。

「……我の下げ僕ぼくが我のことを探してこの階まで来たと思ったのじゃが……」

「あー、そう言えば、言ってたな……」

　工房で解放した時からそのようなことを言っていた気がする。

「……グリは木の実や果物が大好きなんじゃ……中でもイチゴが大好物で、我がダンジョンマスターだった頃は、よう一緒にイチゴ狩りに出掛けたものじゃ……」

「あー、確かに、この場所はイチゴだらけだもんな……」

　……へー、イチゴが大好物だなんてなんだか可愛かわいらしい家来だな。

　と、思ったのは一いつ瞬しゆんだった。

「それ以外、グレートゴーレムがこの階層に姿を現すなど有り得んことじゃ！」

「それって……お前の家来がグレートゴーレムだってことか？」

　セレスティアがコクリと頷うなずく。

「あー、そう……」

　いや、まあ、人間とは言ってなかった。だが、まさか魔物だったとは……。

　ダンジョンマスターなら魔物を使役したとしても不思議ではないのか……。

「ひょっとして行き違いになってしもうたのじゃろうか……」

　神しん妙みような表情で思案している。これほど必死なセレスティアは初めてだ。ただ気持ちは理解できないでもない。

　百年ぶりの再会なのだ。なにより、セレスティアはその下僕と再会することをずいぶんと楽しみにしていた。

　仮に俺だって、親父らしき人物を見たとの噂うわさを聞いたら居ても立ってもいられないだろう。すぐにその目撃現場に向かって真しん偽ぎを確かめるはずだ。

「あのさ……」

「みなまで言うな」

　セレスティアが小さく首を振る。

「我の勘かん違ちがいだったようじゃ……戻るぞ」

「待てよ。せっかく来たんだし、もう少し探してみようぜ」

「……え」

「おーい、レヴィ！　もしかしたら茂しげみとかに隠れてっかもしれねえから、ぐるっと辺りを探してみようぜ！」

「はーい、了解でーす！」

　レヴィが大きく手を振って答えてくれた。

「俺は向こうを探してみるから」

　俺は踵きびすを返す。即そく座ざ、背後から外がい套とうがグイッと引っ張られる。首だけ捻ひねって振り返ると、白い指先が外套の裾すそを摘つまんでいた。

「その、なんじゃ……」

　珍めずらしくセレスティアが言い淀よどんでいる。俺は怪け訝げんに首を傾かしげる。

「……なに？」

「な、なにとはなんじゃ！　なんとなくわかるじゃろ！」

「いや、わかんねえ」

　とぼけてるわけじゃない。本当にセレスティアがなにを言いたいのかわからなかった。

「……この朴ぼく念ねん仁じんめが」

　そうセレスティアが溜ため息いきを零こぼした時だ。

　茂みの一角で木々が激しくザザザッと揺れる。

　さらに悲鳴のような叫び声がして上空に数十の鳥が飛び立つ。やがて木々や枝がへし折れる不快な音と共に〝苔こけむした丘〟が茂みの中から迫せり出すように現れた。

　一瞬、自然隆起かと思った。だが、すぐにその丘が自らの意志で動いていると気づく。

　人型のシルエットだ。その身体は突起した岩でできている。

　おそらくこの巨大な岩山が──グレートゴーレムだった。

「で、でけえ……」

　なんという大きさか。見上げたら首の後ろが痛くなりそうなほどの巨大さだ。ジャイアントスケルトンなんて比較にならない。

　グレートゴーレムが平原に一歩足をズシンっと踏み出す。大地が揺れた。桁けた違ちがいの力を感じる。これは人間が敵かなう相手なのか……。

　ただどうやら戦いは避さけられそうだ。

「グリッ！」

　セレスティアが歓喜に満ちた声を上げる。

「見よ！　これが我の下げ僕ぼく、グレートゴーレムのグリじゃ！」

　そうセレスティアは俺の外がい套とうをグングンと引っ張ってくる。嬉うれしいのはわかるが、これ以上、引っ張られると外套が脱げてしまいそうである。

「久しいの！　グリ！」

　喜び勇んでグレートゴーレムへと駆かけ寄ってゆく無邪気な姿は、本当に少女のようだった。

「下層から我に会いに来てくれたのじゃろ！　元気にしておったか！」

　セレスティアがグレートゴーレムの真下から微笑ほほえみ掛ける。まるで建築物でも見上げているかのようだ。

　グレートゴーレムはガラス球のような透明な両目でじっと少女を見つめている。

　すると、なぜかグレートゴーレムが岩石の拳こぶしを高々と掲げる。そして、振り上げた拳をブンッとセレスティアに──振り下ろした。

　瞬しゆん間かん、微笑みを浮かべたセレスティアの身体がくの字に折れ曲がり、放たれた矢のような勢いで小さな身体が吹き飛び瞬またたく間に茂みへと飲み込まれる。

　聞こえてくる木々のへしゃげる音がひどく痛々しい。

「セ、セレスティアあああああああああああああああ！」

　俺は即そく座ざに茂みへと走り出す。

　……家け来らいじゃないのか。よく似た別の魔物だったのか。いや、セレスティアの表情を見るにそんなはずはない……一体どういうことだ……。

　動揺が状況判断力を鈍にぶらせる。この時、俺が気に掛けるべきは自分のことだった。

　まずいと思った時には、頭上にグレートゴーレムの岩の拳が迫っていた。

　直後、俺の身体が吹っ飛ぶ。

　一回、二回と地面を転がる。巨大な一撃だ。全身の骨が砕くだけ散るような痛みが──

「──ない、ぞ？」

　おかしいさほど痛くない。すぐ理由に気づく。俺のへそ辺りでオレンジ髪の少年が突っ伏していたのだ。

「だ、大丈夫ですか？　アレクさん……」

　どうやらレヴィが窮きゆう地ちを救ってくれたようだ。

「ありがとう！　助かったぜ！」

「いえ、パーティメンバーを守るのが、ぼくの役目ですから……」

　レヴィが照れくさそうに微笑む。レヴィとパーティを組んでよかった。心からそう思う。すると、ズンっと地響きがする。

　見上げると、グレートゴーレムが俺たちへと近づいて来ていた。俺とレヴィは示し合わせて素早く立ち上がる。

「ど、どうしますか、アレクさん……」

「どう考えても勝ち目はねえ……」

「で、でも、セレスティアさんがッ！」

「……わかってる。だが、レヴィ、お前は逃げろ！」

「ま、待ってください！　アレクさんはどうするんですか！」

「俺は時間稼ぎをする！　お前は《探たん索さく者しやギルド》に行って状況を伝えてくれ！」

「む、無茶です！　たったひとりであんな怪物の相手をするなんて自殺行為です！」

「だが！　このままじゃ最悪、共倒れだ！　それなら、確実にひとりは生き残る道を選ぶのが《迷宮探索者ソード・ブリンガー》ってもんだろ！」

　俺はそう叫ぶのと同時にレヴィの小さな身体を鎧よろいごと抱き締める。レヴィが腕の中で「はわわ」と目を白黒させる。

「──レヴィ。頼む。俺はお前のことを気に入ってんだ。お前には生きて欲しいんだよ」

「あ、アレクさん……」

「まあ、心配すんなって！　俺は《銀の鍛冶師シルバースミス》だ。小こ賢ざかしい戦いはお手のものさ！」

　泣きそうな顔をした少年に笑顔を向けると、俺は小ぶりなお尻しりをバシンッと引っ叩ぱたいて「さあ！　行け！」と送り出す。

「おい！　デカブツ！　俺が相手になってやるぜえ！」

　そうして俺は外がい套とうをなびかせグレートゴーレムの視界を横切りレヴィとは逆方向に走り出す。直後、ズシンッとグレートゴーレムが進行方向を俺へと向ける。

　……大丈夫だ。持久力には自信がある。逃げ切ってみせるさ。

　それにセレスティアはあのままくたばるような玉じゃない。あいつが本気を出せばグレートゴーレムにだって絶対に負けやしない──

　俺は全力で走る。間合いに入ったらお終しまいだ。だが、距離さえ保っておけばそう簡単にはやられはしないだろう。ところがだ。

「う、噓うそだろ……」

　俺とグレートゴーレムの距離は開くどころか徐々に縮まっている。一見、鈍そうに見えるその歩みだが、一歩の歩幅がまるで違った。

　追いつかれるのは時間の問題だ。俺は咄とつ嗟さに進行方向を変え、ダンジョンの通路へと滑すべるように飛び込む。あの巨体では、この狭い通路は自由に動けないはずだ。

　目論見は成功だ。グレートゴーレムは通路の手前でピタリと足を止める。

「ざまあみろ！　来れるもんなら来てみやがれ！」

　すると、グレートゴーレムは回れ右して、あらぬ方向へとズシンズシンと歩いてゆく。

　……ん？　何ど処こに向かっているんだろうか。

「──あッ！　まずいッ！」

　俺は通路から飛び出しすぐさまグレートゴーレムを追い掛ける。なぜなら、グレートゴーレムはセレスティアが突っ込んだ茂みへ向かっていたのだ。

　俺は走りながら銀銃シルバーガンを抜き、そのまま流れるように銀ぎん弾だんを放つ。一発、二発、グレートゴーレムの後頭部をキンッキンッと銀弾が跳ねる。

「……通じねえか」

　予想していたが、こうもあっさり弾はじかれてしまうとは屈くつ辱じよくだった。だが、目的は果たした。

　グレートゴーレムが歩みを止めたのだ。そして、そのガラス球のような双そう眸ぼうに再び俺の姿を映した。

「……ハアッ、ハアッ、ハアッ、その目に俺をよーく焼き付けとけよ！」

　俺は岩の巨人と対たい峙じする。

　セレスティアのところに行かせるわけにはいかない。付かず離れず。とにかく、グレートゴーレムの注意を絶えず引き続ける。

　瞬間、岩の拳こぶしが振り下ろされる。俺は全力で横っ飛びする。

　ドゴンッとグレートゴーレムの拳が着ちやく弾だんした地面が爆ばく破はでもされたかのように大きく抉えぐれ、緑色の平原に突とつ如じよとして黒い穴を作り出す。

　ブルっと身体が震える。まともに喰らったら俺自身が木こっ端ぱ微み塵じんだろう。

　……だが、あとどれだけ避よけられるだろうか。

　逃げ回るだけならもう少しやりようはあるが、攻撃を受けないギリギリの距離を保ちながら立ちまわるのは体力的にも精神的にも消耗度合いはまるで違う。

　──その時だ。

「こ、こっちだぞお！　こっちにもいるぞお！」

　幼さの残る声で少年が叫ぶ。右手のランスで左手の大おお盾たてをガンガンと叩たたいて派手な音を立てている。レヴィだ。

　だが、先ほどまでとは異なり、いつも身に付けている重装備を脱ぎ捨て宿屋で見るような身軽な服装のレヴィだった。

「レヴィ！　どうして！」

「ぼ、ぼくだけ逃げるなんてできません！」

「馬ば鹿かやろう！　死にてえのか！」

「し、死にたくはありません！」

　遠目から見てもわかるほどにレヴィの両足はガクガクと震えている。

「で、でも、仲間を残して逃げるなんて……死んでも嫌いやなんです！」

「……大人しそうな顔して、なんて頑固なやろうだ」

　思わず溜ため息いきが漏もれる。

「ぼ、ぼくは攻撃はからっきしですが、攻撃を躱かわすのは結構得意なんですよ！」

　そうレヴィが引き攣つった笑みを浮かべる。精一杯の強がりだ。

　俺は片手で髪を搔かき毟むしると叫ぶ。

「知ってるよ！　全力で逃げまわるぞレヴィ！」

「は、はい！　アレクさん！」

　こうなったら二人で生き残ってみせる。大丈夫、希望はある。あいつさえ戻ってくれば……。













　　【９章】天剣の断罪







「あいつさえ戻ってきさえすれば……」

　……あの日の工房地下のように、あいつがこの絶望的な状況をどうにかしてくれるんじゃないかと俺おれは心の何ど処こかで期待していた。

「俺は此方こつちだぜ！　デカブツ！」

「う、後ろにもいますよ！」

　俺とレヴィはグレートゴーレムを前後に挟はさんで、交互に注意を引き付け合う。案あんの定じよう、グレートゴーレムは的を絞しぼれずに右往左往している。

　傍はたから見たら滑こつ稽けいな姿だろうが、やってるほうは必死だ。捕まったら最後、命はないのだから。胃の中身が今にも逆流してきそうだとしても、動きを止めるわけにはいかない。

　どちらかが倒れれば均きん衡こうが崩れてしまう。そうすれば確実に共倒れだ──。

「ハアッ、ハアッ、ハアッ……」

　──だが、気持ちとは裏腹に最初に息切れを始めたのは俺だった。

　……あとどれだけ攻撃を避よけていられるだろうか。

　焦しよう燥そうに駆られ、再びどうにかレヴィだけでも助かる道はないかと模も索さくし始めてしまう。だが、すぐさま頭を振って弱気を払う。

　俺たちはパーティだ。一緒に助かる道を最後の最後まで探し続けるべきなのだ。

　そう内心で自分をどうにか鼓こ舞ぶした瞬しゆん間かんだった。

「セ、セレスティアさん！」

　レヴィのその声でさらに気力が湧わいてくる。俺は英雄の凱がい旋せんを待ち詫わびていたかのような心境でレヴィの視線の先を辿たどる。だが、すぐに笑顔は固まった。

　その姿はあまりにも痛々しかった。

「セレスティア！」

　黒のワンピースが茨いばらでズタズタに引き裂かれ、布の裂け目から肌色が覗のぞいている。

　真しん珠じゆのような額ひたいや頰ほおにも、鋭い突起で傷つけられたのであろう赤い筋がツウーッと幾いく重えにも伸びている。

　今にも倒れてしまいそうなおぼつかない足取りで、それでも、セレスティアは苦しげに目を眇すがめグレートゴーレムへと進んゆく。

「レヴィ、頼む！」

「は、はい！」

　レヴィは「さ、さあ！　こっちだ！　ぼ、ぼくが相手になってやるぞ！」とさらに勢い良く大おお盾たてをランスで打ち鳴らす。

　俺は敵の注意をレヴィが引いている僅わずかな隙すきにセレスティアへと駆け寄る。

「大丈夫か!?」

　俺がそっと背中に手を添えると、それだけで、少女がガクリと片かた膝ひざを大地に落とす。

「お、お前、立っているのもやっとの状態じゃないか……」

　予想以上のダメージを受けているようだ。しかし、少女は俺の腕を支えにして立ち上がると、再びグレートゴーレムに向かって歩き始める。

　見るに見かねて俺はセレスティアの身体を正面から抱き止める。

「……離せ小こ僧ぞう。我われの邪じや魔まをするな」

「無理だ！　近づいたらまたぶっ飛ばされる！」

「グリは……我の初めての下げ僕ぼくなのじゃ！　それから、百年近く一緒にすごした仲なのじゃ！　本当に気の優しい奴やつなのじゃ……これは、これは……なにかの間違いじゃ！」

「だったら、どうしてお前はそんなにボロボロになってんだよ！」

「…………」

　セレスティアが俯うつむき、薄うつすら紅あかく染まった唇を震わせる。

　もし十年ぶりに会った親父が俺や母さんのことをまるで覚えてなくて、突然、斬きり掛かってきたとしたら──想像しただけで胸が苦しくなる。

「お前の気持ちはわかる……でも、一いつ旦たん、下がるぞ！　もう一発あの一撃を喰らったら、いくらお前でも……」

「う、うるさいッ！」

　瞬間、セレスティアの突き出した両手が、俺の身体をいとも容た易やすく吹き飛ばす。

「ぬおおおおおお────」

　細腕から繰くり出されたとは到底思えない衝しよう撃げきに、坂道に落ちた木の実のように俺は平原を転がってしまう。だが、俺はすぐさま体勢を整え起き上がる。

　すると、既すでにセレスティアはグレートゴーレムの目前にいた。

「馬ば鹿かやろう！　戻れッ！」

「グリィ！　我じゃ、セレスティアじゃ！　覚えておるじゃろ!?　ずっと一緒だったじゃろ!?」

　平原に少女の痛切な叫びが木こ霊だまする。

　だが、その山のように聳そびえる存在からは、声は返ってこない。再び返ってきたのは無慈悲な岩の拳こぶしだった──。

　少女の身体が水面に放たれた飛び石のように緑の大地を高速で繰り返し跳ねた。遙はるか先でようやく止まった少女はぐったりと大地に突っ伏してピクリとも動かない。

「セレスティアッ！」

「セレスティアさんッ！」

　俺とレヴィが全力でセレスティアに駆け寄る。

　少女の顔に生気がない。気を失っている。

　俺は迷いなくその小さな身体を抱だき抱かかえると「レヴィ！　逃げるぞ！」とレヴィのいるほうへ叫び、ダンジョン通路に目配せして走り出す。

　足が折れても構わない。俺は今ある力を振り絞しぼってひた走る。

「ハァッ！　ハァッ！　ハァッ！」

　だが、これまでの疲労もあってか、思うように動けない。

　背後からズシンズシンと重い音が確実に近づいて来ていた──

「なぜ、じゃ……」

　不意に腕の中の少女がうわ言のように漏もらす。

「……グリは、なぜ我のことがわからぬのじゃ……なぜじゃ……」

　か細い声を震わせる。その虚うつろな碧へき眼がんは縋すがるように俺を見つめていた。

　だが、俺には返すべき言葉がない。なにもわからないのだ。

「すまん……今は逃げるぞ」

　セレスティアがこんなにも苦しそうなのに、俺には謝ることしかできなかった。

「アレクさん、後ろです！」

　レヴィの声で視線を後方へと向ける。いつの間にか寸前まで岩の巨人が迫っていた。

　グレートゴーレムが薙なぎ払うように巨大な拳こぶしを振るう。ブンッと音を立て拳が空を切る。人間三人分の距離はあったが凄すさまじい風圧に外がい套とうの裾すそが大きく舞い上がる。

　勢いが止まらないグレートゴーレムは、さらに拳を振るう。今度は人間二人分の距離を拳の先が掠かすめてゆく。

　喉のどが鳴る。次は間違いなく届くだろう。もっと、素早く動かなければ──

「おおおおおおおおおおお！」

　──気合いの雄叫おたけびと共に強く地面を踏み締める。瞬間だった。着地した右足のバランスが突とつ如じよとして崩れたのだ。

「ぐッ……」

　踏ん張るほどの力が既に俺の脚にはなかった。

　俺はセレスティアを抱き抱えたまま肩からまともに地面に突っ込む。

「──あぐッ！」

「アレクさ──ん！」

　右肩に激しい痛みが走り、苦痛に視界が眩くらむ。それでも、どうにか立ち上がろうと藻も搔がくが、すぐには立ち上がれない。

　視線の先でレヴィが急停止する。俺を助け起こそうと駆け寄って来る。

「大丈夫ですか！」

　瞬間、地面に横たわる俺には上空から岩の塊かたまりが降ってくるのが見えていた。

「レヴィッ！　よ、避よけろおおおおおお！」

　咄とつ嗟さに腕の中の少女の頭を抱え込む。せめてセレスティアだけは……そんな思いだった。

　その時、眼前に大おお盾たてを構えた少年が滑すべり込むように飛び込んできた。

　ガゴッ──金属がへしゃげる音が鳴り響く。同時に大盾ごと少年が放物線を描いて俺の遙はるか頭上を飛んでゆく。

　レヴィは遠く離れた地面に頭から激突する。そのまま着地した体勢で動かなくなる。

「レヴィいいいいいいいいいいいいいいいいッ！」

　レヴィの安否を確かめる術すべはない。なぜなら、再び、グレートゴーレムが俺に向けて拳こぶしを振り被かぶっていたからだ。

　刹せつ那な、身体の痛みを忘れ、俺は立ち上がる。

　そして、グレートゴーレムに向かって両手を広げていた。

「ハアッ……ハアッ……グリ！　よく見やがれ！　お前の主人が此こ処こにいるんだぞ！」

　迫せまり来る岩の拳を見み据すえながら、必死に叫ぶ。石の巨人には通じないかもしれない……。

　だが、理屈じゃない。

　今、俺はただ少女のことを守りたいと念じていた。

　助けたい、ただそれだけを一心に願う──
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　──それは、ガラスを金属で弾はじいたような澄すんだ音色を奏でた。

　俺の目の前には、光り輝く巨大な剣が広がっている。

　岩の拳が目と鼻の先でピタリと停止していた。

　迫り来る一撃を止めた剣の柄つかを白く透き通った手が握り締め、細い腕がすうっと伸びていた。

「セレスティアッ!?」

　其そ処こにいるのは先ほどまでの虚うつろな少女ではない。

　純白の衣を纏まとった凜りんとした眼まな差ざしの少女だった。

「お前……大丈夫なのか……？」

　俺が気に掛けているのは、なにも身体のことだけじゃない。

「愚問じゃ。我は《剣の女王》ぞ」

　セレスティアは呟つぶやきながらゆっくりと立ち上がる。

「控えよ。女王の御前ぞ」

　そうセレスティアが片手でグイッと《魔剣ルミナス》を突き出すと、信じられないことに岩の巨人がズンッズンッと大地を揺らして後ずさる。

　俺からはセレスティアの小さな後ろ姿しか見えない。だが、表情を見なくともその淋さびしげな背中がすべてを語っていた。

「……心配するな、痛みはない」

　そう微かすかに聞こえた気がした。

　──プラチナブロンドの髪がフワリと舞い上がり、純白のドレスが翻ひるがえると同時に、宙空に美しい閃せん光こうが走った。

　次の瞬間……グレートゴーレムの巨体から、ミシッ──と軋きしむような音が鳴る。

　すると、肩から胸元に掛けて斜めに亀き裂れつがスッと伸びたかと思うと、ズズズッと滑すべるように上半身と下半身が綺き麗れいに分離を始める。

　最初に上半身が地面に振動を起こしながら落下し、その後を追うように下半身もその場にズドンと土つち煙けむりを舞い上がらせて倒れた。

　目の前に立つセレスティアの右手には光り輝く剣はなく、服装も再び切れ切れの黒のワンピースに戻っている。それはもう。これ以上、剣を振るう必要はないという意味だった。

　少女は動かぬ岩の塊かたまりと化した上半身に静かに近づくと、輝きの消えたガラス球の瞳を持つ巨大な頭を両手で握り頰ほおを寄せる。

　そして、「……すまぬ」そう少女は俯うつむき呟つぶやいた。

　その頼りない背中は小刻みに震えていた。

《剣の女王》セレスティアでなければ、あのグレートゴーレムの暴走は止められなかった。それは紛まぎれもない事実だ。だが、あまりにも辛つらすぎる。

　俺がもっと走れたら、俺がもっと強ければ、セレスティアを悲しませずに済んだかもしれない……浮かんでくるのは己おのれの不ふ甲が斐いなさと後悔ばかりだった。

「……アレ……ク……さん」

　俺はレヴィの倒れていた場所へと向き直る。激しく歪ゆがんだ大おお盾たてを支えにして、レヴィが立ち上がろうとしているところだった。

　ほっと安あん堵どの溜ため息いきが漏もれる。

「終わったか……」

　三人ともボロボロだが、なんとか生きている。

　ただ、セレスティアの傷は深かった。

　身体の傷は薬と時間が癒いやしてくれるだろう。だが、心の傷は必ずしもそれらが癒やしてくれるとは限らない。少なくとも、今のセレスティアは他人がおいそれと声を掛けられるような状態ではなかった。

　……このままセレスティアを残して《ヴィレッジ》に戻るわけにもいかない。だが、レヴィを早く医者に診みせなければならない……。どうすべきか……。

　逡しゆん巡じゆんする俺の耳に「────キシシシ……」と何ど処こからか下げ衆すな笑い声が聞こえてくる。

「……何年も連れ添った下げ僕ぼくの命を、自分の手で奪った感触はどうですか？」

　ひどく癇かんに障さわるその声にセレスティアは小さな肩をビクッと揺らす。

「今どんな気持ちなのかを率直に聞かせてくださいよ……」

　それは男の声だった。実に陰湿な声色で、男が口を開く度たびに不愉快な気分になる。

「おい！　誰だ!?　隠れてないで出て来い！」

　グルっと周囲を見回したが、平原には俺たち以外の《迷宮探索者ソード・ブリンガー》の姿はない。

「隠れる？　ご冗じよう談だんを。私は隠れたりしていませんよ。ちゃんと目の前をご覧なさい」

　人を小こ馬ば鹿かにしたような口調で謎なぞの男は言う。

　視界に映るのは、俺以外にレヴィとセレスティア、それとグレートゴーレムの動かぬ岩の身体だけ、と思っていると突然、セレスティアがグレートゴーレムの上半身からバッと飛び退すさる。

「……キシシシ、さすが女王様。ご名答で御ご座ざいます──」

　瞬間、音もなくグレートゴーレムの中から病的なまでに青白い男の細ほそ面おもてが現れる。

　まるで幽ゆう霊れいのように岩の身体の中から擦すり抜けて出てきた。

　黒装束を身に纏まとったひょろ長い長身の男が、腕組みをしながらセレスティアを見下ろす。

「──お久しぶりです女王様。以前、貴女あなたに倒された者です。またお会いできて光栄です」

　その不気味な男は鎌のように口の両端を吊つり上げる。

　セレスティアはまだ直前のショックが抜け切れていないのか、なにを言うでもなく揺れる瞳で男を見つめていた。

　俺には状況がつかめないが、ひとつ言えるのは、セレスティアと目の前の青白い男が旧知の間柄ということだ……。

「……おや、〝なぜ生きている？〟と〝殺したはずじゃないか!?〟というお顔ですね……。キシシシ、とどめを刺さなかったこれが貴女の甘さですよ！　お忘れですか？　私が《死霊魔術師ネクロマンサー》だということを……そうです、自らの肉体を蘇よみがえらせたのですよ」

　まさか、こいつ──

「お前は──ファウストとかいう奴やつか……？」

　物言わぬセレスティアの代わりに俺は尋ねる。

　思い出したのだ。以前、セレスティアが《死霊魔術師ネクロマンサー》のファウストという辛しん気き臭くさい男を倒したという話を。

「私をご存じなのですか。まあ、当然でしょうか。この私も一時は『恐怖の魔導師』なんて地上では呼ばれていましたからね。もっとも、恐怖と言っても、取るに足らない地方都市の住人を私がひとり残らず惨殺しただけのことですが……。それも私の研究のためのあるべき犠ぎ牲せいというやつです。《死霊魔術師ネクロマンサー》には常に新鮮な死体が必要ですからね」

　ファウストという青白い男は双そう眸ぼうをいやらしく細める。

　──辛しん気き臭くさい見た目だとか、気味の悪い笑い方だとか、鼻につくいやらしい喋しやべり方もさることながら、ひと言で言って〝不愉快な男〟だった。

「一部始終、ゴーレムの内側から観させて頂きました。女王セレスティア、貴女あなたの沈痛な面おも持もち──興奮しましたよ。何百年ぶりにゾクゾクしました」

　キシシシとファウストは針のような身体を小刻みに揺らして笑う。

「貴女のように、常に自信に満ち溢あふれた女性が見せる弱気な顔というのは実に甘美です。わざわざ下層からこの〝大荷物〟を運んできた甲か斐いがあったというものですよ」

「お前なのか……お前がこのグレートゴーレムを操っていたのか!?」

「いかにも。難儀しましたよ。この巨体……あまりにかさばるので、中に入ってコントロールするのも楽じゃありませんでした。ですが、この木で偶くの坊ぼうは、女王様を誘い出すのに使えると思いましてねえ。結果はご覧の通りです」

　ファウストが慇いん懃ぎん無礼にお辞儀してみせる。

「……キシシシ、ですが、まさかまさか、そのような少女の姿に成り下がっているとは予想外でしたよ。道理で嘗かつての麗人をいくら探しても見つからないわけです」

「……そ、そういうことかよ！」

　つまり、この一連の騒動はすべてこの不愉快な男が仕組んだことで、俺たちはそれにまんまと踊おどらされたということだ。

　突とつ如じよ、セレスティアが膝ひざからその場に崩れ落ちる。

　あまりのショックに顔からは血の気が失せていた。気丈なセレスティアの見る影もない。あの最強を自負する少女が、これほどまでに心を壊されてしまったのだ。

　……数ヶ月前に最愛の母を亡くした俺には、心が搔かき乱され自分ではどうしようもない気持ちが理解できる。心の支えを失う気持ちが……。

　あのゴーレムと再会を果たすことが、セレスティアにとっての心の支えだったのだ。

「そうです！　その顔ですよ！　私が倒されてからずっと見たかったのは！　尊大な貴女の絶望に満ちたその顔です！　そして、強大な貴女をこうして……私の足元に跪ひざまずかせることです！」

　ファウストは、オーケストラの指揮者のように手を振りながらその場でクルクルと回っている。恍こう惚こつとした表情で、興奮した様子で語る姿は狂きよう気き以外のなにものでもない。

「素晴らしい日です！　積年の願いが二つも叶かなってしまいましたよ！　この記念すべき日を祝うために近くの集落に出向いて百人ほど血祭りにして部屋に飾りましょうかねえ？　あ、いや……二百人のほうがいいでしょうか？　……君はどう思いますか？」

「ふざけんじゃねえッ！」

　俺は叫んだ。

「てめえみたいな外道は見たことねぇ……セレスティアの気持ちを踏みにじりやがって……」

　欲望のために人の気持ちを踏みにじる。これほど卑ひ劣れつな行為はない。

「こいつが……どんな想いでゴーレムに剣を振るったと思ってんだ」

　しかも、このファウストというゲス野郎は、踏みにじられた相手が落らく胆たんするのを見て愉悦に浸ひたっているのだ。絶対に許せるはずがない。

「さぞ心を痛めたことでしょう。お悔やみ申し上げます…………が、私はとても愉快です」

「テメエッ！」

　即そく座ざ、俺は腰から銀銃を抜き放つ。すると、ファウストは「おー、怖い怖い」とひらりとグレートゴーレムの身体を飛び越えその身を岩陰に隠す。

「誠に申し訳ないんですが、壁にさせてもらいますよ？　でも、正直理解に苦しみます。だってそうでしょう……岩に思い入れするなんて滑こつ稽けいじゃありませんか？」

　ファウストが拳こぶしの甲でコンコンッとグレートゴーレムの岩の身体を叩たたく。

「──これ、〝ただの岩〟ですよ？」

　セレスティアの白く細い指先の色が変わるほどギュッと地面を握り締める。

「テメエエ！」

「ゴーレムを撃つんですか？　いいですよ？」

「汚きたねぇぞ！」

「岩ひとつに感情移入するとは……長き孤こ独どくが貴女あなたを狂わせてしまったようですね。あの最強の剣の女王も〝心〟に勝てなかったようですね？」

　ファウストはキシシシと耳みみ障ざわりな笑い声を響かせる。

「テメエ……絶対に許さねえ……ゴーレムから離れろ！」

　銀銃を持つ手が怒りに震える。

「……アレクさん」

　すると、いつの間にか隣にレヴィが立っていた。

「ぼく、あの人、許せません！」

　あのレヴィが怒りの感情を露あらわにしている。だから、強く頷うなずいてみせる。

「……ああ、絶対に許せねえ」

　俺とレヴィは同時に得物を構える。

「俺たちが相手だ！　覚悟しやがれ！」

「キシシシ、グレートゴーレムの時とはずいぶんと態度が違いますね？　さっきより小さくなったと思って甘く見ないでくださいね？」

「テメエのような性根の腐くさった野郎に負ける気なんてしねえんだよ！」

「ハッ！　見くびらないで頂きたい。この私が無策で来るとでもお思いですか？　この程度のことはほんの余興です。本番はこれからですよ──」

　そうファウストは不健全な顔に不愉快な笑みを浮かべる。

「──お見せしましょう。私が《鎧の聖皇メイルクラウン》様から授かった新たな才能を！」

　不敵な笑みを浮かべたファウストがパチンと指先を鳴らす。その時だった。

「……なんだっッ!?」

　グレートゴーレムの動かぬ岩の身体が──爆ばく散さんしたのだ。

　だが、グレートゴーレムの欠片かけらは無作為に飛び散りはしなかった。上空に向けて竜巻のように螺ら旋せん状に回転している。

　瞬間、セレスティアが頭を抱えて、

「グリ……グリ……ああああああああああああああああああああああああああああ───」

　壊れるように絶叫した。

「うん、実に心地よい悲鳴です」

　ファウストは葡萄ぶどう酒しゆの豊かな香りを楽しむかのように頷うなずくと、グレートゴーレムの欠片が生み出す柱へとその身を投じる。

「テメエ、なにしやがった!?」

「まあ、そこで静かに見ていなさい」

　直後、まるでそのひとつひとつに意志があるかのように、一いつ斉せいに欠片がファウストの細く長い身体に引き寄せられてゆく。

　次から次へと欠片が集まり、ファウストの身体は茶色で埋め尽つくされてしまう。

「一体、なにが……？」

　レヴィが驚きの声を上げる。

　……だが答えはすぐにわかった。

　欠片の竜巻が消え失せたその場所には──グレートゴーレムの欠片を鎧よろいのごとくその身に纏まとったファウストが立っていたのだ。

「キシシシ、どうですか？　驚いたでしょう！」

　グレートゴーレムの鎧を纏ったファウストは生身の時の二倍近い大きさと厚みを有していた。

「これが私の《死霊魔術師ネクロマンサー》の力と、あの方の力とが合わさって生み出された奇跡の技──【亡骸の鎧アンデツドメイル】ですよ！」
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「……あ、アンデッドメイルだって」

「そうです！　この力があれば人間だろうが魔物だろうが、亡骸なきがらさえあれば其そ処こから強固な鎧を生み出すことができるのですよ！　特にこのゴーレムのように強力な魔物の亡骸を利用すれば、鎧を纏った私自身の能力を向上させる高性能な鎧を作り出すことが可能なのです！」

　即そく座ざ、ファウストは大地に蹲うずくまる少女の背に口くち端はしをいやらしく吊つり上げる。

「──もしもですよ。最強と名高い《剣の女王》セレスティアの亡骸で作ったら、どれほど優れた鎧ができるんでしょうね……」

　そう蛇へびのような長い舌で紫色の薄い唇を舐なめた。

「黙れッこのゲス野郎が！」

　俺はファウストに向けて駆け出す。そして、勢いのまま銀ぎん弾だんをその剝むき出しの顔目掛けて撃ち放つ。狙ねらいに狂いはない。

「な、なにッ──」

　──だが、ファウストの顔面に着ちやく弾だんする直前、鎧よろいの一部が隆起して兜かぶとを生み出す。

　強固な兜はグレートゴーレムの時と同様に俺の銀弾を簡単に弾はじき返した。

「キシシシ、残念でしたね！　これはただの鎧ではありません。意志を持つ鎧なのです！　亡骸なきがらを使役する《死霊魔術師ネクロマンサー》たる私を自動で守ってくれるのですよ！」

　ファウストが口端を歪ゆがめるのと同時だ。

「では、私の番です、ね──」

　それは巨体からは想像もできない素早い動きだった。

　気づいた時には、ファウストの下げ卑びた笑みが眼前にあり、直後、繰り出された膝ひざ蹴げりが俺の鳩尾みぞおちに収まっていた。

「ガハッ──」

　グラグラと揺れながら俺は前のめりに草むらへと倒れ込む。

　腹部に広がる強烈な痛みに意識を一瞬にして奪われそうになる。ギッと奥歯を嚙かみ締めどうにか気を失わないようにと持ち堪こたえる。

「アレクさん！」

「君、よそ見はいけないよ？」

「あがッ──」

　滲にじむ視界の向こうでレヴィが大地に転がされている。

　悔しいが、速さ、硬さ、強さ、すべてにおいて今の俺たちとは桁けた違ちがいだ。今の俺たちではまるで歯が立たない……。

「さすがは【亡骸の鎧アンデツドメイル】です。ほんの少し触った程度だったんですが……人間ごときでは相手になりませんね」

　今さらながら思い出す。この最低野郎が元ダンジョンマスターだったということを……。

「安心なさい。君たちはまだ殺しません。なぜなら、君たちには記念すべき瞬しゆん間かんに立ち会って頂かなければなりませんからねえ？」

「ぐ……な、なにを……する気だ……」

　大地を這はいずりながら俺はファウストへと近づいてゆく。

「決まってるじゃないですか、今から最強の鎧よろいを作るんです──」

　ファウストの下げ卑びた笑みを紫色の唇に浮かべながら、岩に覆おおわれた指先で少女のプラチナブロンドの髪を鷲わし摑づかみして無造作に持ち上げる。

　無抵抗のセレスティアは精せい巧こうな人形のようだった。

　セレスティアの虚うつろな顔を覗のぞき込みながら「んー、完全に壊れちゃいましたか」とファウストが眉まゆを顰ひそめる。

「どうやら攻めるのは最強でも、守るのは人並みだったようですね。でも、なにも問題はありません。むしろ、《死霊魔術師ネクロマンサー》たる私からすれば死んでからが本番です。この細い首でもへし折ればすぐに素材へと変わってくれるはず……」

　そう言ってファウストが無抵抗のセレスティアの頭と胴どう体たいを乱暴に摘つまむ。

「や、やめろおおおおおおおおおお」

　咄とつ嗟さ、俺は痛みを堪こらえ、銀銃を紅あかい左手に飲み込ませると、突き出した蒼あおい右手から銀の鎖くさりをファウストへと放った。銀の鎖がファウストの右腕に絡み付く。

「……なんですかこれは？　こんなもので私の邪じや魔まをしようと言うのですか？」

　ファウストが呆あきれた表情を浮かべている。

「ふー……無む駄だなことは止めましょう。君じゃどう足あ搔がいても私を止められない。一瞬で死ぬだけです。それよりも世紀の瞬間を見届けるほうが残された時間の使い方としては有意義です」

「……ふざけんな……そんなことさせるかよッ」

「そうは仰おつしやいますが、現実的に不可能では？　それとも、なにか一発逆転の策でもおありですか？　ありませんよね？　君と私との力の差は歴然です。諦あきらめましょう。己おのれの不ふ甲が斐いなさを内心で嘆なげくのはどうぞご自由に」

「ベラベラとうるせえッ！」

「……まだそんな元気があるんですか。すぐ黙だまらせてあげましょうか？」

「理屈じゃねえんだよ！　テメエのような最低最悪のゲス野郎が、好き勝手やるのを黙って見てるなんてできるかよ！」

　ファウストは大げさに肩を竦すくめると、手にしていたセレスティアを地面に投げ捨てる。

「……なるほど、よくわかりました。君、私の一番──嫌いなタイプです」

　直後、地面に這はい蹲つくばる俺の脇わき腹ばらをファウストの岩の足が蹴けり上げた。

「うぐがああああああッ──」

　メキメキと肋ろつ骨こつの軋きしむ音が聞こえた。

「私、理屈の通じない人と頭の悪い人が嫌いなんです。残念ながら君はそのどちらにも当てはまるようで……もう目め障ざわりなんで先に殺します」

　ファウストはもう一度、硬い足で俺を蹴り上げる。

「うがッ──」

　またメキメキと骨が鳴る。最早、全身が痛くて何ど処この骨が折れた音なのかすらわからない。

「案外、頑丈ですね？　早く死んでくださいよ。あ、でも、君を殺しても大した鎧よろいになりそうにありませんね」

　三度、ファウストが俺の脇を蹴り上げる。

「────ッ」

　もう声すら出ない。

「どうしますか？　このまま死ぬまで蹴り続けますか？　それとも、いっそ頭ず蓋がい骨こつでもひと思いに砕くだきましょうか？　私のオススメは後者です」

「あ、あぐ……」

「なんですか？　聞こえませんよ？」

「パ……」

「パ……？」

「……パニシュッ！」

　俺の言葉を合図にして瞬しゆん時じ、銀の鎖くさりがギュンっとファウストの右腕を締しめ付ける。

　その様子を眺めながらファウストが「……君は馬ば鹿かなんですか？」と首を傾かしげる。

「【亡骸の鎧アンデツドメイル】の上から締め付けても私は痛くも痒かゆくもありませんが？」

「……ハアッ、ハアッ、だ、だろうな……」

　この期ごに及んで血に濡ぬれた歯を見せて笑う俺にファウストが細ほそ眉まゆを顰ひそめる。気でも触ふれたかと思っているかもしれない。だが、俺は至って正気だった。




【女王たる証ソードリベリオン】




　瞬しゆん間かん、ファウストの背後で光り輝く巨大な剣が煌きらめく。

　それは俺にとっての希望の光だ。

「なん、ですって──」

　直後、ファウストが双そう眸ぼうを驚きよう愕がくに見開きながら、遙はるか彼方かなたの茂しげみへと目にも留まらない速度で一直線に吹き飛んでゆく。

　其そ処こに見えるのは──光り輝く巨大な剣を振りきった純白の少女の美しい後ろ姿だった。

「……やっと起きたな……」

「……のう、他にあったじゃろ」

　少女は振り返ることなく零こぼす。

「……なにが？」

「……我に激痛を与えて無理やり立ち上がらせるなぞ、お主ぬしくらいのもんじゃ……」

「し、仕方ねえだろ……他に方法がなかったんだよ」

　……『パニシュ』はセレスティアの銀のティアラを発動させるトリガーだった。

「任せるぞ」

「ああ」

　そうセレスティアが呟つぶやき、ヒュッと《魔剣ルミナス》を振り、ファウストが消えた茂みに向けてスッと構える。

「──ファウスト。お主だけは絶対に許さぬ」

　その端整な横顔に、その宝石のような瞳に、先ほどまではなかった生気が宿っていた。

　直後、茂みから鎧よろい男おとこが凄すさまじい勢いで飛び出してくる。

「む、無傷なのか」

　あの《呪いの鎧カースド・メイル》を紙切れのように一刀両断した一撃を受けても、ファウストのその鎧の表面には傷ひとつなかった。

「はて、どう許さないおつもりですか？　この如何いかんともしがたい状況をどう変えるんです？」

「跡形もなく斬きり刻む」

「キシシシ、貴女あなたにできますか？」

　鳥の羽ばたきのごとくファウストが両腕を真下に向かってバッと振ると、両手の先が黒々と光る刃に姿を変える。

「以前の私とは違うんですよおぉぉぉぉ」

　ファウストが大地を蹴ける。そして、次の瞬間にはファウストの両手の黒刃がセレスティアの頭上に振り下ろされていた。

　間一髪、セレスティアが斬り上げた白く輝く刃が黒刃を受け止める。

「……速いッ！」

　俺では目で追うのがやっとだった。常人ならば受け止めることさえ不可能なのではないか。

　まるでワルツでも踊おどっているかのようだ。

　ファウストが流れるような動作で両手の黒刃を交互に繰り出し、それをセレスティアが光の刃の腹で受け止め時にいなしてゆく。

　だが、その苛か烈れつを極める攻撃の前に、セレスティアを以もつてしても捌さばくので手一杯。完全に防戦一方だった。

「おや、女王様……もしかして小さくなって弱くなってしまわれましたか？　いや、違いますか……私が強くなりすぎたんですねえ！」

　ファウストはキシシシと笑いながら一方的な攻めを続ける。

「【亡骸の鎧アンデツドメイル】これは素晴らしい力ですよ！　《剣の女王》の一いち撃げきにも耐たえうる鉄てつ壁ぺきの防御！　そして、剣の女王をも圧倒する攻撃！　攻防兼ね備えた完かん璧ぺきな力です！　もしかして……私こそが最強なのかもしれませんね！　元《ソードラビリンス》最強のセレスティアさん！」

　瞬しゆん間かん、黒刃がプラチナブロンドの髪を僅わずかに切り飛ばす。

　口だけじゃない。確かにファウストがセレスティアを徐々に押し始めている。

　その時だった。セレスティアが柄つかを両手で握り直す。

　直後、両手で握った《魔剣ルミナス》でファウストを強く押し込む。

「貴様、少しは黙れッ！」

「ぐぬうううううッ！」

　ファウストは必死に耐たえるが、さらにセレスティアが一歩大きく踏み込み《魔剣ルミナス》を振り切ると、巨体がよろめく。千せん載ざい一いち遇ぐうの時──

「今だ！　セレスティアッ！」

　──だが、しかし、ファウストは完全に体勢を崩す前に、素早く背後に飛び退すさり切っ先の届かない場所まで間合いを取ってしまった。

「ふう、危ない危ない。その小さな身体の何ど処こにそのような力が……。ですが、二度目はないですよ？」

　ところが、なぜか当の本人にはさして残念がっている様子がない。

「……お主のような愚ぐ物ぶつには勿もつ体たいないが、次で終わらせる」

　それどころかその口調には余裕さえ感じさせた。

「キシシシ、この期ごに及んで強がりとは女王様ともあろうお方が見苦しいですねえ！　この私が貴女あなたの手の内を知らないとでも？　残念ながら貴女は、喰らった剣を魔剣にして振るう以外に能がありません！　さあ、なにを見せてくれるというのですか？」

　すると、セレスティアが小さく微笑ほほえむ。

「──勘かん違ちがいするでない。我を最強たらしめるのに、喰らった剣を魔剣にして振るう以外に〝必要がない〟ということじゃ！」

　すると、セレスティアの左手から眩まばゆい光が放たれる。それは召しよう喚かんの前触れ──直後、左手には《魔剣ルミナス》が握られていた。

　つまり、右に一本、左に一本、合計二本の《魔剣ルミナス》をセレスティアは握っていた。

　……だが、なぜだろう。一体、なんの違いなのか。

　新たに左手に召しよう喚かんした《魔剣ルミナス》は右と比べて段違いの眩まばゆさだった。

「ハッ！　二本にすれば私に勝てるとでも！」

　二本目を召喚したことには僅わずかな驚きを見せたファウストだったが、この程度で自分の有利が覆くつがえるとは微み塵じんも思っていないという表情だった。

「二本ではない……一本じゃ──」

　ところが、セレスティアの行動は予想の上をゆく。

　なんと、セレスティアは右と左の《魔剣ルミナス》を束ね合わせたのだ。すると、セレスティアの小さな手の中から信じられないほど巨大な一本の剣が生み出された。

　その巨大さはグレートゴーレムをも凌りよう駕がするほどの刃。

「な、なんですか……それは!?」

　ファウストが啞あ然ぜんとした表情で巨大な《魔剣ルミナス》を見て叫ぶ。

　……思い出した。出会った日にセレスティアが言っていた。

　一本実在の剣を喰らうと《魔剣ルミナス》一本を生み出すことができると、そして、十本喰らえば十本の《魔剣ルミナス》、または十本分の《魔剣ルミナス》〝一ひと振ふり〟のどちらかを生み出すことができると──

　きゅっと双そう眸ぼうを眇すがめるとセレスティアは狼ろう狽ばいするファウストにこう告げる。

「────去いネ」と。

　瞬間、セレスティアが《魔剣ルミナス》を片手で振るう。

　同時、宙空に舞うファウストの両腕──。

「ウギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア────ッ」

　平原に耳みみ障ざわりな悲鳴が響ひびき渡る。

「う、腕があああああ！　私の腕があああああ！　うわあああああああ！」

　先ほど傷ひとつ付けられなかった強固な鎧よろいをいとも容た易やすく斬きり裂いてみせた。

　セレスティアは亀かめのようにひっくり返ったファウストに無造作に歩み寄ると、同じく無造作に光り輝く巨大な剣を振り上げる。

「死んで、グレに詫わびよ」

　そう無感情に告げて光り輝く巨大な剣を振り下ろす──

　──ところがだ。なぜか《魔剣ルミナス》の刃先がファウストの目前で停止する。

「キシシシ、さあ、どうしました！　き、斬れるものなら！　斬ってみなさい！」

　目を凝こらす。ファウストの纏まとった鎧が隆起して、腹の辺りに顔らしき物を浮かび上がらせている。その顔をはっきりと視界に収めた途と端たん、俺の中で怒りが爆発した。

「どこまでゲスなんだよ、テメエは！」

　その顔はさっきまで戦っていた巨人だった。

　鎧よろいに浮かび上がった顔はガラス球のような透明な両目でじっと少女を見つめている。

　華きや奢しやな両肩が再び小刻みに震え始めていた。

「キシシシ、最初の一振りで仕留めておけばよいものを……まったく貴女あなたは以前から少しも変わりませんね。実に甘い。甘すぎる！　貴女はもう私を斬きれません」

「セレスティア！」

　そう叫んだものの、傷ついた身体は意志に従ってくれなかった。情なさけないことに俺は立ち上がることすらできなかった。

　それでも、次から次へと溢あふれてくる怒りが俺を突き動かす。俺は地面を這はいずり少しずつセレスティアのところへ近づいてゆく。

「……グリ」

　セレスティアは嚙かみ締しめるように呟つぶやき、じっとガラス球の瞳を見つめると、

「今まで……ありがとう」

　そう柔にゆう和わに双そう眸ぼうを細め──光り輝く剣を一いつ閃せんした。

「────は？」

　その間の抜けた声がファウストの発した最さい期ごの言葉だった。
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　使役していた当人が亡くなったことで、【亡骸の鎧アンデツドメイル】が瓦が解かいする。グレートゴーレムは欠片かけらの状態に戻ってバラバラとその場に転がった。

　すべての気力を使い果たしたセレスティアが、欠片の敷き詰められた大地に倒れ込む。

　そのセレスティアの顔のすぐ脇わきには二粒のガラス球に似た欠片が転がっている。

　その滑なめらかな瞳の表面には、まるで見守っているかのように主人の眠る姿を映していた。













　　【エピローグ】







　こんなにも遠い道のりだったろうか。




　否、そう感じるのは思うように歩けないからだ。

　俺おれは今、一歩踏み出すごとに全身に激痛が走るという苦行の真っ最中だった。

　さらに付け加えると、自分の身体からださえ持て余しているのに、背中に小こ柄がらとは言え、もうひとり背負っているのだから、まともに進むわけはなかった。

　今の状態ならダンジョン最弱と名高いスライムにだって負ける自信がある。

「もっと……強くなりてえ……」

　いや、絶対にならなければいけない。思えば、《ソードラビリンス》に来てからというもの毎日のようにそう思わされている。

　もちろん、強さがすべてじゃない。それははっきりと言える。

　だが、弱くてはこのダンジョンでは生き残れない。その上、《鎧の聖皇メイルクラウン》というさらなる強敵もいるらしい。だから、強くならなければいけない。

　なぜならば、今の俺には守ってやりたいと思える存在がいるから。

　誰よりも強くて、だけど、誰よりも脆もろいその小さなそいつのことを──

「まあ、男として守ってもらってばかりじゃ……カッコつかねえからな……」

　背中に感じる無防備な柔やわらかさに俺は自じ嘲ちようの笑みを零こぼすのだ。

　一方、レヴィはさすが《聖騎士パラデイン》と言ったところか。

　……でも。

　さすがにこの状況をなんの説明もなしにレヴィに受け入れろというのは乱暴だろう。とはいえ、まだ多くも語れないのだが……。

「あのさ、レヴィ……」

　どう説明したらいいのか……。

　仲間としてレヴィにセレスティアのことを伝えなければと思っていたら、

「ぼ、ぼくは……」

　レヴィが言葉を選びながら語る。

「アレクさんのことを信頼してます。それに……アレクさんが信頼するセレスティアさんのことも信頼してます。だから、なにも言わなくて大丈夫です」

　そう、言い終えたレヴィは「い、急いで戻ってきますから、待っててくださいね」と走り出す。

　遠ざかる小さな背中を見ながら、

「レヴィ……ありがとな」

　レヴィと組んで本当によかったと思う。

　そんなレヴィをひとりだけ働かせて、自分だけじっとしているなんてできるはずがなかった。

　だが、正直、気持ちとは裏腹に身体は限界だった。

　足すら満足に動かせない。回復薬の《プシュケ》を飲んでこれなのだから堪たまらない。

　それでも、俺おれはあの場所にセレスティアを留とどめておきたくはなかった。

　目が覚めてすべて夢だったのならどれほどよかったか。だが、あの平原で起きた出来事はすべてが現実だ。

　セレスティアにとって悪夢のような現実だろう。

　だったら、せめて宿屋で目覚めさせてやりたい。グレートゴーレムが眠るあの場所で目覚めさせるのは、あまりにセレスティアが可哀かわい想そうだ。

　とはいえ、最大の問題は、俺の身体からして、宿屋に着くのは明日になりそうだということだった。

　俺は立ち止まり背中の少女を見やる。

「……お前にも家族がいたんだな」

　長い睫まつ毛げが伏せられている。

「俺がもっと強かったら……」

　傷ついてはいたが、幸いセレスティアの寝息は規則正しい。まだしばらくは起きなさそうだ。柔らかそうな肌は全身擦かすり傷だらけになっていた。

「可愛かわいい顔が大無しだな……」

　プラチナブロンドは変わらず美しいが、黒のワンピースは直視するのを躊躇ためらうほどに無残だ。肌が露あらわになっているという意味においてだが。

「《ヴィレッジ》に戻ったら、綺き麗れいな服でも買ってやるか」

　そう何気なしに呟つぶやいた瞬間だった。パチリと開いた円つぶらな瞳に驚く。思わず少女を地面に落としそうになった。

「うお、びっくりしたッ！　お前、起きてたのかよ!?」

「のう、今の言葉、本当じゃな？」

「……なんのことだよ」

「服を買ってくれる、という話じゃ」

　しっかり聞かれていたらしい。

「お前、もしかして寝た振りしてたのかよ」

「いや、今、起きたところじゃ」

「あ、そうか。ならいいんだ」

　助かった。その前は聞かれてなかったようだ。

「じゃから、お主ぬしが我われの顔をまじまじと見つめながら『可愛い顔が台無しだ』などと言うっておったことはまったくもって聞いておらん」

「…………」

　しっかり聞かれていた。

「……ん？　これはなんじゃ」

　セレスティアが首からぶら下がる装飾品の存在に気づく。

「銀のペンデュラム……魔ま除よけだ」

「お主が……我に作ってくれたのか……」

「まあ、な」

「お主がこのような高級そうな物を無む償しようで渡すとは、どういう風の吹き回しじゃ？」

「なんだよ、その目は。人の好意は素直に受け取るもんだぜ」

　セレスティアはあからさまに怪あやしんでいるが、満まん更ざらでもないようでペンデュラムを目線に合わせて機嫌がよさそうに眺ながめている。

　だが、ペンデュラムの中心部分の存在に気づくと驚きに目を大きく見開く。

「こ、この、青い結晶は……」

「綺き麗れいだよな」

　近くで見るまでガラス球だと思っていたが、手に取ってみるとその透き通った色味から水すい晶しようだと気づいた。

「そういう意味ではない！　これは我の下げ僕ぼくの──」

「──ああ。グレの瞳だよ」

　セレスティアが息を吞のむ。潤うるんだ瞳でじっと青い水晶を眺めている。

「……あのさ、信じられないかもしれねえけど、その瞳が俺に語り掛けてきたんだ。『一緒に連れてってくれ』ってな。お前のことを近くで見守っていたいんだろうな……まぁ、たしかに無茶苦茶なご主人様だし、よっぽど心配なんだろうよ」

　本当に聞こえたわけではない。でも、そんな気がしただけだ。

　俺がセレスティアにできることは今はこれが精一杯だった。

　その瞬しゆん間かん──背中のセレスティアが腕を絡めてぎゅっと抱きついてきた。

「……仕方ないから、これは……貰もらっておいてやる」

　そう少女は俺の首筋に顔を押し付けながら震える声で言った。

　それから、風に飛ばされそうなほど微かすかな声音で、柔らかくて春の日差しの匂においがする少女は呟つぶやくのだ。

「アレク……ありがとう。大切にする」
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　そう呟いた。

　一体、あの傲ごう岸がん不ふ遜そんな女王様がどんな顔で感かん謝しやの言葉を絞しぼり出したのか……その貴き重ちような表情を見たくはあったが、今の俺にはその一言で十分だ。

　俺のことを初めて名前で呼んだ。

　たったそれだけのことが、最高に嬉うれしかったのだから──










　　あとがき




　たとえば東京スカイツリー。

　実はあの建物が巨大な聖剣で、その内部は凶悪な魔物の巣す食くうダンジョンになっていて、我々の目に映っているのはそんな聖剣のほんの一部にすぎなくて、地中深くにまで埋まっている刃の中には前ぜん人じん未み踏とうの超大な迷宮が広がっていて──

　なんて、荒こう唐とう無む稽けいな妄もう想そうが本作品の出発点だったように思います。

　ただ、岐ぎ阜ふ県民の私からすれば、東京の地下は現実としてダンジョン以外のなにものでもないわけですが。

　特に東京駅の地下ですよ。広くて深いですよね。中でも京けい葉よう線せん乗り場は別格です。

　あれ、めちゃくちゃ深いところにありますよね。ダンジョンで言ったらかなり強い魔物が出てくる階層ですよ。おそらく千ち葉ば県民は全員、勇者の末まつ裔えいかなにかだと思います。

　あと東京駅の地下と言えば、『銀の鈴』。地方民の私はよくお世話になるんですが、あれを見るといつも思うんです。『ホームポイント』っぽいなって。

　いわゆるフィールドで魔物にやられると戻ってくるあそこです。

「ちょっと待ちなさいよ。ちゃんとホームポイントの設定、銀の鈴に変えたの？」

　なんて、ヒーラーの女の子に言われそうですよね。てか、言われたいですよね。

　他には新しん宿じゆく駅とか。あそこも複雑な構造ですよね。

　私のような駆かけ出し冒険者がソロで挑いどむにはちょっと難易度が高いです。

　あとメイチカ。名な古ご屋や駅の地下も相当です。一度迷い込んだら二度と外には出られないというね。噓うそですけど、ただ岐阜県民の私からしても未いまだ全容は謎なぞです。

　では、最後に真ま面じ目めな話を。実は私、『ロードス島戦記』、『アルスラーン戦記』、『フォーチュン・クエスト』などなどのファンタジー作品全盛の世代でして。私自身、そうした数々の素晴らしい作品を擦すり切れるほど読み耽ふけった子供時代を送りまして。

　ですから、読者の皆様に作品を読んで頂けること。作家としてこれに勝る幸せはありませんが、作家としてデビューした時から『いつか自分もファンタジー作品を』という思いが心の何ど処こかにありました。今回、夢が叶かないました。とても幸せです。

　本作品を出版するにあたって、お力添え頂いた皆様に心より感謝致します。

　中でも、いつもお世話になっている担当の粂くめ田た様、素敵なイラストで本作品に彩りを添えてくださった小鳥遊たかなし啓けい様には格別の感謝を。その他、校正様、関係者の方々にも感謝致します。

　そして、なにより読者の皆様に最大級の感謝を。読者の皆様にとって、本作品が少しでも楽しいひと時になってくれることを心から願っています。

　それでは、またお会いできる日を楽しみに。間ま宮みや夏なつ生きでした。
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間ま宮みや夏なつ生き

某ファンタジー職業診断をしてみました。ダンサーでした。「魔王を倒して世界を救ってみせるぞ！」って思ったのにダンサーって。美人女剣士から「戦闘中、マラカスの音がうるさい」ってジト目で言われちゃうよ！　……ありだな。
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イラスト／小鳥遊たかなし 啓けい

はじめまして。学生時代、ライトノベルを読んで育った自分が、まさか装画を担当する日が来るとは！　絵ばかり描いてきたかいがありました。これからも描きます。
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